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必要があることを痛感しました。気候変動という地
球レベルの問題に対処する技術力・資金力をもつ若
者は多くないでしょう。しかし、貧困や格差、教育など
の問題に対して、デモやボランティア、仕事を通じて
解決を図ることは極めて現実的な方法です。現状を
よく知り、自らの行動を変える人が一人でも増えてい
くことを願っています。

佐座槙苗（SWiTCH代表理事）のメッセージ
カナダとイギリスでの学生生活を終え、日本に帰国
した際、私が一番驚いたことは、気候危機に貢献で
きるはずの日本が、言語の壁のせいで気候危機に関
するリソースにアクセスできずにいることでした。日
本では義務教育をとおして、地球で気候変動が起き
ているという基本的な知識を得ることができます。し
かし、多くの日本人は日常生活や仕事でのあらゆる
選択が、地球の健康状態と直接結びついていること
を実感できておらず、アクションにつながっていない
のが実情です。

近年日本では就職活動の際、若者が社会的責任を
果たす企業を選ぶ傾向が顕著になっています。しか

し企業側の「循環型経済の推進」や「脱炭素化」は後
回しになりがちで、若者が社会人として環境課題や
社会的課題を改善するためにどのようなアクション
を起こせば良いかを体験できる機会はまったく不十
分です。

そこでSWiTCHは2021年から、知識にとどまらない
アクションにつながる環境教材を探しはじめました。
日本語の好ましい教材を見つけることができなかっ
たため、英語で提供されている教材を探し求めまし
た。そしてついに2022年7月、地球規模の視座で作
成された、リテラシーを向上しアクションにつなげる

「GEO-6 for Youth」に出会いました。それはまさ
に私たちが求めていた教材でした！
 
私たちは早速、この価値を理解し協力してくれる仲
間に呼びかけ、バイリンガル学生と日本を代表する
環境専門のアカデミアの協力のもと翻訳に取り組
みました。そしてついに2022年12月翻訳が完了
し、2024年、国連環境計画ナイロビ本部の監修の
もと「GEO-6 for Youth 日本語版」が世界に紹介
されることになりました。

私たちは現在「GEO-6 for Youth」で紹介されてい
る情報を多くの人に学んでもらうため、「GEO-6 for 

Youth」のコンテンツを動画やQ&Aで学べるオンラ
インコースも作成しました。このコースは現在日本語
のみで提供しているため、これから他の言語でも提
供したいと考えています。
また「GEO-6 for Youth」の内容を学校で活用でき
るよう、教育者向けのオンラインツールキットの開発
も進めています。

「GEO-6 for Youth 日本語版」作成のために、たく
さんの方の理解と協力を得ることができました。
UNEPのYunting Duan氏、Adele Roccato氏、飯
田杜真氏（日本語翻訳サポート）は、日本語版の出版
のために国境と時差を越え、親身になって相談に乗
ってくださいました。温かなサポートに心から感謝し
ています。そして、この素晴らしい教材を若い世代に
知らせるために、惜しみなく時間とエネルギーを注い
でくれた学生たち、正しい情報を伝えるために指導し
てくださったアカデミアの先生方、そして完成までの
長い道のりを根気強くサポートしてくれた、仁科里麻
と小河泰子にも感謝申し上げます。

これからもSWiTCHは、地球１つで暮らしていくため
に、若者ができる貢献は無限大だということを知ら
せ、パリ協定の1.5℃目標の達成のために、世代や国
境を超えてつながっていきます。
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GEO-6 for Youth 序文

世界的なパンデミック
「COVID-19」は、私たちの生
活のあらゆる面を崩壊させた。
しかし、残念ながらパンデミック
は人類が直面する危機の一つ
にすぎない。環境危機は、 その
危機の一部であり、これからずっ
と関わっていくものである。山火
事、台風、記録的な高温、イナゴ

の大発生、洪水、干ばつは、あまりにも日常的になっ
ており、ニュースにすらならないことがある。そして、
健康危機と惑星危機のどちらを語るにせよ、どちら
も若者に不相応で、深刻な長期にわたる影響を与え
るだろう。

しかし、若者たちは、多大な負債と危機的な地球を
見捨てることを望んでいないことは明らかである。彼
らは何が危機に瀕しているかを知っている。若者の
グループ、運動、声明は、地球を害から守るための世
界的な戦いで若者が中心的な役割を担っていること
を表している。GEO-6 for Youthは、若い専門家と
著者からなるチームによって作成され、環境の現状

を理解し、日常生活や地域社会、そして職業選択に
おいて何ができるかを探そうとする若者たちに「ワン
ストップ・ショップ」を提供することによって、この動き
に貢献することを目的としている。若い人たちが行う
重要な選択は、私たち全員が持続可能な社会を築
き、公平性と包摂性を保ち、最終的には地球をより
環境的に持続可能な軌道に乗せることにつながるの
である。

世界の若者たちが環境保護のためにこれほど力強
い行動を起こしている理由は、容易に想像できる。
気候変動や種の消失、大気汚染やプラスチック汚染
など、若者たちは自分たちが作り出したわけでもな
い深刻な環境問題に直面することを余儀なくされて
いる。しかし、彼らは不公平感に苛まれているわけで
はない。それどころか、彼らは私たちに、自分の居心
地の良い場所から一歩踏み出し、健全な地球になる
ために必要な前向きなステップを踏むよう手を取り
合おうとしている。私たちは、彼らの勇気ある行動を
支援すると同時に、緊急の行動を求める声に耳を傾
け、最善を尽くす義務がある。

本書は、グローバルな変革の原動力として、若者が
持つ膨大な戦略的機会を捉えることを目的としてい
る。この報告書の提言は、年齢に関係なく、すべての

人にインスピレーションを与えるものである。なぜな
ら、それこそが世界が必要としていることであるから
だ。

Inger Andersen

Executive Director
United Nations Environment Programme 
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共同議長序文

GEO-6 for Youthは、世界がCOVID-19（人獣共
通感染症）の大流行に取り組んでいる、激動の時期
に発表された。このパンデミックは、社会的、生態的、
経済的に世界的に深刻な影響を及ぼし、地球の健
康と人間の健康との強い結びつきを認識することを
余儀なくされた。そして、私たちと環境との相互作用
や環境への影響について再考することが至急必要で
あることを強調している。また、パンデミックは、すべ
ての人間にさまざまな形で影響を及ぼし、厳しい不
平等や不公平を露わにした。

パンデミックの結果、世界の貿易は13〜32％
縮小すると予想され、サプライチェーンは混乱
し、COVID-19関連の廃棄物も増加している。この
パンデミックの間、世界的な閉鎖、社会的距離、移動
の制限、学校や企業の閉鎖などの措置がとられ、人
々の生活や生計に悪影響が及んでいる。COVID-19
により、約16億人の労働者がインフォーマルセクタ
ーで職を失った。医療、金融システム、教育、国際援
助、世代間支援、生態系支援など、さまざまな重要な
社会システムの亀裂が、かつてないほど明らかになっ
ている。家庭内暴力は世界的に30％増加し、児童婚

や10代の妊娠は多くの国で増加している。パンデミ
ックの拡大を抑えるために奨励されている遠隔学習
やバーチャル学習は、少なくとも5億人の学生にとっ
て依然として手の届かないものである。このことは、
世界規模でのデジタルデバイドをめぐる問題を浮き
彫りにしている。さらに、このパンデミックは、教育、
児童死亡率、児童労働などにおける数十年にわたる
改善を覆す可能性がある。 

このパンデミックから回復するためには、私たちは自
然との関係をよりよく理解し、社会的結束力を高め、
より強力なレジリエンス・ネットワークを構築する必
要がある。このパンデミックは、世界の生物多様性を
保全し、私たちの環境をより尊重することの緊急の
必要性を増幅させている。また、将来このような流行
が起こらないように、野生生物の違法取引に対抗す
る必要性を示している。このような変化をもたらす方
法を見つけることは、確実に変革をもたらすものであ
り、GEO-6 for Youthはそのための1つのステップ
となる。

GEO-6 for Youthは、主要な環境問題について科
学的に何が言えるのか、そしてそれが世界の青少年
にどのような影響を与えるのかを示している。地球上
の人口の6分の1は 若者であり、彼らは環境の悪化

がもたらす結果を長期にわたって最も多く経験する
ことになる。若年労働者は成人労働者の2倍の割合
で極度の貧困状態にあると推定されている。若者の
今日の選択、あるいはその選択の欠如は、地球と種
としての我々の生存に大きな影響を与えるだろう。
 
GEO-6 for Youthは、すべての人にとって環境的に
持続可能な未来に向かうために役立つ、エビデンス
に基づいた様々なアプローチを示している。本報告
書に記載されている環境問題は、グリーン・アントレ
プレナーシップの重要な機会を提供し、ライフスタ
イルの変化の必要性を強調している。各国政府や国
際機関は、この大流行からの復興、経済支援、生活
保護のために、すでに何兆円もの資金を投入してい
る。短期的な復興に重点が置かれているかもしれな
いが、持続可能な開発のための長期的な利益や、私
たちの毎日を支えているシステムにレジリエンスを構
築する必要性を見失ってはならない。各国政府が拠
出する資金は、グリーンな仕事を支援することで、よ
りグリーンな復興を支えることが極めて重要である。
世界は、環境に配慮した持続可能な世界への転換
を促すために、若い人たちに期待している。彼らの個
々の行動が拡大すれば、世界的に大きな影響を与え
る可能性がある。
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この報告書の共同議長として、世界中の熱心な若手
作家や専門家からなる素晴らしいチームと協力でき
たことを光栄に思っている。複数のブレーンストーミ
ング・セッション、3回の直接会議（タイ、ケニア、オー
ストリア）、2回のピアレビューのおかげで、グローバ
ルなビジョンを持ちながら、地域の現実に配慮した
報告書を完成させることができた。この取り組みを
支援してくださった欧州連合、国連加盟国、すべての
機関、そして常に支援、忍耐、指導をしてくださった
国連環境計画（UNEP）事務局に感謝する。また、貴
重なご意見をいただいた査読者の方々、グラフィッ
ク・チームとコミュニケーション・チームの皆様にも
感謝する。

私たちは、この報告書を世界の若者たちに謙虚に紹
介し、手遅れになる前に、私たち全員が協力してカ
ーブを曲げることができるようになることを望んでい
る。

Nibedita Mukherjee

Charles Mwangi
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要旨

GEO-6 for Youthは、地球環境の状況を定期的
に評価する、国連環境計画の最も重要な刊行物で
ある。2019年3月に発行される第6版（GEO-6）で
は、環境の現状と将来への展望を厳しく示してい
る。GEO-6は、経済と社会を根本的かつ緊急に変革
しない限り、2030年までに国連の持続可能な開発
目標を達成することはできないとしている。

このような根本的な変革をするためには年齢、障
害、性的指向・性自認、宗教、ガバナンスやビジネス
の枠を超えた全ての人 と々組織を巻き込んでいく必
要がある。特に若者たちは、毎日の行動一つ一つが
環境の影響に繋がるという問題にこれからもずっと
直面する。地球規模で持続可能な開発を実現する
ためには、環境の状態（とそれを守ることの重要性）
を理解するために、彼らの積極的な参加が不可欠で
す。

若者たちは強い発言力を持ち、持続可能な環境を作
っていくための重要な役割を担っていくことが必要
である。若者のためのGEO-6 for Youthはこの世
代がどのような行動と政策がより持続可能な社会を
実現するのかを示すプラットフォームを提供する。

現在の環境はどのような状況で、それは今の若者
たちにどのような影響を与えているのだろうか？

• 15歳から24歳の若者たちは世界人口の６分の
1。今日の若者たちは12億人分の力を持ってい
る。

• 国連の持続可能な開発目標(SDGs)は環境、社
会、経済の全ての側面を持つ。しかし、今の私た
ちはそのうちの環境の側面を達成できていな
い。SDGsの達成に失敗すれば世界中の若者に
不相応な影響を与えるだろう。

• 地球の資源は無限ではなく、生態系も無敵では
ない。人類はすでに、人間が安全に生存できる領
域（プラネタリーバウンドリー）のうち生物圏の
一体性と生物地球化学的循環の二つの限界を
超えたと推定されている。その他の境界線の限
界も超えてしまう危険に瀕している。

• 現在の環境問題は、私たちの幸福に悪影響を及
ぼす人間活動が大きな原因となっている。人為
的な要因（人口増加、経済発展、都市化、テクノ
ロジー、気候変動）による影響は環境問題に何と
か対処していくための緊急の課題である。

• コロナウイルスによるパンデミックは地球と人類
の健康には強い関係があるということを改めて明
らかにした。認知されている人間の全ての感染症
の60%と新興感染症の75%は動物由来のもので
あるという調査結果がある。自然生息地や野生生
物の搾取を含む、持続可能ではない人類の活動
は感染症の発生と拡大を増加させている。

• 現在、世界の人口の 91% が、WHO のガイド
ラインによって設定された安全な大気質の制限
を超える地域に住んでいる。 屋外の大気汚染
は、2060 年までに年間 600 万から 900 万人
の早期死亡を引き起こし、世界の GDP の 1%、
つまり年間約 2.6 兆米ドルの損失をもたらす可
能性がある。 大気汚染により、小麦、トウモロコ
シ、米などの主食作物の収量が 2030 年までに 
26% 減少すると予想されている。

• 土地利用と土地被覆の状況は驚くべき速さで
変化している。 干ばつと砂漠化により、毎年 
1,200 万ヘクタールの生産的な土地が失われ
ている。特に干ばつが起こりやすい地域では、土
地利用と土地被覆の変化による長期的な影響
として、生物多様性の損失、食料、水、燃料の不
安定化、失業、教育の混乱、児童労働の増加、強
制移動、武力紛争などがある。 
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•	現在、居住可能な土地の	50%	が食料生産に
使用されている。	家畜生産は農地の	77%	を
使用しているが、人間の必要エネルギー量の	
16%	と必要タンパク質量の	32%	しか供給で
きていない。	畜産は気候変動に大きく寄与し、
土地と水の劣化の主な原因となっている。

• 世界的に、私たちは生物多様性のとてつもない
損失に直面している。 私たちは、多数の種の絶
滅の真っ只中にいる。 地球上の 800 万種の動
植物のうち、推定 100 万種が絶滅の危機に瀕
しており、多くは数十年以内に絶滅の危機に瀕
している。 鉱業や農業などの採取産業は、生物
多様性損失の80% 以上の原因となっている。

• 人間の活動は、世界の海の40%に影響を与えて
きた。 これらの活動の影響には、魚資源の枯渇、
生息地の喪失、サンゴ礁の白化、プラスチック破
片による汚染が含まれる。 平均して、年間800万
トンのプラスチック廃棄物が海に流れ込んでい
る。 世界の廃プラスチックのうち、リサイクルされ
ているのはわずか 9% で、残りは自然環境に投
棄されている。 小さなプラスチック粒子（マイクロ
プラスチック）は、魚介類、海塩、水道水やボトル
入り飲料水などに含まれている。 科学者たちは、
海洋生物と人間の健康の両方への影響を懸念し

ている。

• 世界の水資源のうち、淡水はわずか 3% であ
る。 この淡水のうち、飲用水に適しているのはわ
ずか 0.5% で、 21 億人以上の人々が家庭で
淡水を利用できない。子供たちは水汲みが必要
になると、学校で過ごす時間が減る。

• 食用食品の 3 分の 1 (年間推定 13 億トン) 
が世界中で失われているか廃棄されている。 こ
れは、毎年 20 億人を養うのに十分な量であ
る。

このままでは未来はどうなるのだろうか？そして、
どうすれば2050年までに
持続可能な世界を実現することができるのだろう
か？

•  2050年には、現在よりも約60％多くの一次エネ
ルギーが消費されることになる。そのほとんどは
化石燃料に由来すると予想されており、化石燃料
は大気汚染や気候変動の原因となる。より持続
可能な未来のために再生可能エネルギーに積極
的に投資する必要がある。

• 大気の質は今後も悪化し続けるだろう。空気の
質が悪いと、2060年までに世界の国内総生産

（GDP）が1％減少し、医療費も増加し、食料生
産も減少すると推測される。より持続可能な未
来のためには、ライフスタイルの見直しと、大気
汚染防止のための法的・財政的措置の強化が必
要である。 

• 温室効果ガス(GHG)排出量は、2050年までに
50％増加すると予測されており、その結果、地
球は2℃以上気温が上がると予測されている。
それにより、地球上のサンゴ礁の 99％以上が
失われる。海面が上昇し、異常気象の発生は頻
繁になり、程度はより激しくなることが予想され
る。そして、深刻な経済的損失が生じる。より持
続可能な未来のために、私たちは温室効果ガス
の排出を大幅に削減し 気温の上昇を1.5℃以
下に抑える必要がある。

•  動物性タンパク質を主食とする食の需要により農
業生産は2050年までに50-60%増加する可能性
がある。より持続可能な未来のために、私たちは肉
や乳製品の消費を減らし、食品廃棄物を大幅に削
減する必要がある。
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• 人間の水需要は2050年までに全世界で推定26
％増加し、一方で水質は著しく悪化すると予測さ
れています（化学汚染や気温上昇などによる）。水
質の悪化が、毎年140万人が死亡することにつ
ながりうる。より持続可能な社会を実現するため
に、私たちは水の利用効率を高め、水質を改善し
淡水システムを保全する必要がある。

•  COVID-19の危機は、世界的に経済的、社会的、
生態学的に深刻な影響を及ぼしており、私たちに
環境と地球の他の種との関係を見つめ直し、考え
直す機会を与えている。この危機からの復興は、
より環境的に持続可能で、包括的なものでなけれ
ばならない。私たちは、以前のような経済的な道
筋や行動には戻れないのである。私たちは、人間
や社会の幸福に焦点を当てた政策を通じて、より
良い社会を構築する必要がある。温室効果ガス
の排出の削減、自然を基盤とした解決策、循環型
経済の実践と行動変容に焦点を当てた政策によ
って、より良い社会を構築する必要がある。

• 現在の環境の傾向を変えるには開発に対する根
本的に異なるアプローチが必要である。持続可能
な未来のためにこのようなアプローチが必要なの
である。特にエネルギー、食品、廃棄物システムに
関しては、政府や企業のみならず、若者もこれまで

とはまったく違う考え方をする必要がある。

今の若者たちは、日々の選択を通じて、どのように
解決に貢献できるのだろうか。

• 資源の効率的な利用が経済成長や人間の福利
厚生に貢献する循環型経済（グリーンエコノミ
ー）への移行が世界的に求められている。循環型
経済では、資源を採掘して無駄にすることは少
なくなる。その代わり、材料の寿命は延び、資源
はできる限り長く使われるようになる。

• 若者の日々の行動の変化は、特に資源とエネル
ギーの使用に関して、循環型のライフスタイルに
することで持続可能な未来に近づく可能性があ
る。 

• 若者は、自分たちのライフスタイルを変え、社会に
影響を与えるような行動をとることに、課題を感
じている。こうした課題には、無力感、認識不足、
コミュニケーションの問題、汚職の存在、持続可
能な仕事のための機会や資金が限られているこ
となどがある。 

• 若者の中には、自分の行動が取るに足らないもの

だと感じている人もいるが、日々のライフスタイル
の小さな変化が、経済や社会にグローバルな影響
を与える可能性を秘めている。例えば、1kgの牛
肉を生産するのに約15,000リットルの水が使わ
れるのに対し、1kgの豆類（レンズ豆、エンドウ豆、
豆）を生産するのに4,000リットルの水が使われ
る。牛肉の代わりに豆類を食べると、水の使用量
を74％、GHG排出量を95％削減することができ
る。また、ライフスタイルの変化として、飛行機の
利用を減らし、身軽に移動すること、そして、飛行
機を利用する場合はカーボンオフセットを購入す
ることも考えられる。 

• 食品廃棄物の削減は、水の節約、GHG排出量の
削減、そして生物多様性のために農地を自然の
生息地に戻すことに繋がり、私たちの環境フット
プリントを減らすことができる。

• 循環型（グリーン）経済への転換は、今後 20 年
間に世界中で 1,500 万から 6,000 万の追
加雇用を生み出し、数千万人の人々を貧困から
救うことができる。史上最大の若者世代が労働
市場に参入している。彼らのキャリア選択は、世
界の未来に大きな影響を与えるだろう。  
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• 循環型（グリーン）経済への移行には、新たな仕
事に対する新しい考え方やスキルが必要であり、
また、既存の仕事をより環境に配慮したものに変
えていくことも必要である。ライフスキルの開発
に焦点を当てた職業訓練プログラムやその他の
イニシアティブは、世界の若者がグリーンな仕事
を確保し、それを維持するためのより良いポジシ
ョンを見つけることに役立つ。

• 本報告書の作成にあたり、相談を受けた若者の
90％が、将来、より環境に配慮した仕事ができる
ようになると感じている。現在、最も急速に成長し
ている環境に優しい仕事は、食品、エネルギー、廃
棄物の分野である。

• 若者は、変化の担い手となり、集団的な活動に
参加し、意識を高めることによって、世代を超え
て行動を広げる上で極めて重要な役割を果たす
ことができる。協調的行動は、例えば、投票、支持
団体への参加、将来の地域、国、世界のリーダー
となるための準備などを通じて、政策に影響を
与えることができる。

• 私たちは今、重大な局面を迎えている。今こそ、変
革の観点から考え、責任を持って資源を利用し、
天然資源の採取を減らしながら、社会にとって最

大の利益を生み出す循環型（グリーン）経済を目
指すべき時である。

「起きよ! 目覚めよ!  そして、ゴ
ールに到達するまで立ち止まる
な！」– 

Swami Vivekananda
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概論

国連環境計画では、1997年から約5年ごとに地球
環境の健全性を評価するために、地球上で最も優れ
た知見を持つ人たちを集めている。この評価は、主
要な報告書であるGEOで発表されている。2019年
3月に発売されたGEO-6は、現在最も包括的な報
告書であり、持続可能な世界を実現するための可能
な道筋を示すものである。 GEO-6は、健康な地球
と健康な人々を確保するために、食料、エネルギー、
廃棄物のシステムを抜本的に変える必要があると強
調している（国連環境計画[UNEP] 2019a; UNEP 
2019b）。

GEO-6 for Youthの目的は、GEO-6 の主な調査
結果を用いて、若い人たちに情報を提供し、活動に
参加してもらうことである。GEO for Citiesおよび
GEO for Businessとともに、本報告書はGEO-6の
重要な派生書である。今の若者が直面する最大の
課題の一つは、私たちが資源の限られた地球に住ん
でいるということである。GEO-6 for Youthは、若
者が仕事やライフスタイルにおいて持続可能な選択
をし、より持続可能な製品やサービスが提供される
よう市場に影響を与えることを目的としている。

 私たちは、個人から地球レベルまで、環境に関する
意思決定を共に向上させることができればと願って
いる。

報告書の見方

GEO-6ユース報告書は4つの章から構成されてい
る。

• 第1章「変化する環境」では、人間活動が環境シ
ステム（土地と生物多様性、海と淡水、大気と気
候）に与える影響について考察している。また、
環境変化をもたらす5つの主要な要因について
も触れている。

• 第2章：持続可能な未来の地球に向けて 
GEO-6が提示した現在の軌道と環境的に持続
可能なシナリオを紹介し、これらのシナリオが世
界の若者にとって何を意味するのかを探ってい
る。

• 第3章「共感から行動へ」では、若者ができる個
人的・集団的な行動、その規模が拡大すれば、食
料、エネルギー、廃棄物システムに関連する環境

問題に対処することができるだろうということを
紹介している。

• 第4章 「あなたのキャリア、私たちの未来」では、
より環境的に持続可能な世界へ向けて前進する
ために、スキルの転換と新しいタイプの仕事の
必要性を強調している。
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#GEO4Youth 調査

GEO-6 for Youthの作成の一環として、2018年
12月から2019年4月にかけて実施したアンケート
で、世界中の若者たちに意見を共有してもらった。そ
の結果、合計1,929人が回答した。調査の目的は、
世界の若者が直面している主要な環境課題と、それ
を克服するための可能な解決策について、世界のあ
らゆる地域から見解を収集することだった。調査は
10カ国語に翻訳された。得られた見解は、第2章、第
3章、第4章の作成に使用された。調査の詳細につい
ては、付録1を参照。

#若者の問題意識 

若者は多様な環境問題への認識を深めている。彼
らは、住んでいる場所によって自分たちに悪影響を
与える可能性のある環境問題を見極めることができ
る。

本報告書では、アンケートの回答に文脈を持たせる
ために、6人の架空の人物を登場させた。その目的
は、世界のさまざまな地域から報告される登場人物
の声を通じて、若者の経験や懸念を説明することに
ある。これは、環境問題の世界的な広がりを読者に
理解してもらうことを意図している。登場人物は以下
の通りである。

ArtanAnoudSarah Carlos Kamau Anjali
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Namaste!  私はインド出身
のアンジャリだ。 私はごみをど
こに捨てるかが気になる。 私
の町には、安全なごみ処理制
度がものすごく不足している。 
リサイクル可能な廃棄物のほ
とんどは、廃品置き場に行き
着く。 

Hello! 私はサラで、ロンドンに住
んでいる。 ロンドンの空気はしば
しば澄んでいるように見えるが、
汚染の苦しみを味わうと確信し
ている。 私が知っている多くの
人々は、汚染が原因で咳や目の
炎症を起こしている。COVID-19
のパンデミックによるロックダウ
ン以降、空気の質は改善された。 
しかし、私たちが通常の生活に
戻ると、大気汚染は再び増加す
る。 長期計画が必要である！

¡Hola! 私はボリビアのカルロス
である。 私は以前、プーポ湖の近
くに住んでいた。 それが私たちの
唯一の食料・収入源でした。 この
湖がなければ、私たちはどこへ行
くのか? ボリビアで 2 番目に大
きな湖だったが、現在は広大な乾
いた場所になっている。 戦争で
はなく、気候変動の影響から逃れ
て、家を出て難民になるとは思い
もしなかった。

Salam! 私はクウェート出身のア
ヌードである。 子供の頃、私は草
木が生い茂る場所にキャンプに
行った。 しかし、今では低木はほ
とんどなくなり、草も生えていな
い。どこにキャンプしに行こうか
な。

Artan、
24歳
太平洋諸島、
キリバス

Sarah、
23歳
イギリス

Carlos、 
19歳
ボリビア

Kamau、
20歳
ケニア

Anoud、 
21歳
クウェート

Anjali、
16歳
インド

Sasa! ケニア出身のカマウ。 私
はマウの森の近くの村に住んで
いる。 あなたの家にある多くの木
製品は、ゾウ、サイ、ライオン、その
他の野生動物が自由に歩き回る
アフリカの森から来たものかもし
れない。 これらの森林のほとんど
は、違法伐採によって木々が伐採
されている。

Ko na mauri!  私はアルタン。 
私はキリバスに住んでいる。 昨
年、高潮が僻地の低地にある私
の国の広い地域を襲い、おそろし
かった。 高潮は私の家のドアや窓
を突き破りました。 海面上昇のせ
いで苦しんでいることに絶望しま
すが、適応する方法を見つけよう
とする希望もある。
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リーディングツール 

この報告書の各所には、主要な要素を読み解くため
のツールが次のように用意されている。

用語集 

この報告書の最後にある用語集は、さまざまな用語
をよりよく理解するのに役立つ。 本文中の太字の単
語に注目。 用語集で定義されている用語は、各章で
最初に使用されるときに下線が引かれている。

 知ってた?
	
	 興味深い事実と数字が報告書全体に提供されて
います。	特定の環境問題と解決策について詳し
く知りたい場合は、「知ってた？」に注目。

インタラクティブ版 

このアイコンが図表に付随している場
合は、クリックできる。 クリックすると、
その図表について、全て、またはその一
部だけを調べることができる。

チェックポイント

チェックポイントでは、報告書に示され
ている事実、数値、および概念について
立ち止まって考えるよう促している。
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若者は、個人規模から社会規模までの変化に影響
を与える、大きな可能性を秘めている。 GEO-6 for 
Youthが、あなたの声を届け、地元・地域・地球規模
の意思決定プロセスに参加するのに役立つことを願
っている。

皆さんと同じように、私たち全員と将来の世代のため
に、環境的に持続可能な未来が実現できることを願
っている。
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「私は、美味しい食べ物をゴミ箱
に捨てるのは間違っているという
感覚からそれらを回収して地域で
困っている人たちに届けたいとい
う思いを強く持つようになった。
フードリカバリーネットワークは、
最初の学期で15,000ポンドを回
収し、これを励みに活動を続け、や
がてこの運動を全国に広げていっ

た。私たちの動機は、単純ですが
不平等を解決することであった。

私たちの食糧システムや環境問
題に対する解決策はひとつではな
い。環境の変化に関しては、おかし
いと思われたり、『やってはいけな
い』アイデアはない。あなたの唯一
やってはいけないことは何もしな
いことである。学生団体への参加
や立ち上げ、抗議活動の実施、ソ
ーシャル・インパクト・ビジネスの
設立など、とにかく何かを始めよ

う。私はただ、自分にとって納得の
いかない問題や不正を目の当たり
にし、それを変えようと思った。そ
れは誰にでもできることで、ただ最
初の一歩を踏み出し、挑戦するこ
とが必要である。」
Ben Simon,
CEO & co-founder of
Imperfect Produce and Food Recovery Network
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1.1
はじめに

最近、自然環境の急速な変化を感じませんか。

オーストラリア、ブラジル、米国での大規模な山火事、
北極圏、ヨーロッパ、中東での記録的な暑さ、南・東ア
ジアでの壊滅的な洪水、アジアと東アフリカでの歴史
的なイナゴの大群、世界のあらゆる場所で人々の生活
を狂わせているパンデミックなど、これらの2020年の
出来事は、今だけ起こってる現象ではなく、近年地球が
バランスを失っていく中で急速に悪化している状況の
一部である。これらの課題は、すべて私たちと環境の関
係に直結しており、その解決は非常に難しい。
過去数10年間に起こった環境変化の規模や激しさに
ついては、多くの人が知っているだろう。しかし、その問
題の解決策を考える以前に、これらの変化の原因とそ
れらが及ぼす影響について理解することが持続可能な
社会を実現することに必要なのだ。
最近の定義によると、持続可能な開発とは、「世界中の
人々の生活を向上させるための最善の道として各国が
合意した、共有された全体的かつ長期的なビジョン」で
ある。持続可能な開発は、繁栄と経済的機会、より大き
な社会的ウェルビーイング、そして環境保護を促進する

ものである。私たちは、より公正で公平な社会へと変化
しながら、共に成長していきたい。また、現在の社会を
繁栄させながらも、未来の資源を損なわないようにし
たい（Hwang and Kim 2019, p.11）。

2019年現在、世界には15歳から24歳までの若者が
約12億人いる（国連2018）。そして彼らは世界人口
の約16％を占めている。この若者たちは、私たちを取
り巻く環境問題を理解し、その解決に貢献できる重要
な立場にある。そこで私たちは何から始めればよいの
か。UNEPの環境評価報告書第6版「地球環境見通し

（GEO-6）」（国連環境計画［UNEP］2019a；UNEP 
2019b）は、現在の環境に関する基本情報を私たち
に提供している。本章は、GEO-6で述べられている主
要な環境問題に関するテーマを中心に構成されてい

る。1.2 節では、人間が環境に与える主な影響につい
て述べている。続いて1.3節では、地球システム、その主
要なサブシステム（大気と気候、土地と生物多様性、海
洋と淡水）、そしてそれらがどのように変化しているか
が説明されている。そして、1.4節では若者にとっての
環境問題をまとめる。そして1.5節で、若者たちに環境
問題に取り組む行動への呼びかけを行い、本章は締め
くくられている。

最終節に続くクイズパートでは、環境問題に関する知
識を試すことができる。

「理解した場合にのみ、私たちは
意識することができる。意識する
場合にのみ、我々は助けることが
できる。助ける場合にのみ、私たち
は救われるであろう。」
ジェーン・グドール博士 国連平和大使
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1.2 人間が環境に及ぼす影響

人間の活動は、プラスとマイナスの両面から環境に影
響を与えていて、GEO-6報告書では、それらが環境変
化を促進している5つのポイントを挙げている。

• 人口増加
現在、世界の人口は年間約 1％増加している

（2018-2019年）。年平均の人口増加数は8200
万人と推定されている（国連2019a）。一般的に、地
球上の人口が増えれば、そして彼らがより多くの資
源を消費すれば、環境への圧力はより大きくなる。. 

• 経済発展
ウェルビーイングの向上は、通常、以下の経済的なウ
ェルビーイングの向上に依存する。天然資源（石油、
水、鉱物、金属など）の消費を通じた経済的な幸福度
の向上に依存する。その他の重要な要素としては、自
然環境の状態がある。個人の消費は、予見可能な将
来において増加し続け、環境圧力を高めると予想さ
れる（UNEP 2019a）。

• 都市化
世界人口の半分以上が都市部に住んでおり、農村

から都市への移動は今後も続くと予想されている
（UNEP 2019a）。人口密度が高くなると、大気汚
染や水質汚染が悪化する。また、水の利用可能性、
廃棄物処理、エネルギー消費に関連する課題も発生
する。

• テクノロジー
テクノロジーの進歩は、汚染、廃棄物の発生、環境破
壊の増加、有害物質に関連する健康リスクや環境リ
スクの増加を伴っている。一方で、技術の進歩はより
少ない資源で人類のニーズを満たすのに役立つ。

• 気候変動
地球の気候がこれほど急速に温暖化したことは、歴
史上かつてないことである。このことは、地球全体の
平均気温の上昇、氷河の融解、海水面の上昇に現れ
ている。人間活動が気候に与える影響は明らかであ
る。今、温室効果ガス（GHG）の排出を止めることが
できたとしても、気候変動の影響は今後数世紀にわ
たって続くと考えられる（気候変動に関する政府間
パネル［IPCC］2018、UNEP 2019a）。

私たちは、人間活動の影響を軽減し、変革の実現を視
野に入れて考え、行動することで、持続可能な社会へと
向かうことができる。そのため、地球システムアプロー
チを用い、超えてはならないプラネタリーバウンダリー

があることを受け入れる必要がある。
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Box 1.1
人類と地球の健康

COVID-19の大流行は地域社会に壊滅的な影響
を及ぼし、特に若者たちは経済活動の停止やソー
シャルディスタンス対策によって不当な影響を受
けてきた。世界各地の若者たちは、パンデミックの
前例のない影響により、教育が一時中断され、将
来が突然変更される現状にある。しかし、このよう
な危機は将来的に防ぐことができる。

COVID-19の正確な起源については、専門家に
よる研究が続けられているが、科学的には明らか
である。環境に対する人間の行動が、感染症のリ
スクを高めている。動物からヒトに感染する感染
症は人獣共通感染症と呼ばれ、過去30年間にヒ
トに新たに発生した感染症および新興感染症の
75％は動物に由来することが研究で明らかにな
っている（Taylor et al.2001）。COVID-19は、
このような野生動物由来の人獣共通感染症の
1つであると考えられる。ほとんどの人獣共通感

染症は、食物系を介するなどして間接的に感染す
る。(UNEP, 2020）。
人獣共通感染症の発生を促進している可能性が
高いものとして、7つの人為的な要因が挙げられて
る（UNEP, 2020）

1. 動物性タンパク質に対する人間の需要の増加
2. 持続不可能な農業の活発化
3. 野生生物の利用と搾取の増加
4. 都市化、土地利用の変化、採取産業によって加

速する自然資源の非持続的な利用
5. 交通や輸送の増加
6. 食料供給の変化
7. 気候変動

人間の活動は、生態系や野生生物に脅威を与え、
人獣共通感染症のリスクを増大させる。これらの
行為は、野生生物と人間をより密接に接触させ、

動物から人間へ感染症が飛び火する可能性を高
めている。私たちが環境との関係を再考するとき、
人間活動による生態系の悪化が人間の健康を脅
かすことを心に留めておくことが非常に重要であ
る。

「ワンヘルス」アプローチが、「より良いものを作り
直す（build back better; 詳しい説明は第3章）
ために」、そして人間、他の種、環境のより健全な関
係を確立するために、将来のパンデミックを予防す
る最適な方法と言われている。「ワンヘルス」アプロ
ーチは、公衆衛生、動物衛生、植物衛生、環境とい
った複数の分野の専門家を集め、人と野生生物と
地球の健康を向上させる結果をもたらすものである

（UNEP 2020）。

世界保健機関（WHO）は、「ワンヘルス」アプロー
チを「より良い公衆衛生の成果を達成するために、



1 変わりゆく私たちの環境

6

複数の部門がコミュニケーションを取り、協力し
ながらプログラム、政策、法律、研究を設計・実施
するアプローチ」と定義している（WHO 2017）。こ
のアプローチでは、人間の健康目標だけでなく、
動物や環境の健康目標の達成を目指すため、多
部門の協力が重要視されている。これは、現在進
行中のCOVID-19パンデミックを制御するため、
および将来の発生のリスクを低減するための最も
効率的な方法として提案されている。現在、多く
の国の復興対策で実施されている。
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1.3 
地球システム

1.3.1	
地球システムの概要

地球システムは、地球とその上の生命の状態と進化を
規定する、物理的、科学的、生物学的、社会的な構成要
素とプロセスが相互作用する複雑な社会環境システム
である。（UNEP 2019a）。地球システムは、その多くの
サブシステムを通して、より容易に理解することができ
る。本報告書では、これらのサブシステムを以下のよう
に整理している。(1) 大気と気候、(2) 土地と生物多様
性、(3) 海洋と淡水。図	1.1 に示した駆動要因による変
化の規模が拡大し、その速度も速くなっていることから、
私たちは緊急の課題 を抱えている。また、図にはない
が、運輸やエネルギーなどの分野での活動によって引き
起こされる変化も、環境にダメージを与えている。9つの

「プラネタリーバウンダリー」が確認されている。これら
の境界線は、越えない限り、地球にとっての「安全地帯」
を示すと考えられている（図1.2）。

気候変動

都
市
化人

口

大気と気候

海
洋

 生
物

多
様

性

地球
システム

土地 淡水

経済
発展

テクノロジー

地球システムの主な駆動要因と、3つの主なサブシステム
（大気と気候、土地と生物多様性、海洋と淡水）

図1.1
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Box 1.2
プラネタリーバウンダリー

「プラネタリーバウンダリー」という概念は、人
間の行動が環境変化の主な要因である一方、地
球はこれらの変化に適応する能力が限られてい
るという事実に基づいている（Rockström et 
al. 2009; Rockström 2018a; Rockström 
2018b）。9つの「プラネタリーバウンダリー」が確
認されている（図1.2）。人類はそのうちの2つ、生
物圏の完全性と生化学フローをすでに超えてい
ると推定される。その他の境界は、超過する危険
性がある。大気中のエアロゾルの蓄積など、いくつ
かの境界については十分なデータがない。プラネ
タリーバウンダリーとティッピングポイントに関す
るより詳しい情報は、ストックホルム・レジリエン
ス・センターのウェブサイトで紹介されており、オ
ンラインビデオもある（Stockholm Resilience 
Centre 2019; Lenton et al.2019）。
 

安全

生物圏の完全性 気候変動

土地システム
の変化

淡水の使用

生化学フロー

海の酸性化

空気中の
エアロゾル負荷

成層圏オゾン層
破壊

新規化学物質

遺伝的多様性

機能的多様性

リン

窒素
リスク上昇

高リスク

定量化が未実施

定量化が未実施

定
量

化
が

未
実

施

プラネタリーバウンダリー 
出典:Steffen et al. (2015)

図1.2
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1.3.2	
大気と気候の現状

人間は日々の活動の中で、大気に影響を及ぼす様々な
種類の排出物を生み出している。これらの排出物は、農
業や土地利用、工業、電力生産、輸送、建物などからも
たらされる（UNEP 2019a）。

大気汚染

大気汚染は、世界のあらゆる地域で様々な影響を与え
ている（世界保健機関[WHO] 2017; WHO 2018a; 
WHO 2018b）。特に、低所得者層の都市の人々が最
も影響を受けている。 
人口10万人以上の低・中所得国の都市の約97％
が、WHOの空気質に関するガイドラインを満たして
いない。高所得国では、その割合は約49%に減少する

（WHO 2018a; WHO 2018b）。
図1.3は、これらの汚染物質の一部を示した上で、それ
らがどのように大気に流入するのか、そしてそれらが人
間の健康と環境へどのような影響を及ぼすのかについ
て示している。大気汚染は、世界的な疾病負担の主な
環境要因であり、その影響は特に都市において顕著で
ある（WHO 2018a; WHO 2018b; UNEP 2019a）。

都市には雇用や教育の機会があるから若者を惹きつけ
るのだ。
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Box 1.3
一次・二次大気汚染物質

一次汚染物質は、大気中に直接流入する。炭素酸
化物（CO、CO2）、窒素酸化物（NO、NO2）、硫黄
酸化物（SO2、SO3）、灰や塵などの小粒子（粒子
状物質、ブラックカーボン）、鉛、および、メタンや
クロロフルオロカーボンなどの揮発性有機化合物

（VOC）が含まれる。二次汚染物質は、大気中の
既存の化学物質と反応する。窒素酸化物やオゾン
は、世界の多くの都市で発生するスモッグとして
有名である。

汚染物質の中には、大気中に熱を留める温室効
果ガス（GHGs）もある。温室効果ガスの量のバラ
ンスが取れていれば、地球は住みやすい気候にな
る。しかし、一度そのバランスが崩れると、気候変
動につながる。微小粒子状物質などの化学物質
は、温室効果ガスとして作用するわけではない。し
かし人間の健康（微粒子を吸い込むことによる）
や環境に大きな害を与える可能性がある。多くの
化学物質は、温室効果ガスであると同時に、人間

や環境の健康を脅かす存在である。例えば、ブラ
ックカーボンは人間の呼吸器系や循環器系に有
害であり、酸性雨の原因となり、温室効果ガスで
もある。

世界のGHG排出量の大部分は二酸化炭素
（CO2） であり、化石燃料の燃焼、工業プロ
セス、森林伐採、農業から大気中に放出される

（Hoegh-Guldberg et al.）。 また、CO2よりも
熱を取り込みやすいメタン（CH4）や亜酸化窒素

（N2O）といった温室効果ガスの排出も、地球温
暖化の主な原因となっている。
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知ってた？

大気汚染による損失

• 毎年、推定600万人から700万人が大気汚染にさ
らされたために早死にしている（UNEP 2019a）。ア
ジア太平洋地域では、この地域の人口の92%を占
める約40億人が、健康に重大なリスクをもたらすレ
ベルの大気汚染にさらされている（UNEP 2018a）。

• 世界の90％以上の人々が汚染された空気で呼吸
していると推定され、東地中海地域と東南アジアの
大気汚染レベルが特に最悪である（WHO 2018a; 
WHO 2018b）。自動車、化石燃料発電所、産業活
動、焼畑農業、森林伐採、その他都市部と農村部の
多くの活動からの排気により、今日多くの人々が大
気汚染を避けて生活することはほぼ不可能だ。

• 大気汚染は、特に高度に都市化した国々において、
大きな経済的負担を意味する。大気汚染による早
死の損失額は、福祉損失額で、およそ5兆米ドルと
推定されている（UNEP 2019a）。

• 地上レベルまたは対流圏のオゾン汚染につながる

汚染は、2030年までに小麦、大豆、トウモロコシな
どの作物の収量を最大26％減少させる可能性があ
る（Avnery et al.2011）。

• 2015年には、各国政府が化石燃料生産への補助
金として約4.7兆ドルを支出した。効率的に化石燃
料の価格を設定できていれば、世界の炭素排出量
は28％、化石燃料による汚染に関連する死亡は46
％減少したはずと推定されている。（国際通貨基金
2019）。

気候変動

世界の若者たちは、気候変動の影響を目の当たりにし、
声を上げている。GHG排出の結果、大気は温暖化して
おり、気候は局所的、地域的、世界的により予測不可
能になっている（Nature 2017; Schiermeier 2018）。
これまで、人類文明は、このようなレベルのGHG濃度
やこれほど激しい環境変化のある時期を経験したこと
がない（IPCC 2018; UNEP 2019a）。

今後さらに激しい気候変動が起こることが予想さ
れる。世界の平均気温は100年前より1.0℃以上高
くなり、この温暖化は加速している（IPCC 2018）。
記録上最も暖かい年のうち20年が過去22年間に
発生し、2015年から2018年は記録上最も暖かい
4年だった（世界気象機関2018；米国海洋大気庁
[NOAA]2019a）。今日生まれた子供は、産業革命以
前の平均より4度以上暖かい世界を経験する可能性
があり、気候変動の影響は、幼児期や思春期から成
人期、老年期に至るまで人間の健康に影響を及ぼす

（Watts et al.2019）。
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気候変動には、2種類の影響がある。

•	異常気象の数や強度の増加など、短期間で発生す
る影響。

•	干ばつや飢饉、雨や雪のパターンの変化、気温の変
化などの遅発性の影響（UNEP	2019a）。

気候変動は「脅威の乗数効果」である。食料、水、燃料
の不足、栄養失調、病気の伝染、移住、さらには武力紛
争の可能性を高める（UN News Service 2019）。

 知ってた？

•	人為的な地球温暖化の進行は、10年あたり0.2℃
と推定されている。（IPCC	2018）。	

•	2019年5月には、414.7ppm（百万分率）の
CO2の大気濃度が記録され（NOAA	2019b）、
工業化時代開始前の280ppmのレベルを大幅に
超え、ほとんどの研究が安全な気候の限界値であ
ると指摘している350ppmを上回っている。

•	今世紀末までに地球が1.5℃温暖化すると、北
極海は少なくとも100年に一度は夏の間氷がな
くなると推定される。2℃の温暖化では、少なく
とも10年に1回は氷がなくなると推定されている
（IPCC2018）。

•	2008年から2016年の間に、嵐、火災、洪
水、異常気温などの突然発生する気象現象
によって、年間平均2150万人が強制的に
避難させられた（国連難民高等弁務官事務所
［UNHCR］2016a；UNHCR	2016b）。

•	気候変動のために頻度と強度が増している自然災

「気候関連災害にともなうリスク
は、どこか遠い未来のシナリオを
表しているのではない。それらはす
でに、世界中の何百万人もの人々
にとって現実のものとなっており、
そして、消えることはないのだ...。」
ローズマリー・ディカルロ
政治・平和構築担当国連事務次長
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害は、年間約2600万人を貧困に追いやり、年間消
費額5000億米ドル以上の損失につながる（世界
銀行	2016;	Hallegatte	et	al.2017）。

•	2030年までには、厳しい気候の影響と不公平な
経済成長により、貧困を脱した都市部の住民が最
大で7700万人、再び貧困に追い込まれると推定
されている（世界銀行2015年）。

© UNICEF Kenya/2017/Oloo

Box 1.4 
気候変動と食料供給

食料生産は、気候変動の影響を直接受ける。主な
懸念事項の1つは、降雨と気温のパターンの変化
である。1シーズンを通じた雨量と作物の生育段
階別の雨量分布が、作物の収穫量を左右する。ま
た、世界の食料安全保障に重要な役割を果たす
小麦などの穀物も、気温の変化の影響を受ける。
気温の変化は作物の成長と収穫量を低下させ、食
料供給に影響を及ぼし、それが世界の食料価格に
影響を与える。特に発展途上国では、多くの若者と

その家族が食料と収入を天水農業に頼っている。

気候変動の影響は世界的なものだが、その影響
の受け方は場所によって異なる。発展途上国に住
む若者とその家族は、先進国に住んでいる人たち
よりも早く直接的に気候変動の影響を受けること
になる。このことは、社会経済的な境遇の違いに
よるものであり、適応を含む気候変動への対応能
力に影響を与える可能性がある。適応策を講じな
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ければ、気候変動により、2050年までに世界の農業
の収量の増加が最大30％減少する可能性があり、世
界の5億の小規模農家が最も影響を受ける（Global 
Commission on Adaptation 2019）。

「紛争や政情不安は、特にハリケ
ーンや干ばつなどの異常気象が
重なると、必然的に貧困や食料不
足、清潔な水や衛生設備へのアク
セス困難、信頼できないインフラ、
移住などを引き起こすことは以前
から分かっていた。さらに最近に
なって、地球温暖化がこうした状
況を急速に悪化させることが分か
ってきた。 疑う余地なく、気候危
機は世界の最も脆弱な人々を最
初に最も深刻に痛めつけることが

分かっている。 しかし、『誰一人取
り残さない』と誓った国連加盟国
193カ国は、その約束を果たすこ
とができるのだろうか。」
Matthews and Nel (2019) 
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1.3.3	
現在の土地と生物多様性

土地利用の変化、環境の劣化、生物多様性の損失は、
地域でも世界でも、憂慮すべき速さで進行している。土
地とそれが支えるさまざまな生き物の命は、私たちが
生きていくためになくてはならないものである。また、そ
れらは多くの若者やその家族にとって、彼らの心にも体
にも深いつながりがあり、私たちの文化やアイデンティ
ティに深く刻み込まれている。土地と生物多様性が協
働する様は、自然が人間にどんな恵みをもたらすかを
規定している。

土地利用の変化

世界人口が増え続けていることにより、人々の活動は、
食料、繊維、木材、飼料、その他の重要な天然資源を提
供する自然にますます影響を及ぼしている。人間の需
要と消費パターンは、環境負荷を継続的に増加させ、
地球の健康への最大の脅威となっている（Weinzetell, 
Vačkář and Medková 2018; World Wild Fund 
for Nature [WWF] 2018a）。食料生産は、土地の
最大の利用用途（住むことのできる土地の50％）であ
る（Roser and Ritchie 2019）。家畜生産（飼料の
生産を含む）は農地の77%を使用しているにもかかわ

タンザニアの土地浸食：世界では年間240億トンの肥沃土が失われている 
写真:Carey Marks
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らず、人間が必要とするエネルギーの16%とタンパク
質の32%分しか提供していない （Foley et al.2011; 
Alexander et al.2017）。

地球上のすべての生き物の4分の1は、私たちの足下
にいる。土壌には、生態系を機能させるために重要な
生物がたくさん生息している。しかし、土壌はとても速
いスピードで劣化していて、現在その表土は約60年分
しか残っていない（表土とは植物が生育する層である）

（Arsenault 2014）。耕作地は、過去の30〜35倍の
スピードで減り続けていると推定され、年間1200万ヘ
クタールの土地が干ばつや砂漠化などによる土壌劣化
によって失われている（国連2019b）。世界の農地と放
牧地の劣化は、年間約3000億米ドルの損失をもたら
している（Nkonya et al.2016）。

世界の貧困層の40％以上が、食料、燃料、原料、水
質浄化などの生活に必要不可欠なサービスを劣化し
た土地に頼っている。持続可能な開発目標15.3は、
土地劣化中立性（LDN）を達成する目標を掲げてお
り、「劣化」「復旧・回復」「持続可能な管理」の3つの
バランスを通して、 土壌の本質的な働きが実質的に
失われないことを目指している （国連砂漠化防止条約

［UNCCD］2018；国連2019c）。

土地の劣化は若者とその家族にさまざまな形で影響を
与える可能性がある。グローバル・サウスでは、土地の
劣化と砂漠化は、作物収量の低下、気候変動に対する
回復力が弱まること、大規模な移住、子どもの教育の
崩壊、児童労働の増加など、長期間続く帰結をもたら
すことがある（Hyland and Russ 2019）。2019年、
アフリカ全域、主に東部・南部アフリカでは、長引く干
ばつにより4500万人以上が食料不安の状態になった

（UNCCD 2019）。

多くの国では干ばつと砂漠化の影響（およびその他
の気候関連の影響）は、天然資源をめぐる緊張関係
によって複雑化している可能性がある（Jones and 
Natalini 2019; Sikiti da Silva 2019; Vidal 2019）。
武力紛争は深刻な人的損失をもたらす（国連子どもと
武力紛争のための事務総長特別代表事務所 2013）。ま
た、環境の劣化をもたらす（Mitri et al. 2014; Gleick 
2019）。

都市と農業の間の土地と水の競合は、農地の喪失をも
たらす（Bagan and Yamagata 2014; Ahmad et 
al.2016）。農業の水利用の効率の改善に投資すること
で、都市の利用に十分な水を提供することが提案され
ている（Flörke, Schneider and Mcdonald 2018）。

この10年間、発展途上国の農地化のための広大な土

オーストラリアでは、ユニセフの調査
（2017年）で、子どもや若者は大き
なプレッシャーの中で苦労しており、
若い農民の間では干ばつによるスト
レスや心理的な苦痛を感じているこ
とがわかりました。
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地の長期所有権の取得が注目を集めていた（Cotula, 
Vermeulen and Keeley 2009; De Schutter 
2012; International Institute for Environment 
and Development [IIED] 2013）。こうした大きな規
模の土地を獲得することは、社会的、経済的、環境的
に重要な問題を提起する。「土地収奪」とよくよばれる
のだが、これは、貧しい人々を追い出し、環境を破壊し、
その結果、貧困と食料不安を悪化させる。土地収奪の
影響をよりよく理解し、適切な政策や規制を定めるた
めには、持続可能な開発と人権の両方をよく考えたア
プローチが必要である（Djiré, Keita and Diawara 
2013; Grant and Das 2015; Gilbert 2017; 
Cotula 2019）。

世界で最も生物多様性が高く、森林と共存するコミュ
ニティのある熱帯林で、森林破壊と森林減少が増加し
ている。2019年5月、アマゾンの熱帯雨林は31日間で
739 km2を失い、これは1分間ごとにサッカー場2面分
失われることに相当する。2019年1月から8月の間に
報告された約7万5千件の火災は、2010年以降最も
多い火災件数だったことを考えると、状況は悪化してい
く一方である（英国放送協会2019；バトラー2019； 
WWF2019a）。

また、土地利用の管理を疎かにする[ことは]
、COVID-19のような人獣共通感染症のリスクを高め

ることに繋がってしまう。インフラの拡大、農業の集約
化、資源の採取、森林の伐採、森林の分断化などは、本
来の自然空間の質を低下させ、人間と野生生物の距離
を縮めることになる。この野生生物が、健康や経済に大
きな害をもたらす病気の発生源になる可能性がある。
低・中所得国では、風土病である人獣共通感染症によ
り年間200万人が死亡しており、COVID-19以前は、
人獣共通感染症により過去20年間で1000億米ドル
の経済的損害が発生していた。人間が天然の自然空間
を侵食し、野生動物と交流すればするほど、人獣共通
感染症のリスクは高まる（UNEP 2020）。
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生物多様性の損失

土地が失われることや土地利用の変化は、生物多様
性と生態系機能が失われることにつながり、人、野生
動物、家畜、植物の疾病の原因にもなり得る（UNEP 
2019a）。土地が失われることや土地の使われ方の変
化により生息地が失われることは、人間と野生生物と
の衝突にもつながる（Martinez-Abrain, Jiménez 
and Oro 2019）。私たちは、種や生態系の面で生物
多様性を失っているだけではない。さまざまな動物と
栽培されている作物の種類と数（FAO 2015a）が遺
伝子の多様性を失っており、それは野生種においても
起きている。これが、遺伝的変異の現象につながってい
る。(McRae, Deinet and Freeman 2017)

土地の使われ方の変化に加えて、生物多様性に対す
る他の圧力（種の搾取、気候変動、汚染、侵略的外来
種など）は、世界中で種の減少の要因となっている。野
生動物、魚、林産物の違法取引は、年間900億米ドル
から2700億米ドルにのぼると推定されている（UNEP 
2014; Stimson Center 2016; Stoett 2018）。この
違法取引により、象徴的な種が失われている（図1.4）。
また、侵略的な種の増加にもつながっている（生物多様
性条約事務局[CBD]2014）。侵略的になる外来種は、
地球全体の生物多様性損失の主な直接的要因である
と考えられている（CBD 2019）。土地の使われ方の変

ピザの生地、シャンプー、口紅などに使われるパーム油の高い需要は野生のオラウータンの未
来を脅かしている。パーム油の源となるアブラヤシを植林するために行われた森林伐採の影響
だ。ボルネオ島では多くのオラウータンが住んでおり、この75年の間で80%数が減った。
写真:Gonchar 2017.
出典：National Geographic

図1.4
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化や気候の変化も動物の移住につながり、これもまた
外来種を増やす要因になっている。これらの例は、環境
圧力がたびたび互いに重なり合い、相互に作用して、生
物多様性にさらなる悪影響を与えていることを示してい
る（UNEP 2019a）。

地球上に残された生物多様性の価値は計り知れず、
今の若者や将来の世代からの借りものである。生物多
様性を保全するために、私たちが今、そして近い将来
に行う変革は、とても大きな効果をもたらすだろう。

「統計を見ると、地球規模では森
林再生やプランテーションによっ
て森林伐採は実質的に抑えられ
ている。ただ、これらの植林を上手
く管理できなければ、自然林と同
じ範囲の生態系サービスを与える
ことができず、気候変動に対して
も脆弱になってしまうという情報
も、この統計の隠れた部分から読
み取れる。」
Bremer and Farley (2010)
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	 知ってた?

 土地の劣化と管理

•	約26億人が土地の劣化と砂漠化によって大きな
影響を受けており、その半数以上が女性と子どもで
ある（Samandari 2017）。

•	現在の土地の管理方法は、世界の温室効果ガス排
出量の約25％を占めていて、土地の劣化は貧困と
脆弱性の原因と結果である（UNCCD 2018）。

•	人類は、少なくとも7000万km2、つまり地球の
氷のない土地面積の50％以上を変化させてきた

（Hooke, Martín-Duque and Pedraza 2012）。

•	土地や土壌の劣化は現在、陸上生態系の75％、32
億人以上の人々の生活に影響を与え、莫大な社会
的・経済的コストをかけている（Leahy 2018）。

•	地球上の土壌の3分の1はすでに劣化している
（FAO	2018）。14種類の陸上生息地のうち10
種類 （ほとんどの草原や森林など） の植生の生産
性が低下している（UNEP 2019a）。

•	主要な種の絶滅現象が起きている。1970年から
2014年の間に、世界の脊椎動物の種の個体数
が全体で60％減少したと推定されている（WWF 
2018a）。

•	採取産業（鉱業や農業など）は、生物多様性損失
の原因の80％を占めるUNEP、International 
Resource Panel 2019）。

•	2017年の干ばつの直接的な影響として、ケニアだ
けで、少なくとも17万5000人の子どもたちが学
校に通えなかった（国連2017a）。

•	世界の農地面積の約25％は、水やその他の投入
物も使用しながら、土地は少ないが現金の豊富な
国々に輸出される商品を生産している（UNCCD 
2018）。

•	都市部の拡大に伴い、世界の灌漑農地の60％以
上が都市部の近くに位置するようになった（Thebo, 
Dreschel and Lambin 2014; Bren d’Amour 
et al.2017）。
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生物多様性が無傷な場所: 世界的に見て手を付けられていない（つまり元の状態に近い）生態系の中で生物多様性が高く維持されている地域ほど、変化に直面しても回復力が高く、より多
くの生態系サービスを供給できる。
出典: Newbold et al. (2016).

図1.5
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Box 1.5 
「Bee-g deal」って何?

食料生産は、受粉媒介者に大きく依存してい
る。花粉媒介者花と花の間で花粉を移動させ、
受精のプロセスを助ける様々な動物である。
世界の主要な食用作物の75％以上（世界の
食料生産の90％を占める）が受粉を必要とし
ている（Intergovernmental	Science-
Policy	Platform	on	Biodiversity	and	
Ecosystem	Services	2016）。花粉媒介
者失われている理由の1つに、土地利用や土地
被覆の変化がある（Simmons	et	al.2019）
。

世界の栄養源のうち、ミツバチが受粉してい
るのは何％？

チェックポイント1

「ミツバチが消えたら地球上
で人間は4年間しか生きられ
ない。ミツバチがいなくなれ
ば、受粉ができなくなり植物
も動物も人間もいなくなる。」
アルバート・アインシュタイン
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Figure 1.5 – Water Distribution

世界の水資源の状態とその利用可能性について警
鐘が鳴らされている（国連世界水評価プログラム
[WWAP]2018；WWAP2019）。人間は、廃棄物
や汚水の不適切な処理、乱獲、違法漁業、農薬や肥
料の過剰使用、沿岸の浚渫や埋め立てなど、様々な
方法で水圏を変化させている（Mateo-Sagasta et 
al.2017; United Nations 2017b; WWAP 2017）。
海洋の40％が、汚染、漁業資源の枯渇、沿岸生息地
の喪失、その他の人間活動によって大きな影響を受
けている（Halpern et al. 2008; United Nations 
Development Programme [UNDP] 2019）。

淡水の利用可能性と質の低下

水は地球表面の71％を覆っているが、淡水はわずか3
％で、そのうち人間の消費に適した淡水はわずか0.5
％である（米国内務省2017年）淡水は量が限られて
いるだけでなく、地球上に偏在している。人口の増加
に伴い、一人あたりが利用できる淡水は減少している

（UNEP 2019a）。水へのアクセスやその利用をめぐ
って紛争が起こり、そのような紛争は増える可能性が
ある（Goldenburg 2014; Gleick 2019; National 
Geographic 2019）。

1.3.4 
海水と淡水のシステムの現状

地球は、表面に豊富な水が存在することから「青い惑
星」と呼ばれている（図1.6）。水は、水循環によって、海
洋と淡水域 (湖沼、貯水池、流水、湿地）の間を移動す
る（Gattuso, Frankignoulle and Wollast 1998; 
Rinke et al.2019; United States Geological 
Survey [USGS] 2019a）。海洋および淡水の生態
系は、富栄養化、浮遊物質、病原体、沈泥、酸素消費
物質、金属、有機汚染物質による汚染によって劣化し
ている。自然の湿地は、汚染に伴う水質への悪影響を
軽減する上で重要な役割を担っている。また、造成・復
元された湿地も汚染削減に貢献する（Metcalfe et 
al.2018）。水循環は、大気中のCO2を吸収することに
よって、気候の調節に役立っている（Kayranli, Scholz 
and Hedmark 2010; Toomey 2018）。

地球上の水分布
出典: Earth Vision Institute (2014)

図1.6
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ゴミの投棄、未処理排水の排出、農薬や肥料の過剰使
用、鉱業、石油・ガスの採掘などにより、貴重な水資源
が汚染されている（WWF 2019b）。地下水は、地表水
よりもはるかに大きな淡水量を占める。いくつかの主要
な帯水層は、不適切な管理によって脅かされており、持
続不可能な取水、地下水の汚染、塩水侵入につながる
恐れがある（UNEP 2019a）（図1.7）。

21億人
家家庭庭でで安安全全なな飲飲料料水水をを利利用用ででききなないい

2億6300万人
水水をを手手にに入入れれるるたためめにに11往往復復
3300分分以以上上かかかかるる

1億5900万人
小小川川やや湖湖ののよよううなな地地
表表水水源源のの水水をを直直接接飲飲
んんででいいるる

8億4400万人
基基本本的的なな飲飲料料水水ののササーー
ビビススががなないい

淡水の利用可能性
出典: WHO and United Nations Children’s Fund (UNICEF) (2017)

図1.7
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Box 1.6 
水、健康、教育の占める

サハラ以南のアフリカに住む人々の約40％（全体
で約3億1300万人）は、安全で清潔な水にアクセ
スすることはできない（The Last Well 2019）。そ
のため、下痢、腸チフス、マラリア、コレラ、チフス、
赤痢、トラコーマ（失明につながる）などの水系疾
患の蔓延の原因となる安全ではない水に頼らざ
るを得ない（WHO 2000; AQUARISTA 2010; 
WHO 2019a）。汚れた水しか利用できないこと
は、若者やその家族が入浴や洗濯、家の掃除を適
切に行えないことを意味する。さらに、この地域の
子どもたちは、家族のために水を集める役割を担
うことが多いため、学校に行く時間が減ってしまう

（Graham, Hirai and Kim 2016）。

水を得るために、この若いタンザニア人は、乾燥して汚染された川床に穴を掘っている
出典: Tajiel Urioh 2014.
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 知ってた？

 水に関する様々な統計

•	およそ25億人が、日々のニーズを満たすための淡
水の主な供給源を、地下水に依存している（国連
教育科学文化機関[UNESCO]	2012;	USGS	
2019b）。

•	世界人口の約36％（25億人）が水不足の地域
に住んでいる（High	Level	Panel	on	Water	
2018）。

•	21億人以上が清潔な飲料水を利用できない
（WHOおよび国連児童基金[ユニセフ]2017）。

•	2億6,300万人が、自宅以外の水源から水を
集めるのに、1回あたり30分以上かけている
（UNICEF	2017）。少年少女の両方にとって、水
汲みは教育から時間を奪い、学校に全く通えなく
なることさえある（ユニセフ2016年）。

水質汚染の主な原因は、人間の居住地、工業、農業で
ある（FAO 2017）。汚染された水で作物を灌漑する
と、人間が食べたり、家畜に与えたりするのに危険な
場合がある。農薬は雨で地表水や地下水に流されやす
く、魚などの水生生物や食物連鎖の中で蓄積され、最
終的には私たちの体に到達する。また、水は食料やエネ
ルギーの生産にも利用されている。そのため、これらの
利用をめぐって農業とのせめぎ合いが生じている。

•	マラウイでは水を集めるのに費やす時間は女性
が平均54分、男性はわずか6分と推定されている
（UNICEF	2016）。
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海洋ゴミ

世界人口の増加と海洋の利用拡大により、海洋の健全
性に対する人間活動による影響は過去10年間に増加
している（UNEP 2019a）。海洋ゴミ（プラスチックを
含む）は海洋、野生生物、人間の健康に対する最大の
脅威の一つである。現在、ウミガメはビニール袋をクラ
ゲと間違え、海鳥は瓶や缶の包装の一部であるプラス
チックの輪に引っかかり、魚は外洋でプラスチック手袋
などに引っかかる（Butterworth, Clegg, and Bass 
2012; Morris 2017）。マイクロプラスチックは、湖、
川、海などで見られる小さなプラスチック粒子である。
それらは、製品やその他の用途で使用するために細か
な粒子の形で直接製造された一次マイクロプラスチッ
クである場合もあれば、より大きなプラスチックの分解
によって生成された二次マイクロプラスチックである場
合もある（Boucher and Friot 2017; Joint Group 
of Experts on Scientific Aspects of Marine 
Environmental Protection [GESAMP] 2017, 
pp. 2019c). マイクロプラスチックは食物網を移動
する可能性があり、海洋生物や人間の健康に有害な
影響を及ぼす可能性が懸念されている（Seltenrich 
2015; GESAMP 2017, pp.45-53; Bhargava et 
al.2018; Woods Hole Oceanographic Institute 
2019）。

プラスチックでできたゴーストフィッシングのネットにかかったウミガメ。ゴーストフィッシングとは、漁具が放棄されたり紛失し
たりしても、海の生物を捕獲したり、サンゴを傷つけ続ける場合のことを指す。漁具は、海に残された海洋ゴミの10％を占めている

（Morris 2017）。
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マイクロビーズとは、一次マイクロプラスチックの一種で
ある。パーソナルケア製品、その他の消費者向け用途、
および多くの産業用途で使用されている（GESAMP 
2017; UNEP 2019c, pp.325-326）。いくつかの
国では、化粧品やパーソナルケア製品に含まれるマ
イクロビーズの製造、輸入、販売を制限する規制措
置を取っている（USGS 2016; 英国政府 2018; 
ChemSafetyPro 2019）。地球の歴史という観点
からは、プラスチックの存在は、今や人新世の地質学
的指標として用いることができる（Zalasiewicz et 
al.2016）。持続可能な開発目標（SDGs）の目標14.1

（2025年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸
上活動による汚染など、あらゆる種類の海洋汚染を防
止し、大幅に削減する。」）の達成状況を把握するため
の指標の一つとして、浮遊しているプラスチック破片の
密度を追跡している（国連2019d）。

知ってた？

 海洋汚染

•	世界の海洋汚染の約80％は、陸上から由来して
いる。これらの発生源には、農業の排水、未処理の
下水の排出、そしてプラスチックなどがあげられる
（UNESCO	2017）。

•	プラスチックの破片は、海洋の全廃棄物の約60
〜95％を占めている(ル・ガーン2019）。

•	毎年少なくとも1300万トンのプラスチックが海に
流れ込んでおり、これは世界の海岸線1フィートご
とにプラスチックが詰まった買い物袋5個以上に
相当する（Jambeck	et	al.2015;	Le	Guern	
2019;	UNDP	2019）。

•	毎年、世界中の10万匹のウミガメと海洋哺乳類が
海洋プラスチックゴミが原因で死んでいる（WWF	
2018b）。

•	毎年少なくとも64万トンの漁具が海に放置され、
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絶滅危惧種のクジラを含む何百万もの海洋動物を
殺傷していると推定される。絡まった場合、その大
半は深刻な被害や死亡につながっている（World	
Animal	Protection	2018）。

•	プラスチックがリサイクルされるのはわずか9％程
度であり、生産されたプラスチックの大半は自然
環境に投棄されている（Geyer,	Jambeck	and	
Law	2017;	UNEP	2018b）。

サンゴ礁が、気候変動の脅威にさらされている

サンゴ礁は、地球上で最も生物学的に多様な生態系の
一つである。特に発展途上国では、何百万人もの人々
が生活の糧をサンゴ礁に依存している（Burke et al.
al. 2011; Cinner 2014; Hoegh-Guldberg, Cai 
et al. 2014)。サンゴ礁は、食料と収入（Hoegh-
Guldberg 2011）、レクリエーションと文化的サービス

（Forsyth 2011）、沿岸保護（Ferrario et al.2014）
を提供している。

しかし、海洋の温暖化と酸性化により、サンゴは大き
なダメージを受けている（Hoegh- Guldberg 1999; 
Pendleton et al.2016）。

サンゴの白化は、サンゴ礁の「常態化したできごと」にな
りつつある（Hughes et al.2018; UNEP 2019a）過. 
去 40 年間でサンゴの被度のほぼ 40％が失われた る

（DeCarlo et al. 2017)。 海面水温の上昇は、特に
エルニーニョの年に、1998年、2010年、2016年の広
範なサンゴの白化を引き起こした（Heron et al.）。 2016
年のサンゴの白化現象は、おそらく史上最悪だったと
考えられている（Box	1.7）。また、大気中のCO2濃度
の上昇による海洋酸性化も、サンゴ礁に対する脅威と
なっている（Hoegh-Guldberg, Mumby et al.2007
）。サンゴ礁の石灰化生物（ハードコーラルやオオシャ
コガイ）は、通常、酸性化の影響を受ける。石灰化速度
や生産性が低下するためだ（Anthony et al.2008）。

白化現象や海洋酸性化はサンゴ礁が提供する生態系
サービスの喪失につながる

（Pendleton et al.2016）。ひいては、栄養、生計、観
光、コミュニティの健康、地域収入、生物多様性を危う
くする可能性がある（UNEP 2019a）。

「サンゴ礁の白化現象の再発間
隔は約 6 年だが、サンゴ礁の回
復速度は 10 年以上であること
が知られている。これは、平均し
て、サンゴ礁が白化現象の間に回
復するのに十分な時間がないこと
を意味する。」
UNEP 2019a
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Box 1.7 
世界最大のサンゴ礁システム
グレートバリアリーフへのダメージ

最近の海の悲劇は、オーストラリアのグレートバ
リアリーフ（GBR）で起きた史上最悪のサンゴの
死滅だ。気候変動に影響され、2014年初頭、海
水温の温暖化が世界的な白化現象を引き起こし
た。2016年までに、世界的な白化現象は太平洋
全域のサンゴ礁に影響を与え、死滅させた。この
年、GBRの北部では、700kmにわたってサンゴの
3分の2が失われた（Hughes, Schaffelke and 
Kerry 2016; Innis 2016）。これは、白化の歴史
上、最大のサンゴの死滅であることが知られてい
る。またGBR の中央部での白化現象は、翌年に
も発生した。2017 年 6 月に海水温が冷え始め、
通常のレベルに戻った。この白化現象は約3年間
続き、その間、GBRのサンゴの約29％が死滅し
た。また、サンゴ礁の生態系にも広く影響があっ
た。例えば、多くのサンゴ礁の動物が住みかを失
った。また、漁業やレクリエーション、観光業の不
振により、大きな経済的損失も発生した。

リザード島のグレートバリアリーフにあるサン
ゴは、2016年3月に真っ白になり（サンゴの
白化）、死んでしまった。2016年5月にはコケ
に覆われていた。
出典：The Ocean Agency / XL Catlin 
Seaview Survey

図1.8
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1.4
若者にとっての重要な環境の課題

地球のシステムに対する深刻な脅威と環境変化の人
間的要因に基づき、若者にとっての主要な環境問題
は、食料システム、エネルギーシステム、廃棄物システム
の3つのテーマで強調することができる。本報告書第3
章では、この3つのテーマをもとに、個人の行動や生涯
を通じた環境課題への取り組み方について考察する。

a) 食料: 食システムには、食品の生産、加工、保管、
包装、流通、消費、廃棄に必要なすべての活動が含ま
れる。これらのシステムは、人口増加、都市化、所得分
布、食料供給などの需要の動向によって動かされている

（FAO 2018; World Food Programme 2019）。

食料システムは、気候変動に対して非常に脆弱である。
これは、食料安全保障のすべての構成要素である入手
可能性、アクセス、利用、安定性に影響を及ぼす。貧し
い国は特に脆弱であり、栄養不足の人々が最も多く住
んでいるのは、主にサハラ以南のアフリカと南アジアで
ある。

食料安全保障を確保するために重要なことは、食品

供給の流れにおける食料のロスと廃棄を減らすこと
である。食品のロスと廃棄の約24%は生産時に、さ
らに28%は取り扱いと保管時に発生する（Lipinski 
et al.）。高所得国では、食品ロスと廃棄物全体の約
56%が、食品が消費される時点で発生すると推定さ
れている（FAO 2011; Lipinski et al.2013）。一方、
新興国では、食品の44％が生産段階で失われている

（Ishangulyyev, Kim and Lee 2019）。

世界の食システムは、増え続ける人々に食料と栄養を
届けるのに苦労している。2019年には、3年連続で飢
餓と栄養失調の両方が増加している（国連人権理事会
2019）。栄養価が高く、安全で手頃な価格の食料を提
供するために、持続可能なシステムが必要とされている

（FAO 2018）。

 知ってた？

	 食料の消費 

•	世界の一人当たりの食料消費量は、2050年
までに12％増加すると予想されている（FAO	
2015a）。これには食の嗜好の変化が伴い、畜
産物の消費量が増加することが予想されてい
る。

•	人間が消費するために生産される食料の約
30%が失われたり、無駄になったりしている。こ
の廃棄された食料で20億人以上を養うことが
でき、これは世界的に栄養不足と推定される人
数の2倍以上である（FAO2015b）。

•	食システムは、世界のGHG排出量の約20
〜30%に寄与していると推定されている
（Vermeulen,	Campbell	and	Ingram	
2012;	Fanzo	et	al.）。排出量のほとんどは、
農業生産に関連している。それらは主に、農場拡
大のための森林伐採、家畜生産によるメタン排
出、過剰な施肥によって引き起こされる。
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b) エネルギー: エネルギーの生産と消費は、生態系、
水供給、大気、食料に影響を与える。エネルギー需要
の増加に伴い、天然資源への需要も増加し、その不平
等な分配を招き、しばしば様々なレベルでの紛争や対
立を引き起こしている。2015年までに世界のエネル
ギー消費量は石油換算で約135億トンに達し、2040
年には約190億トンまで増加すると予測されている

（UNEP 2019a）。化石燃料を使用したエネルギー
生成は、大きな環境フットプリントを持っている。エネル
ギー部門は依然として気候変動の主要な原因であり、
世界の総GHG排出量の約60％を占めている（UNEP 
2019d）。

c) 廃棄物: 地球上には70億人以上の人がいる。私た
ちは毎日廃棄物を出している。その廃棄物全体の2分
の1は、回収、処理、安全な廃棄が行われておらず、世
界の廃棄物危機を引き起こしている。世界で約20億人
が固形廃棄物の収集サービスを利用できず、30億人
が安全な廃棄物処理施設を利用できていない。都市
廃棄物の総発生量（都市固形廃棄物、商業・産業廃棄
物、建設・解体廃棄物を含む）は、年間約70億〜100
億トンにのぼる（UNEP 2019a）。

他の健康への影響の中でも、廃棄物や有害物質は呼
吸器系の問題を引き起こす。約6400万人の日常生活
が、世界の50の大規模なゴミ捨て場での無秩序な投

棄や野焼きによって直接影響を受けている（国際固体
廃棄物協会[ISWA]2017）。

2016年には、世界で年間4470万トンの電子廃棄物
（E-waste）が発生したと推定されている（Baldé et 
al.）。E-wasteには鉛や水銀などの重金属が含まれて
おり、これらは人体や環境に有害であるため、適切に処
理する必要がある（WHO 2019b）。しかし、適切なル
ートでリサイクルされているE-wasteは20％程度に過
ぎない（ISWA 2017）。世界的に資源需要が高まる中
で、使用済みの電気・電子機器の違法な売買が重大な
問題となっている。

大量のしばしば有害な廃棄物が違法に発展途上国に
輸出されており、環境と人間の健康に重大な問題を引
き起こす可能性がある。

食肉の生産量増加の
ほとんどは工業的な
農場によるもので、
その高濃度の廃棄物
によって土壌の劣化
や水質汚染が引き起
こされている。
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ボックス1.8
エネルギーと鉱業のセクターは、ラテンアメリカ
の脆弱なコミュニティに住む若者の生活の質に
どのような影響を与えるのだろうか。

ラテンアメリカは、石油、ガス、鉱物資源が豊富で
ある。例えばコロンビア、ブラジル、エクアドル、ペ
ルー、ベネズエラでは、若者やその家族が住む地
域で石油やガスの採掘が行われている。また、自
然保護区域での違法な零細採掘は、水銀にさら
されるため、人の健康や環境に対する脅威となっ
ている。これらの活動により、地元住民は生活の
糧を失い、強制的に移住させられ、地域社会の緊
張や環境の悪化を経験している。

アマゾンの熱帯雨林は、世界で知られている種
の少なくとも10％、350の異なる民族を養って
いる。その河川は、海洋への世界総流出量の15
〜16％を占めている（WWF2019c）。この地域
では、若者が持続可能性に向けたシフトの重要
なセクターとなっている。2018年にコロンビア
では、25人の子どもと若者のグループがコロンビ

ア政府を提訴し、健康、食料、水、健康な環境に対
する彼らの憲法上の権利の保護を要求した。彼ら
は、気候変動がこれらの権利を危険にさらし、政府
がコロンビア・アマゾンを保護する義務の不作為
と違反の行為によって、原告の権利を侵害したと
主張した。原告によれば、結果としてアマゾンの森
林伐採率が増え、気候変動の原因となる温室効果
ガスの排出量が増加したという（Pinto-Bazurco 
2018）。
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1 変わっていく私たちの環境

News 2018; Gabbatis 2018a; Gabbatis 
2018b; Lenton et al.2019)?
いまを知ることははじまりに過ぎない。

どこに行きたいのか、どうやってそこに行くのかを知
ることも、同様に重要である。よりよい教育を受け、よ
り意識すればするほど、適切な行動をとることができ
る可能性が高くなる。

次の章では、私たちがどこに向かっているのか、そし
て将来的にどこを目指すべきなのかを探る。

「私たちは自然の価値と、その
価値に及ぼす我々の影響を明確
に理解している最初の世代です。
また、私たちはこの流れを変える
行動を起こすことができる最後
の世代かもしれません。これから
の５年間は重要な資源を守るた
めの正念場となりそうです。」
World Wide Fund for Nature (世界自然保護基金)　2018a

1.5 結論

本章では、環境の現状について簡単に説明した。詳
細は GEO-6 報告書（UNEP 2019a）に記載されて
いる。人間の活動が長期的な環境破壊を引き起こし
ていることは明らかである。しかし、私たちが現在、そ
して将来的に行う決定が、「地球環境の変化の程度
をまだ左右することができる。」のようにするほうが
素直か。

これらは、単なる環境上の決定ではない。道徳的な
判断でもある。現在、そして未来の地球に対するダ
メージを、私たちはどの程度まで許容できるのだろ
うか。政府は多くの種の絶滅を見過ごすべきなの
か（国際自然保護連合レッドリスト［IUCN］2019
、Milman 2019）。2015年のパリ協定のような国
際的な環境目標が、たとえすべての国が温暖化を
1.5℃に抑える努力を追求しながら、2℃よりかなり
低い温度に抑えるという目標を達成したとしても、壊
滅的な海面上昇、サンゴ礁の破壊、昆虫や植物、脊
椎動物の生息地の喪失-そしてGEO-6 for Youth
報告書に記載されている気候変動の他の多くの影
響を及ぼす可能性があるとしたら、そのような国際
的な環境目標で十分と思うだろうか。（Al Jazeera 
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数多く存在する環境問題

世界には10億人以上の人々が農村部に住んでいる。	

まもなく不足するのは

海洋の生物は

淡水の不足は

種の急速な喪失は

気候変動の主な原因となっているのは

人類の人口増加が

多くの貧しい人々が

食料難の主な原因は

乱獲によって脅かされている。

資源を圧迫している。

極度の貧困の中、暮らしている。

森林破壊に起因する。

人口と資源需要の増加だ。

は人によるもの。

温室効果ガスの放出だ。

世界の一部の地域の清潔な淡水だ。

21世紀最大の問題の一つだ。

チェックポイント2
このマッチ＆ドロップクイズは、インタラクティブ版で体験できます。

点と点を結ぼう
世界中の人々が直面している環境問
題について、左の列の記述と右の列の
残りの半分を照らし合わせてあなた
の知識を試してみてください。
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第1章では、私たちが地球を大切にする生き方をしてこ
なかったことが示された。第2章では、環境問題は深刻
化しているが、私たちはまだこの状況を打開することが
できるということについて触れる。
　

2003年12月24日の地球の出
出典：NASA 2003 (https://earthobservatory.nasa.gov/images/82693/earthrise-revisited) 

2.1 はじめに

「現代人は、自分自身を、自然の
一部としてではなく、自然を支配し
征服しようとする運命にある外部
の力として、経験している。彼らは、
自然との戦いについてさえも語っ
ているが、自然がその戦いに勝て
ば、自分が負ける側に回ることを
忘れている。」
E.F.シューマッハ(1973年)
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本章ではまず、人間の健康のためには、健全な地球
環境を実現することが重要であるということを説明す
る（2.2項）。2.3項では、国連の持続可能な開発目標

（SDGs）を通して、若者たちがどのように自分たちの
目指す未来を見ているかを簡単に説明する。そして2.4
項では、2つの異なる未来像、Business as usual（「
私たちが進んでいる道」）と、より持続可能なシナリオ（

「私たちが進むべき道」）について述べる。最後に2.5
項では、私たちが望む持続可能な未来を実現するため
に必要な変化について詳しく説明する。

2.2 
良好な地球、健康な人々

私たちは、地球とそこに暮らす人々が多くの助けを必要
としていることを知っている。約7億3,600万人が極度
の貧困状態にあり、さらに多くの人々の基本的な人間と
してのニーズが満たされていない（世界銀行2018年）。
同時に、すでにプラネタリー・バウンダリーをいくつかの
項目で超えていることは、地球の持続可能な活動能力
を脅かし、破滅的な結 果をもたらす可能性がある（第
1章、ボックス 1.3 参照）（Jha et al.2013; Raworth 
2017）。私たちが歩んでいる道を変えるための積極的
な措置が取られない限り，私たちの成長パターンは、地
球環境を不可逆的に変化させ，生活の質の喪失と紛

争の増加につながるのだ（Dietz and O’Neill 2013; 
Jones and Natalini 2019; Russel 2019; Vidal 
2019）。

COVID-19危機は、本報告書完成時点でも進行中であ
り、社会と環境の持続不可能な相互作用によってもた
らされるリスクに社会がいかに影響を受けやすいかを
説明するのに役立っている。このパンデミックは、健康
な人 と々良好な状態の地球の重要性を示している。ま
た、パンデミックは自然や生態系の緩衝材を減らす人
間活動の影響や私たちが、いかに地球を限界まで圧迫
し、そして地球がいかにもろい存在であるかを証明して
いる。さらに、このパンデミックは、私たちが活力のある
持続可能な社会を構築するために、どこまでやらなけれ
ばならないかを明らかにした。

現在、地球上にいる70億人以上の人々が直面してい
る最大の課題は、2050年に生存している90億〜100
億人のニーズに応え、彼らの幸福を確保するために、
変革に取り組むことである。これは、人間が環境に
与える影響を減らすことを意味する（国連環境計画
[UNEP]2014）。

若者は重要な役割を担っている。環境に対する負担が
高まっているため、彼らは現在の世代が将来のニーズを
満たすのを助ける必要があるだけでなく、彼らはまた、

将来の世代のニーズを考慮する必要がある。持続可能
な環境への取り組みは、私たちが地球の資源を使い果
たすことなく、より健康的で生産的な生活を送るために
役立つ。また、持続可能な未来とは、資源の分配方法、
教育や雇用の機会において、平等な権利と公平性を提
供することを意味する。

ここまで、世界の若者と持続可能な環境との関係につ
いて簡単に述べてきた。しかし、若者たちがサステナビリ
ティについてどのように考えているのかについては、まだ
考察されていない。サステナビリティは日常生活の選択
に影響を与えるものなのだろうか？将来について考える
とき、彼らが最も懸念することは何だろうか？
私たちは、GEO-6 for Youth Surveyに回答してくれ
た人たちに、地球の未来について、彼らの意見や優先順
位を教えてもらった（調査の詳細は、付録1を参照）。

調査の結果、一般的に、若者は私たちが地球環境をど
のように扱っているのかを懸念していることがわかっ
た。地球規模では、気候変動、大気汚染、化学物質汚染
について最も懸念している。しかし、今後、どのような環
境問題が自分たちに最も大きな影響を与えるかを尋ね
たところ、彼らの認識は地域によって異なっていた（図
2.1）。

プラネタリー・バウンダリーについて私たちがすでに知
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っていること （第1章、ボックス1.3）は、若者の最大の
関心事である気候変動 の項目で、地球の対処能力を超
える可能性がある ことを示している。大気汚染と化学
物質汚染についてのプラネタリー・バウンダリーの項目
は定量化するのが難しいが、どちらの問題も地球規模
で年々悪化している。将来、大規模な絶滅を回避するた
めには、生物多様性の損失も最優先事項の1つだ。窒
素とリンの負荷は最も優先順位が低かったが、このプラ
ネタリー・バウンダリーの項目はすでに限界を超えてい

る。

今後、地球環境を適切に管理することで、これらの環境
問題の深刻化を防ぐことができる。



気候変動 生物多様性の損失 化学汚染 水資源過剰取水 海洋酸性化 土地利用変化 オゾン層破壊 窒素とリンの
負荷

大気汚染

ララテテンンアアメメリリカカととカカリリブブ海海地地域域

アアジジアアとと太太平平洋洋

アアフフリリカカ

北北アアメメリリカカ

西西アアジジアア

ヨヨーーロロッッパパ

若者が関心を持っている環境問題（地域別）
出典：GEO-6 for Youth survey.

図2.1
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2.3  
持続可能な未来への様々なビジョン

私たちは、環境を大切にする社会に利益がもたらされる
ような、持続可能な未来を目指さなければならない。そ
のような未来は、責任ある選択をし、変革の必要性を認
識することによって達成可能だ。しかし、そのような変革
の一端を担う方法はひとつだけではない。ポジティブな
未来に貢献する方法はいくつもある。

私たちは、自分たちが望む未来と国際社会の優先順位
を理解することで、持続可能な未来づくりに参加する方
法を学ぶことができるのだ。あなたが望む未来は何だろ
うか？そして、すべての人にとっての持続可能な未来を
どのように定義するだろうか？

2.3.1 
持続可能な未来へ向けた世界のビジョン

2015年、国連加盟国は「持続可能な開発のためのア
ジェンダ」とその17の「持続可能な開発目標（SDGs）」
を採択した（図2.2）。SDGsは、開発を促進し、地球を
保護するために、すべての国に行動を求めている。それ

らは、気候変動や環境保護だけでなく、教育、健康、社
会的保護、雇用機会など様々な社会的ニーズに対応し
ている（国連2019a、国連2019b［アラビア語、スペイ
ン語、英語、フランス語、ロシア語、スペイン語で出版］）
。

図2.3は、すべてのSDGsがどのようにつながってい
るかを示している。持続可能な未来はこれらの目標
は環境、社会、経済の次元が交差することによって定
義される。言い換えれば、豊かで健康に暮らすために
は、健康な地球と自然との調和ある共存が必要なの
だ。COVID-19の発生は、私たちが現在、環境とのバラ
ンスを欠いていることを改めて認識させるものだ。
自然界の価値と、それがどのように私たちを支えている
かを理解させる、もう一つの警鐘だ。他の生命を尊重
し、繁栄させることで、私たちは健康で豊かな社会を作
ることができるのだ。持続可能な経済とは、生産的な社
会、健全な環境、そして誰にとっても公平な機会の組み
合わせを意味する。周りを見渡せば、すでにこれに取り
組んでいる人たちの例がたくさんある。そのような社会
は、創造的で革新的であり、すべての人の幸福の価値
を理解し、誰一人取り残さないだろう。健全な環境と生
産的な社会の両方があれば、持続可能な開発に基づく
経済は将来を見据え、私たち全員が共に働く機会を提
供することができるのだ。



私たちの世界を変える：持続可能な開発のための2030アジェンダ。図2.2
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2.3.2 
若者たちが描く持続可能な未来へのビジョン

SDGsには、それぞれターゲットが設定されており、
その達成度は指標で測られる。全部で169のター
ゲットがあり、243の指標がある。持続可能な社会
の実現に向け、若者の貢献が期待されている。特に、
目標4（質の高い教育をみんなに）、目標8（働きがい
も経済成長も）、目標13（気候変動に具体的な対策
を）については、若者が持続可能な社会の実現に貢
献できることが認識されている。

世界の若者は持続可能な未来への原動力であるた
め（Ban 2016; Hwang and Kim 2019; UNEP 
2019b）、彼らのアイデア、認識、ビジョンを理解した
いと考えた。しかし、GEO-6 for Youth Surveyに
回答した人のうち、SDGsを聞いたことがあるのは約
65％だった（付録1参照）。若者のSDGsに対する認
知度が向上すれば、持続可能な未来に向けた取り組
みがより活発になるはずだ。

2050年の自分たちの未来について若者がどのよう
に考えているかを理解するために、SDGsに照らし合
わせた望ましい未来像について、若者自身に尋ねた。
図 2.4 によると、最も多く言及された SDGs は、気
候変動に具体的な対策を（SDG 13）、質の高い教持続可能な開発目標がどのように関連しているかをグループ分けして示した

© Azote Images for Stockholm Resilience Centre, Stockholm University.
図2.3
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育をみんなに（SDG 4）、すべての人に健康と福祉を
（SDG 3）であった。



持続可能な開発目標に優先順位をつける
出典：GEO-6 for Youth Survey

図2.4

北アメリカ ラテンアメリカと
カリブ海地域

西アジアヨーロッパ アフリカ アジアと太平洋
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世界の若者が望む未来について理解できたところで、GEO-6で提示された可能性のある未来を探ってみる。
出典: GEO-6 for Youth Survey

「女性も男性も、気候変動対策に向けて建設的
な意思決 に関わる 未来を望む。私は、子供たち
が農業に慣れる未来を思い描いている。私は家庭
菜園を実践することで、子どもたちが明日の飢え
と闘う存在になるような未来の実現に取り組んで
いる。基本的に教科書ではなく、いかに持続可能
で自然と調和して生きていくかという教育を心が
けている。」

女性//24歳//ウガンダ

「多くの人は、できるだけゴミを出さないように
努力し、自分の行動が環境へ及ぼす影響を理解
する必要がある。それにより、燃料、プラスチック、
炭素、肉、その他の消費は大幅に削減されるだろ
う。また教育は、持続可能な開発のための革新的
な考え方として我々の限界を打破してくれる道具
になるだろう。政治的に不安定な国々は、大量移
住ではなく、永住する価値のある国にするための
援助を受けるだろう。」

女性//20歳//スロベニア

「気候変動の影響を受けながらも、持続可能
な未来を築くのであれば、私は現実的に飢餓
ゼロを選ぶ。なぜなら、生物にとって最も自然
な欲求を満たすことができなければ、身近な
環境を改善することは難しいからである。私た
ちは気候変動への対策を講じる必要がある。
しかしそれは時間との戦いである。そして最後
に、人間の生命を保証する最も戦略的な方法
は、他の生命体を保証することであり、私たち
は互いに依存していることを理解する必要が
ある。」

男性//22歳//メキシコ

若い人たちが将来どのように暮らしたいかについて、
希望に満ちた声が多く見られた（図2.5）。より良い
未来に関するこれらの声（廃棄物ゼロ、飢餓ゼロか
ら質の高い教育まで）はすべて、持続可能な開発目
標に直接関連づけることができる。
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2.4 
未来への見通し

世界の若者が望む未来が見えてきたところで、GEO-6
で提示された可能性のある未来を探ってみよう。 

未来を予測することは誰にもできない。とはいえ、シナ
リオは、非常に異なる未来を見て、持続可能な開発を
達成するために支援したり、妨げたりするような異なる
状況下で、それらがどのように現実となり得るかを見る
ための有用なツールである。例えば、技術革新、政府の
規制や政策、社会の変化などによって、これらの取り組
みが成功するかどうかが決まるかもしれない。本章で
は、GEO-6（UNEP 2019a）の第21章と第22章の分
析に基づき、6人の想像上の登場人物（総論「読書ツー
ル」参照）を用いて、2つのシナリオを紹介する。

最初のシナリオは、社会や経済に大きな変化がないと
仮定して、現在の生活様式が未来に継続すると想定
したものである。（GEO-6、第21章参照）。本報告書で
は、このシナリオを「現在進行中の未来」と呼ぶが、科
学者などは一般に「business as usual」シナリオと呼
ぶこともある。このままでは、SDGsは達成されない。

このような暗い未来を避けるためには、SDGsの中の環

境目標（つまり、その「環境側面」）をどのように達成で
きるかを検討することが重要である。そこで、「より持続
可能なシナリオ」あるいは「進むべき道」と呼ばれる、持
続可能性への前向きな道筋（GEO-6、22章参照）を提
示する。

「進むべき未来」に向かっても、すでに存在する環境問
題（気候変動など）により、手つかずの自然環境には戻
れない。「より持続可能なシナリオ」でも、深刻な環境問
題は残るだろう。

第1章で述べた環境問題の主な要因（人口増加、経済
発展、都市化、技術革新、気候変動）が、今後、地球シス
テムにどのような影響を及ぼすかをまとめて紹介する。
また、食糧、エネルギー、廃棄物の各システムがどのよ
うな役割を担っているのかを見る。
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2.4.1 
2050年の大気と気候

私たちの歩いている道 

Hello皆さん、こんにちは。キリバスから来たアルタン
です。この30年間は、私の国や地球上の他の国々にと
って、非常に困難な時代でした。2020年当時、私たち
は地球が補充できる資源よりもはるかに多くの資源
を使用していましたが、状況は悪化する一方です。現
在、2050年には、一次エネルギーの消費量が約60％
増加すると予想されています（UNEP 2019a）。現代
的なエネルギーにアクセスできない人の数は減少して
いますが、私たちはエネルギー需要の大部分を化石燃
料でまかなっています。また、多くの発展途上国では、
いまだにかなりの量の廃棄物を公然と燃やしていま
す。つまり、多くの新興国で大気汚染が進み、毎年約
700万人（香港、シエラレオネ、ラオスの総人口に相当）
が早死にしています（Stohl et al.2015; Klimont et 
al.2017 ）。大気質の悪化により、病気が増え、医療費
が増加し、栽培できる食糧が減るため、世界のGDPを
1％減少させ、経済に影響を与えています（経済協力開
発機構［OECD］2016年）。富裕層は、消費を減らすべ
きですが、肉などのエネルギー集約的な食品や、自動車
や電子機器などの製品を驚くほどのスピードで購入し
ているため、環境問題を悪化させ続けています。

しかし、私たちが直面している最大の問題は、気候
の変化の速さです。温室効果ガス（GHGs）の排出量
は50％増加し（Riahi et al. 2017; International 
Energy Agency [IEA] 2018）、豊かな国の人々が依
然として最も多くの温室効果ガスを排出しています。地
球は現在、化石燃料の大規模燃焼が始まった産業革
命前に比べ、3℃近く気温が上昇しています。科学者た
ちは、今世紀末には4℃をはるかに超える気温になると
予想してます（気候変動に関する政府間パネル[IPCC] 
2018）。これは、私たちが著しい海面上昇、はるかに多
くの干ばつ、異常気象を経験し、より大きな人的・経済
的損失を被ることを意味します。

現時点では、気候は不安定化しており、科学者たちは、
これらの変化の多くは元に戻ることなく、今日私たちが
取るどんな行動にもかかわらず、さらに悪化すると考え
ています。私の国では、土地の多くが海によって失われ
ています。 私の友人や家族の多くは、他の国へ移住し
てしまいました。私の子供の頃の思い出は、今は水面
下に沈んでしまいました。今の子どもたちも、海面上昇
のために今の家が失われるのを間近に見ることになり
そうです。

みなさん、こんにちは。
僕はキリバス共和国
出身のアルタンです。
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Figure 2.1a – Air & Climate: Business as Usual Scenario

大気と気候：私たちの歩いている道図2.6
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私たちの進むべき道

こんにちは。とても緑が豊富で綺麗なロンドンから報
告するサラです。非常に忙しい30年でしたが、その
間、私たちはすべての人にとってより良い地球を保証
するためのグローバルコミュニティとして結束してき
ました。各国の政府が地球温暖化を2度以下に抑え
ることに同意していた2015年以降も（国連気候変
動枠組み条約2015）、温室効果ガス排出は5年間増
え続けました。

COVID-19パンデミックのロックダウンが大気汚染
を抑制しましたが、ロックダウンが終わるとすぐに、
温室効果ガス排出の（数値は）上がり続けました。し
かしながら、2019年と2020年代初期の報告書「第
6次地球環境概況」(UNEP 2019a)、「1.5℃の地球
温暖化：気候変動の脅威への世界的な対応の強化」
(IPCC 2018)、「IPBES生物多様性と生態系サービ
スに関する地球規模評価報告書」(IPBES 2019)が
自然災害と結びつき、世界中の人々への警告を発し
ました。さらには、COVID19パンデミックからの立ち
直り目標とともに、温室効果ガス排出削減を含む、環
境に関して、持続可能な方針に焦点をあてた回復計
画を採用しました。市民、特に若者は、政府に対し、
変化可能なアクションを催促しました。消費者は同
時に、企業に2030年に、気候変動が取り返しのつか
ないティッピングポイントに至る前に、温室効果ガス
排出を即座に減らすよう要求しました。

私を含め、多くの人が、不平等を解消し、人口が増加
し続ける一方で、温室効果ガスを2030年までに45
％まで、2050年までに0に減らせるのか懸念してい
ます。しかし、国際社会はこれらの課題から逃げ出す
のではなく、より明るい未来を築くためにこの機会を
利用しました。再生可能エネルギーによる世界経済
の脱炭素化に向け、莫大な投資が行われました。ガソ
リン車や天然ガスによる冷暖房など、化石燃料の燃

焼を前提とした技術は、再生可能エネルギーで作ら
れた電気自動車やヒートポンプなどの代替技術に変
わりました。同時に、あらゆる現代技術をよりエネル
ギー効率の高いものにする方法が見出されました。
私の国では、発電に使用する石炭を急速に廃止す
る政策が導入されました。2021年には、1882年以
来、初めて石炭を使わない週が存在しました。人々は
それが可能だとは思っていなかったのですが、2025
年までに石炭を完全に排除することができました。ロ
ンドンは、広い自転車レーンの整備、市街地に入る車
への課税、すべての建物のエネルギー効率対策への
投資などをし、大気汚染を減らし、2015年のパリ協
定に沿ったGHG排出量を確保するために多大な努
力をしました。パリ協定が締結された当時、都市は世
界のエネルギー供給の大きなシェアを占めており、世
界のエネルギー関連が温室効果ガス排出量の70％
を占めるといったところでした。ロンドンをはじめとす
る世界の都市は、エネルギー効率を高め、これらの
排出量を削減するために不可欠な役割を担ってきま
した。

世界的に見ると、温室効果ガス削減の取り組みの多
くは、化石燃料やセメントの生産に携わる90の投資
家や政府所有の企業に集中しており、彼らは歴史的
な二酸化炭素（CO2）やメタン排出量の約3分の2を
排出していました。国や地方自治体は、これらの企業

私はサラです。
緑豊かできれいな
ロンドンから
お届けします。
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が公害から利益を得ることを止めさせると同時に、
従業員が環境再生型の仕事に必要な新しいスキル
を身につけ、その仕事に従事できるようにするため、
たゆまぬ努力を続けました。世界中の多くの場所で、
技術革新、地産地消、食肉消費量の減少を通じて、
低炭素な食料システムが構築されました。

エネルギー事業者も、再生可能なエネルギー源をエ
ネルギー選択に取り入れるために、エネルギーシス
テムを再設計しました。太陽が照っていないときや風
が十分吹いていないときに備えて、バッテリーに十分
なエネルギーが蓄えられるようにしました。電力会社
は、家庭の屋根にソーラーパネルを設置することで、
より簡単に資金を節約できるようにしました。

再生可能エネルギーへの移行期には、化石燃料を枯
渇させないための政策がとられ、プラスチックや電子
機器など、以前は生産にエネルギーが必要で化石燃
料を投入しなければならなかった製品の、より環境
にやさしい代替品の開発に多くの技術革新が行われ
ました。また、廃棄物の削減、再利用、リサイクルのプ
ロセスを通じて廃棄物を大幅に削減しましたが、残
った廃棄物はクリーンな発電所でエネルギーや家庭
用の熱を生成するために使用されることが多いです。

温室効果ガスの排出を減らすためのこれらの投資だ

けでは、気候を安定させるのに不十分であることが
明らかになったため、植林や低環境負荷の発明にも
投資が行われました。植林や、大気中の炭素を回収
して貯蔵したり、製品を作ったりする低コストの技術
を開発するための投資も行われました。また、植林
や、既存の炭素を大気中から回収し、貯蔵したり、製
品化するための低コスト技術の開発にも投資されま
した。危険な大気汚染物質の濃度が劇的に低下し、
早死にする人の数が減少したため、排出量削減の努
力は、人間の健康に対するベネフィットをもたらしま
した（UNEP 2019a）。

しかし、こうした努力にもかかわらず、地球は依然とし
て大きく変化しています。気候変動はすでに甚大な
被害をもたらしており、事態が好転する前に悪化す
る可能性が高いです。現在、2050年には、世界人口
のほぼ40％が少なくとも5年に一度は厳しい暑さに
さらされ、海面上昇は0.5mに近づき、世界の主要な
都市で定期的に洪水を引き起こし、生態系は地理的
に移動し、作物の収穫高は減少し、サンゴ礁はほとん
どなくなり、毎年記録を上回る異常気象で数百万の
人々が避難しなければなりません（IPCC2018）。こ
れらはすべて、何十年にもわたる持続不可能な成長（
主に産業革命から2020年代までの間）の論理的な
結果です。しかし、このことは、私たちが気候変動を
逆転させるために取り組むことをためらわせるもので

はありません。私たちは、本当のプラスの効果は、今
から何年も経ってからしか感じられないことを知って
います。
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Figure 2.1b – Air & Climate: Sustainable Scenario

大気と気候：私たちが進むべき道図2.7
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2.4.2 
2050年の陸の生物多様性

私たちの歩いている道 

2050年からケニアのカマウが現状を報告します。現
在の人口は、経済、特に食糧生産を維持するために、
より多くの土地、水、エネルギーを必要としています

（UNEP 2019a）。さらに、2020年のCOVID-19パン
デミックでは、経済と人間の健康に大きな影響を与え
たものの、人間は依然として社会と自然の相互作用を
理解できず、実際には何も改善していません。

人間の活動は持続可能なものにならず、地球の天然
資源は著しく枯渇しています。ほとんどの場合、人々は
より植物性の 食事に変えてこなかったため、農業需要
は約55％増加しました（UNEP 2019a）。その上、膨
大な量の食料が廃棄され、世界中の農家は水不足や
汚染、土壌の劣化、季節ごとの天候の変化、熱波、干ば
つ、異常気象など、気候の影響にも悩まされています。
経済的損失も甚大です。収穫量を増やすために、ほと
んどの農家はより多くの肥料を使用しており、それがさ
らに土地や水、大気を汚染しています。世界では30億
人以上が劣化した土地の影響を受けています（IPBES 
2018a）。世界では2億人から3億人が栄養不足に陥
っています（UNEP 2019a）。

ケニアでは、定期的に作物が不作になり、しばしば食糧
不足に陥るため、農家は採算をとるのに苦労していま
す。世界的に見ると、富裕層はまだ好きなものを食べる
ことができますが、私が知っているサハラ以南のアフリ
カの多くの人々は、まともな生活をするのに苦労してい
ます。食料価格は大規模農業によって信じられないほ
ど低く抑えられていますが（なぜフェアトレード消費が
標準ではないのか）、不平等がまだ拡大しているのでは
ないかと心配になります。

さらに、持続不可能な生態系管理によって、COVID-19
、エボラ出血熱、SARSなど、人と動物の接触によって
促される媒介性疾患や野生動物に由来する感染症が
増加しています。

また、私たちは地球史上最悪の絶滅の危機の真っ只中
にいます。2019年、地球上の800万種の動物・植物の
うち100万種が、主に人間の行為によって絶滅の危機
にあることがわかりました。そして今、その種の多くが
絶滅しました（IPBES 2019）。より多くの食料の需要
により、森林やサバンナなどの自然地が4億ヘクタール
以上（インドより大きな面積）伐採されています。森林
やサバンナが失われたことで、動物や植物の生息地が
著しく減少しています。これらの地域には多くの種が生
息していましたが、今では失われています。

僕はケニア出身の
カマウです。
2050年から
お届けします。
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この数字は驚異的ですが、私たちは2020年の時点で
これらの問題を知っていながら、行動を起こすことがで
きなかったからです。特に、世界的な食糧生産システム
が不安定な現在、この対策の欠如は、人類にとってとて
つもない過ちであることが判明しました。果物や野菜、
花畑の受粉は、昆虫以外に誰ができるのでしょうか。こ
れはもはや神話ではありません、私の実家の裏の森は、
私が子供の頃より小さくなり、不毛の地と化していま
す。ここでも、地球上の他の場所でも、自然は以前より
ずっと静かになっています。
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Figure 2.2a – Land and Biodiversity: Business as Usual Scenario

陸の生物多様性：私たちの歩いている道図2.8
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私はアンジャリです。
インドから生命に
満ち溢れた惑星を
お届けします。

私たちの進むべき道 

アンジャリです。インドから、生命に満ち溢れた地球に
ついてレポートします。2020年以降、私たちと地球と
の関係は、良い意味で劇的に変化しました。社会の大
きな変化により、私たちの土地はより健康的になり、地
球の生物多様性の多くはもはや脅かされなくなりまし
た。

人間の健康は、動物や植物、そして私たちが共有す
る環境の健康とつながっていることを、意思決定のあ
らゆるレベルで認識するアプローチが実施されまし
た。COVID-19の悪夢の後、各国は、すべての生命の価
値にもっと注意を払うようになりました。それは優れた
選択で、動物に由来する病気（人獣共通感染症）のリス
クを減らすことができました。

持続可能な土地利用へ移行し、90億人の人類を含む
生物多様性を回復するためには、肉、乳製品、卵の消費
を大幅に減らし、持続可能な方法で農場の生産性を高
めるとともに、食品の損失や廃棄を減らし、保護地域を
拡大しなければならないことを意味しました。これらの
変化の多くは、政府の新しい政策や技術革新によって
起こったものですが、世界中の人々が地球への影響を
減らすために個々の行動を起こしたことによっても推進
されました。

何億人もの人々が、若者の運動によって、食料システム
の持続可能性を向上させ、食料廃棄を減らすために、
食生活の変革に着手しました。今世紀初頭、ブラジル
やインド、中国といった発展途上国の富の増大は、食
肉の増加につながりました。しかし、私の友人や家族の
多くは、可能な限りベジタリアンやビーガンになること
を決めました。このような行動の結果、家畜の飼料や
放牧のために必要な農地を減らすことができます。膨
大な量の農地が食肉や酪農の生産に使われていまし
た。世界的に見ると、私たちは食料廃棄物を半分に減
らし、食料を生産するために必要な農地は14％少な
くなりました（UNEP 2019a）。2011年には約3分の
1と推定された、過去に失われた信じられないほどの
量の食料が無駄になった（国連食糧農業機関[FAO] 
2018;FAO 2019）ことが、今ではとても馬鹿げている
ように思われ、現在「無駄」になっているものは、堆肥
化するか食料不安の状況にある人々に寄付されていま
す。

農業に利用されていたはずの土地の多くは、自然地域
に転換されました。このように転換を行う上で、先住民
や貧しい人々に特別な注意が払われました。世紀初頭
には、世界の生物多様性の80％を支えていた土地の
22％に住んでいました（世界銀行2008）。特に欧米諸
国は、先住民が自然に逆らうのではなく、自然とともに
生きる姿から多くのことを学んできました。政府は彼ら
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に経済的な機会を提供し、土地を守るためのインセン
ティブを与えることで、彼らの幸福を確保するとともに、
貴重な生態系と生物多様性の保全に貢献してきました

（UNEP 2019a）。「今、自然が私たちに提供している
すべてのサービスを見ることができれば！」。

このようなことから、自然資源を扱う新しい公正な方
法が必要となりました。例えば、消費財の価格にすべて
の環境・社会コストを含めることで、私たちはようやくそ
の真の対価を支払うことができるようになりました。私
たちは、木が気候変動と闘い、同時にお金を生み出す
ことを決して忘れません。3億5,000万ヘクタールの森
林を回復させると、90億米ドルの収益を得ることがで
きます。健全な土地は多くの生態系サービスを提供し、
大気中の温室効果ガスを除去するためです（UNEP 
2019a）。

私にとって、過去数十年の最大の成功は、絶滅の危機
に瀕した種が回復したことです。多くの種が今も絶滅の
危機に瀕していますが、過去の人間活動による自然生
息地の回復のおかげで、多くの種が繁栄しています。昨
日のニュースで、インドのベンガルトラの生息数が過去
150年間で最も多くなっていることを知りました。
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Figure 2.2b – Land and Biodiversity: Sustainable Scenario

陸の生物多様性：私たちが進むべき道図2.9
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僕はカルロスです。
ポオポ湖から電話
しています。

2.4.3
2050年の淡水と海

私たちの歩いている道 

私はポオポ湖のカルロスです。ポオポ湖から報告しま
す。多くの電気やエネルギーの消費といった更なる産
業化によって世界での新鮮で綺麗な水の需要がここ
30年間で26％上昇しています。(Bijl et al. 2016; 
Wada et al. 2016; Satoh et al. 2017) 2019年に
は20億人以上の人々が水ストレスの高い国々に住ん
でいましたが、現在、世界の人口の半分以上が水不足
の地域に住んでいます（合計で54国人以上の人々）。
 
世界的に見ると、食料需要の増大により、食料生産の
集約化が進んでいます。このことは、より多くの水を必
要とすることを意味するだけでなく、窒素やリンなどの
化学物質や肥料をより多く使用することを意味し、それ
らは世界中のほぼすべての水域とすべての海洋に入り
込んでいます。この化学物質による汚染は、水質を低下
させ、淡水域や海洋にデッドゾーン（富栄養化現象によ
る死角）を作っています（UNEP 2019）。水質の悪化
により、安全でない飲料水、衛生設備、手洗いなどが発
生し、主に下痢性疾患により、数十万人の子どもを含
む年間140万人が亡くなっています（UNEP 2019）
(Fullman et al. 2017)

 
現在も4億人以上の人々が改善された飲料水サービ
スを受けることができず、約20億人が改善された衛生
設備を利用できないで暮らしています。今日、水は多く
の場所で希少資源となっており、世界中で不安定な社
会不安を引き起こしています。人々は生きるために故郷
を離れ、他の国に定住しています（Ratner 2018）。最
近ニュースで見たのですが、中央アジアや東アジアの
GDPは、水ストレスのために本来あるべき値よりも10
％ほど低くなっているそうです。
 
また、海洋の状態もあまりよくありません（IPBES 
2018）。大気中の二酸化炭素濃度が高いため、海洋の
酸性度が高まり、生産性に影響を及ぼしています。2℃
以上の温暖化により、サンゴ礁の99％以上が消え失せ
ています（IPCC 2018）。漁業が持続的に管理されて
いないため、漁業コミュニティの収入は以前より10％
減少しています（UNEP 2019）。さらに、マイクロプラ
スチックや抗生物質による汚染は、海洋動物の健康を
ますます悪化させ、多くの場合、種や生態系の崩壊を引
き起こしています。
 
次に海面上昇ですが、地球温暖化によって気温が急激
に上昇し、雪や氷が溶けています（2019年当時、地球
の淡水の70％以上はまだ氷の中に閉じ込められてい
た）。また、サンゴ礁のような天然の沿岸保護地帯は消
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 知ってた？

• 「我々が進むべき道」は利用可能な最善の科学
に基づいているが、「ティッピング・ポイント」は
未来がどのように展開するかに大きな不確実
性を加えている。科学者たちは、地球温暖化が
2℃を超えると、危険なフィードバックによって4
〜5℃の壊滅的な温暖化が固定される「温室の
星・地球」の道に移行する可能性があることを明
らかにした。例えば、西南極氷床の融解は、ある
程度の温暖化が進むと氷床全体が融解し、数メ
ートルの海面上昇を引き起こすと言われており、
大きな転換点とフィードバックのループになる。

最近の研究では、1℃や2℃の温暖化でもこのよ
うなティッピング・ポイントが発生する可能性が
指摘されており、私たちはすでに大きな環境変
化を避けられない可能性があるのだ。

 Yale Environment 360

滅しつつあります。沿岸の地域社会は混沌とした状況
です。彼らは防潮堤で身を守ろうとしたり、家を出て内
陸に移ったりしています。今世紀末までに海面が1.2メ
ートル上昇したら、どんなことになるか想像してみてほ
しいです。（UNEP 2019）。
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Figure 2.3a – Freshawater and Ocean: Business as Usual Scenario

淡水と海：私たちの歩いている道図2.10
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みなさん、こんにちは。
肥沃なクウェートから
来たアヌードです。

私たちの進むべき道 

みなさん、こんにちは。豊かなクウェートから報告する、
アヌードです。この未来では、人口増加による水資源の
悪影響を克服する方法が見つかっています。そのため
には、畑で働く農民から各家庭まで、そして産業界から
政府まで、すべての人が水需要を減らす努力をする必
要がありました。

農家は、水の利用効率を高め（「一滴の水からより多く
の作物を」）、灌漑効率を向上させる革新的な方法を
発見しました。また、灌漑の効率化（水のロスを減らす）
にも取り組んでいます。家庭では廃棄物を減らしたり、
使い捨てのプラスチックやその他の海洋汚染として海
や水中の生物にダメージを与える汚染物質を使うもの
を買わないようになりました。産業界は水の消費量を
減らし、水のリサイクルに多くの投資を行っています。ま
た、2011年に比べて約10倍の海水淡水化工場があ
り、より多くの水の供給が生まれました。

2020年代初頭から、持続的に淡水問題に対処する方
法として、各国政府は自然を軸とした解決策を推進し
ました。生態系サービスには、保全活動や投資によって
機能を回復するものがあると聞きました。魚やその他
の生態系サービスは海に大きく依存しているため、こ
れらの「海」資源により適切に関わっていくことにしま

した。現在では「ブルーエコノミー」は持続可能なもの
になりました。ブルーエコノミーは、海洋環境を単なる
経済成長の手段としてではなく、持続可能なものとし
て捉えています。ブルーエコノミーは、気候変動などの
環境のリスクや生態系が損なわれることを軽減させな
がら、人間の福利と社会的公正を向上させるために取
り組まれています。現在、残されたサンゴ礁は、海洋保
護区（MPA）によって保護されています（Eliott et al. 
2001; Jones、 McGinlay and Dimitrakopoulos 
2017）。これらの地域は、生態系の保全のために意図
的に確保されていて、MPAとその周辺の生物多様性、
生産性、回復力を回復、保護、向上させることができま
す。さらに、大気中のCO2濃度を下げることで海洋酸
性化を抑制し、海の温暖化も抑え、肥料などの栄養塩

（窒素やリン）の海への流出を抑えることができました
（Billé et al.2013）。

これらがうまくいったのは、食料生産（＝土地と生物多
様性のシステム）とエネルギー生産（＝大気と気候のシ
ステム）をより環境的に持続可能なものにするために、
人々が協力をしたからです。例えば、最近の若者の多く
は植物性の食事を中心にとり、食品廃棄物の削減にも
気を配っていることから、農業に使用される水の量は
大幅に減少しています。自然界のすべては、深く繋がり
あっています。
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 知ってた？

• 私たちが描く「進むべき道」は、素晴らしいビジ
ョンであると同時にユートピア的であり、実現不
可能だと思う人がいるかもしれない。もちろんそ
のビジョンを実現するために多大な努力が必要
だが、ここでは豊かで公正かつ持続可能な未来
を形作る可能性を秘めた、既存のイニシアティ
ブの具体例を紹介したい。”Seeds of good 
Anthropocenes “というデータベースがあ
り、未来へのポジティブなシグナルがたくさん詰
まっている。例えば、スペイン・バルセロナを拠点
とする「ラ・プラテヘタ」は、海から新鮮な魚のバス
ケットを顧客に届けるという取り組みを行ってい

る。彼らはまだ市場に出回っていない旬の魚に焦
点をあてることで、マグロやタラなどの乱獲されて
いる魚種に対する既存のプレッシャーを軽減して
いる。またもうひとつの利点は、納品する魚の量
が事前にわかり、無駄を省くことができることだ。
他にも、海の生き物や文化遺産と人々のつながり
を取り戻すためのさまざまな活動を行っている。
この持続可能なビジネスモデルは、若い世代に持
続可能な漁業を行う機会を与えている。
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Figure 1.1 – Air & ClimateFigure 2.3b– Freshawater and Ocean: Sustainable Scenario

淡水と海：私たちが進むべき道図2.11
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2.5 
私たちには変革が必要だ

「私たちが進むべき道」（シナリオ）は、大気と気候、
土地と生物多様性、淡水と海洋の各システムにおい
て、より大きな持続可能性を達成する方法を示して
いる。より良い持続可能性を達成するための大きな
課題は、人間の健康と環境の課題に、相乗効果を最
大化するような包括的な方法で取り組むことであ
る。例えば、今日、食糧生産の増大はしばしば多くの
ネガティブな取引を生み出し、最善の解決策がさら
なる環境問題を引き起こすこともある。現実の世界
は、私たちが想像するありえそうな未来ほど単純な
ものばかりではないだろう。

例えば、人口増加のために食糧生産を増やす必要が
ある場合、より多くの淡水が必要となり、水ストレス
を減らすという目標に影響を与える。同時に、水スト
レス（または水不足）は、例えば産業界からの他の需
要によって悪化している。飲料水の量を増やすには、
淡水化プラントを増やす必要があるかもしれない。
しかし、淡水化工場はエネルギーを必要とする上、
海を酸性化し、海洋生物に悪い影響を及ぼす可能
性がある。つまり、SDG2（飢餓をゼロに）とSDG6（
安全な水とトイレを世界中に）を同時に達成すること

は、現在のシステムではほぼ不可能なのである。これ
は、SDG6、SDG7（エネルギーをみんなに そしてク
リーンに）、SDG14（海の豊かさを守ろう）、その他多
くの組み合わせについても同様である。

COVID-19パンデミックは、SDGsの重要性と相互
依存性をあらためて示したと言えるだろう。私たち
の社会は、すべての人が、いつも、健康に生活する
ことができるようにし、幸福を促進する必要がある

（SDGs 3）。私たちは、不平等と不当な仕打ちが現
在の社会を支配し続けていることを目の当たりにし、
あらゆる場所であらゆる形態の貧困を根絶すること

（SDG1）、飢餓をなくし食料安全保障を実現する
こと（SDG2）、そして何よりも、国内および国家間の
格差を減らすこと（SDG10）が必要であることを示
しているのだ。パンデミックの際に実施された社会
的距離を置く政策の影響を目の当たりにすると、生
涯学習を支援し、すべての人がインクルーシブで質
の高い教育（SDG4）を受けられるようにする必要
があることは明らかである。COVID19の経済的影
響、強制的なロックダウン、コミュニティの隔離、企
業や法人への影響は、インクルーシブで環境面で持
続可能な経済成長と万人のためのディーセント・ワ
ーク（SDG8）の促進が、強靭な社会を構築するため
に不可欠であることを証明している。最後に、このウ
イルスの蔓延は、都市や居住地を包括的で安全、回

復力があり、持続可能なものにすることを求めている
（SDG11）。

多くの科学的研究がなされているが、すべてのSDGs
を一度に野心的に達成する方法はまだ明確ではな
い。空気、水、土地、生物多様性、気候のすべてが健
全である完全に持続可能な世界への道は、まだ見つ
かっていない（UNEP 2019a）。人間の生活や仕事
の方法の多く（経済、道路や建物などのインフラ、教
育システム、時には個人の信念や価値観まで含む）
は、現在、健全な環境を促進するのではなく、それに
逆行するように働いている。つまり、私たちはしばし
ば環境の一部を改善する一方で、他の部分は悪化さ
せ続けているのだ。

持続可能な未来を実現するために、私たちは経済や
人間の福利についてこれまでとは異なる考え方を持
ち、自然が与えてくれる良いものをより良く理解する
必要がある。また、10億人の人々を貧困から救うと
同時に、人間の福利を向上させ、経済成長をもたら
し、市民、特に最も貧しい人々や最も弱い人々の健
康を守る、社会的・経済的に持続可能な未来を実現
する方法を考える必要があるのだ。このすべてを達
成するためには、一部の分野の小さな改善だけでは
不十分で、人類のシステムのグローバルな変革が必
要なのである。



7878

2 持続可能な地球の未来へ向けて

パンデミックの悪影響にもかかわらず、それは私たち
に新たな展望を与えてくれる。環境面で持続可能な
開発を推進し、変革の必要性を理解するためのチャ
ンスである。

このパンデミックから回復するためには、包括的な
環境対応、戦略、政策が必要である。UNEPによる
と4つのSDGsは、持続可能性を取り戻すために不
可欠である。パンデミックによって、私たちの関心
は気候危機から変わったが、その影響はより生命
を脅かすものであり、長期的である。気候変動対策

（SDG13）の呼びかけを継続し、社会はグリーン雇
用とテクノロジーを優先して経済と社会を再構築し
なければならない。私たちは、陸上と水面下の生命
を維持・保護し（SDGs 15、14）、より良い回復に向
けて、自然ベースの解決策にもっと焦点を当てること
を続けなければならない。私たちのライフスタイルの
選択と官民両部門の投資は、天然資源の枯渇を招
き、温室効果ガスの増加、生物多様性が損われるこ
と、病気やその他の健康問題の発生を引き起こして
いる。責任ある消費と生産を促すことは、活力のある
社会に貢献する、より良い選択をすることにつなが
る。

現在の状況（進んでいる道）と理想の姿（進むべき
道）のギャップを埋めるには、新しい政策（例えば、漁

業や農業のための個別政策ではなく、食料、エネル
ギー、廃棄物に対するシステム的アプローチ）を含む
社会の根本的な変化が必要である。循環型経済（取
る、作る、捨てるという直線的なアプローチから、商
品や製品のリデュース、リユース、リマニュファクチャ
リングという循環型のアプローチへ）、男女平等（女
性の地位向上は環境面での成果を改善し、持続可
能で公正な未来に不可欠である）、新しい技術やラ
イフスタイルへの変化を含め、この新しい未来をもた
らす観点から教える教育システム、これらはすべてこ
れまでにない規模や速さで実施されている。

変革の実現は簡単なことではないが、誰もが変革の
きっかけとして利用できる5つのビルディングブロッ
クがある（図2.12）。これらは持続可能な未来につ
ながる広範な動きであるため、ビルディングブロック
内の例は多少重複する可能性がある。5つのブロッ
クはすべて若者のキャリアパスとなる可能性を秘め
ている。この5つのブロックは、若い人たちが毎日でき
るサステナブルな行動の例を示している。

「変革」というと抽象的で遠い、ユートピア的なイ
メージだが、すべての変革は小さな革新と地域レベ
ルの日常的な行動から始まることを忘れてはいけな
い。私たちがそれを認識し、支援することができれ
ば、多くの小さな行動が、ローカル、リージョナル、グ

ローバルレベルで市場を変化させることができる。
私たちはそれを信じ、支援し、共有し、成長させるだ
けでなく、社会の他の部分にも波及させることができ
るのだ。そうすれば、持続可能な未来を実現するた
めに必要な変革の一端を、若い人たちが担うことが
できる。
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持続可能な未来のための積み木図2.12

運動、参加と協力
現地でのイノベーションの

実験をする

社会・政策変化を通じた
システム・イノベーション

持続不可能な実践
からの脱却 望ましい将来を描く
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2.6 
結論

私たちの日常生活は、技術の進歩により、自動車、ス
マートフォン、インターネット、さまざまな機械など、
ほとんどのものが手の届くところにあるように感じら
れ、快適で便利になってきている。しかし、このような
現代のライフスタイルは、過剰な消費主義や環境保
護への危機感の欠如によって、地球を苦しめている。
例えば、プラスチックの継続的な使用は、地球を汚染
していたり、新しい技術や革新への要求の高まりは、
天然資源の枯渇を招いたりしている。これらの影響
は私たち一人ひとりに関わってくる。

私たちにとって、未来を想像することは困難であ
る。本章の目的は、第6回地球環境展望（GEO-6）

（UNEP 2019a）が予測する、さまざまな可能性の
ある未来を垣間見ることである。世界の若者は、人類
と地球にとってより良い、より健康な未来を形作るた
めに大きく貢献することができる。

気候変動、大気汚染、化学物質汚染への関心が高ま
り、これらの問題が私たちの健康と環境を脅かし続
けていることを理解できている。若者は、より持続可

能な世界で生活しながら、質の高い教育、個人的な
関与、気候変動対策への参加のためのより良い機会
のある未来を望んでいる。

世界の若者は未来を作る人々である。私たちの選択
と決断が、地球を守るために必要なプロセスとなる。
より持続可能な社会を構築するためには、私たちの
貢献とリーダーシップが不可欠である。私たちは、こ
の変革の先頭に立つことができるのである。

第 3 章では、私たちができるアクションのいくつかを
紹介する。
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チェックポイント 3 

点と点を結ぼう
世界中の人々が直面する「いつもの
未来」のシナリオについて、あなたの
知識を試すために、左の列の記述と
右の列の残りの半分を照らし合わ
せてみよう。

2050年までに、100億人を超える人々の農業需要が
55%増加すると予想される。 60%

地球上で知られている動物や植物の種のうち、約100
万種が絶滅の危機にさらされている。

2050年までに、世界人口の50%が水ストレスの高い
地域に住むことになる。

ビジネス・アズ・ユージュアルのシナリオでは、2050
年までに100万人が栄養不足になると言われている。

現在の世界人口のニーズを満たすためには、約60％
多くの一次エネルギーを消費する。

地球温暖化を1.5℃に抑えるには、人為的な二酸化炭
素の排出量を2010年レベルから2030年までに約
45% 減少させる必要がある。

45%

55%

100万

45%

2 - 3億
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述べた「より持続可能なシナリオ」を実現するための課
題について、若者の声を紹介する。変革は個人の行動
によって達成される（3.4節、3.5節）。3.6節では変革に
向け共同した行動の例を示し、3.7節で結論を述べる。

3.2
リニア経済から循環型経済へ

持続可能性を達成するための第一歩は、資源を違っ
た角度から捉え、より少ない資源でより多くのことを行
うことを学ぶことである。私たちは、物を使い、そして捨
てながら育った。それが消費者であることの意味だと。
しかし、再利用できるにもかかわらず、なぜ多くのもの
が廃棄物とみなされるのだろうか。物を捨て続けること
で、私たちは地球に大きな負担をかけているのだ。資源
と私たちの関係を違った角度から見つめ始める必要が
ある。製品がどこから来て、どのように作られ、最終的に
どこに行き着くのかを考えるべきなのである。
今日の私たちの資源の使い方は、「取る、作る、使う、捨
てる」という、直線的なモデル（リニアモデル）に基づい
ている。持続可能な未来を実現するためには、このモ
デルをより循環的なものに変えていく必要がある。つま
り、資源の寿命を延ばすことである。これが、デザインに
よって環境を修復・再生する循環型経済の基本である

（Ellen MacArthur Foundation 2017）。

今後数年間、COVID-19パンデミックによる社会
的・経済的影響を最も受けるのは若者たちである

（Organisation for Economic Co-operation and 
Development[OECD] 2020a）。変革の担い手である
私たちは、これらの結果に対処し、将来のパンデミック
を回避するために、集団で役割を果たす必要がある。循
環型経済の実践を取り入れることは、変革の実現に役
立つのだ。

この章では、世界の若者が市場を変え、変革のきっか
けをつくる方法を説明する。まず、直線型経済（リニアエ
コノミー）から循環型経済（サーキュラーエコノミー）
へ移行する方法を示す（3.2節）。3.3節では、第2章で

3.1
導入

第2章で示したように、持続可能な開発目標（SDGs）を
達成し、持続可能な未来を実現するためには、変革が
必要である。現在の世界的なパンデミックの状況は、変
革の必要性を私たちに思い起こさせた。経済の変革が
必要なのだ。この変革は、市場で起こりうるが、唯一の
方法ではない。
何かを買ったり、ある方法で製品を使ったりする度に、
あなたは市場に影響を与える。例えば、パーソナルモビ
リティの市場は、汚染を起こす乗用車、SUV、トラックに
よって支配されており、ガソリンも大量に消費されている

（International Energy Agency［IEA］2019）。皆さ
んが、公共交通機関を利用したり、自転車や徒歩で移動
したりすることで、パーソナルモビリティ市場を変えるこ
とができる。また、より燃費の良い従来型の車（中古車
や修理車かもしれない）や、排気ガスを出さない電気自
動車を購入することもできる。
この章では、若者が毎日何を買うか、買わないかによっ
て、どのような影響が出るかに注目する。また、その他の
日常的な行動や、人生の重要な選択についても取り上
げる。変化の担い手となるためには、個人として、そして
集団として、持続可能な世界を目指すための優れた情
報と戦略を身につけることが必要である。

「私は、バタフライ効果を信じて
います。小さなポジティブなゆら
ぎが宇宙全体を変えることがで
きるのです。」
アミット・レイ、慈愛の道を歩む
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直線的な消費方法から循環型に移行するためには、ラ
イフスタイルの変化、物の捨て方の変化、新しい技術の
探求を組み合わせる必要がある(図3.1)。これは、自然
環境から資源を使い、、廃棄物として送り返すことを減
らすだけではない。また、リデュース、リユース、リパーパ
ス（再利用）にも力を入れることになる。
私たち全員が循環型経済の構築に向けて取り組めば、
時間をかけて市場を変化させることができる。こうした
変化の一つひとつが、直線型経済（リニアエコノミー）
に依存している人々や企業への挑戦となる。世界の若
者である私たちは、どうすれば変革のきっかけをつかめ
るのだろうか。私たちが日々行うすべての選択には、結
果が伴うことを心にとどめておこう。

「循環型経済は、希少な限られ
た天然資源への不健康で有害
な依存を減らし、経済的、生態
的、社会的利益をもたらす。」
循環型経済における雇用 グラスゴーのベースライン、2018年



循環型システムに
変える

リニア経済の「取る」
地面から何かを掘り出している。
例：石油、鉱物、金属、など。

ゴミや汚染物を
出さないデザイン
をする

製品や使うモノを
保管する

自然を再構築する

リニア経済の「作る」
地中から掘り出したものを加工し、
使えるようにする。

リニア経済の「使用-廃棄」
この製品を使い、廃棄物を環境に残す。

循環型経済と直線経済の振る舞い
出展: Ellen MacArthur Foundation (2019).

図 3.1
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3.3
行動への挑戦：持続可能な世界の実現のためにどの
ような課題があると認識していますか

行動することが難しいと思うことはあるか。

持続可能な世界を実現するために行動する上で、若者
が感じている主な課題はそれぞれ異なる。それぞれ考
える課題が異なるのは、若者の環境問題の大きさに対
する認識が否定や無関心につながること、十分な情報
やデータがないこと、変化に影響を与えることができ
ないこと（孤独感や無力感など）に関連していると思わ
れる。また、資金不足などの社会的・経済的な課題も
行動力に影響を与える可能性がある（Kollmuss and 
Agyeman 2002）。
GEO-6 for Youth調査（付属資料1参照）において、

次のように若者たちへ尋ねた。「環境状態を改善する
行動の中で直面する、または将来直面する課題は何だ
と思いますか。」 課題を特定することは、解決策を見出
すための第一歩である。ここではアンケートに答えてく
れた人たちが、日常生活の中で環境改善の行動をする
際に直面する主な課題を分析する（図3.2）。
 

「勝者とは、決してあきらめない
夢想家である。」
ネルソン・マンデラ



より良い
未来貪欲さと利己主義

持続可能でない職
業機会

汚職

難解なコミュニケーション

環境劣化

低調な資金調達
認識の欠如

持続可能でない政策

保守的な習慣

無気力

新たなグリーン技術
の欠如

孤独感

教育

金銭面

詳しくはこちら

若者は何をサステナブルな社会に向け
行動する障壁だと考えているか
出典：GEO-6 for Youthの調査

図3.2
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また、若者に対して、自国の環境に関するルールや政策
に影響を与えたり、変えたりすることができると思うか
どうかを尋ねたところ、45%が自国のルールや政策に
確実に、あるいはおそらく影響を与えることができない
と回答した。図 3.3 は、行動を起こすことを躊躇させる
ような課題についての認識を示している。



環境に関する既存の政府の規則や政策を変えることに関して、若者が感じている主要な課題。
出典：GEO-6 for Youthの調査

図3.3

厳格な政策と規定

興味がなくやる気もない

政治的無関心

北アメリカ アフリカヨーロッパ 西アジアラテンアメリカ アジアと太平洋

知識と認識不足

無力感、孤独感、無資格感を抱く
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「政府に影響を与えることはできない」と答えた回答
者の多くは、自分の行動はおそらく取るに足らないもの
であり、変革は他のもっと力のある人々によってのみも
たらされると考えているようだ。こうした若者は、自分は
若すぎて何もできない、むしろ他人に任せたいと考えて
いる。また、多くの人々が、政府や組織が環境や人々の
幸福に無関心であることを非難し、環境に関する規則
や政策に影響を与えることができるかどうかについて
懐疑的になっている。
 
地域間の政治的、社会的、文化的、経済的な違いが、認
識の違いの原因となっている。調査結果（図3.3）による
と、北米、ヨーロッパ、アフリカでは、政府の腐敗や無関
心が主な障害として認識され、アジア太平洋地域と西
アジアでは、無力感、孤独感、資質がないことが主な障
害として認識されていることがわかった。

私たち若者は、本当に多くの人が思っているほど無力
なのだろうか？次の章では、これらの障害に対処し、よ
り持続可能な世界をつくるために私たちができること
を紹介する。

3.4 
わたしたちと共に変えていこう！個人の取り組みと人
生の選択の案内

「一つの声はその部屋を変える
ことができる。一つの声が部屋
を変えることができれば、街を
変えることができる。街を変える
ことができれば、州を変えること
ができる。州を変えることができ
れば、国を変えることができる。
そして、国を変えることができれ
ば、世界を変えることができる。
あなたの声は世界を変えること
ができるのだ。」
バラク・オバマ
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3.4.1	
あなたの日常が世界を形作っている

あなたは、自分一人では世界を変えることはできないと
思っているかもしれない。しかし、そんなことはない! 私
たちが何をどのように食べ、暮らし、買い、旅行し、生活
するかは、私たちの社会と経済の基盤となっている。あ
なた方は企業が信頼する顧客であり、あなた方は政府
が耳を傾けるべき市民なのだ。
 
新機種が発売されるたびに起きる新しいスマートフォ
ンの需要は（第4章ボックス4.1参照）、大量の電子機
器廃棄物問題を引き起こし、長距離輸送は気候変動の
一因となる。一方、持続可能な食品への需要は、市場
におけるオーガニック食品のシェアを高め、レストラン
ではベジタリアンやビーガンの選択肢を増やす。私たち
一人ひとりの日々の暮らしが、地球に大きな影響を与え
ている。つまり、私たちの日々の行動を「サステナブルな
行動」に変えることは、サステナブルな未来をつくる可
能性を秘めているのである。

若者は動き出す準備ができている

世界中の多くの若者が、私たちが直面している環境問
題の大きさを理解し、それに立ち向かうために行動を
起こそうと考えている。GEO-6 for Youth の調査で
は、環境（大気、淡水、生物多様性、陸域、海洋）を改善
し、生物多様性を保全するために、どのような行動をと
る意思があるかを尋ねた（図 3.4）。その結果、以下の
ような行動が挙げられた。

•	大気の質を改善し、より安定した気候を作るため
に、車の運転を減らし、自転車を利用する。

•	よりきれいな淡水を確保するために、シャワーの時
間を短くするなど、水を効率的に使う。

•	海とそこに住む生物を守るために、プラスチックの
使用量を減らし、ゴミを減らす。

•	持続可能な方法で土地を利用し、肉の消費量を減
らすことで、すべての人に食料を供給するのに十分
な土地を確保する。

•	自然の生息地を保護し、木を植え、生物多様性を
保全する。

日々の暮らしの中で、自分がどれだけ地球に負
荷を与えているか興味はあるだろうか？ここをク
リックして環境負荷を計算し（Concervation	
International2019）、みんながあなたと同じよ
うに暮らした場合、どれだけの地球が必要になるか
を見てみよう。また、あなたのライフスタイルがもた
らすポジティブな影響も見ることができる：このリン
クからハンドプリントを計算できる（Center	for	
Environment	Education2019）。



水

海洋

生息環境を守る 

プラスチック
利用量を減らす

自動車の
利用を減らす 

持続可能な
土地利用

click for more Info

効率よく
水を

利用する

大気
生物多様性

土地

大気、淡水、陸地、海洋を改善し、生物多様性を保全するために世界の若者が率先してとるべき行動
出典：GEO-6 for Youthの調査

図3.4
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市場を変え、経済をより循環的なものに変えることが
できる日常的な行動（「サステナビリティ・アクション」
）を図3.5に示した。自分に何ができるか、新しいライフ
スタイルが自分と環境にどのような利益をもたらすか、
自分の行動がどのようなシステム（食料、エネルギー、
廃棄物）に影響を与えうるかを見てほしい（図3.6を参
照）。消費者は明確なメッセージを送る力を持ってい
る。市場はあなたのお金がどのように使われているかと
いうことに高い関心を持っている。

「人間としての自分を表現してく
ださいと言われたら、自然と自分
が同じものだとは思わないと思
われる。自然欠乏症という言葉
がある。これは本当に西欧社会
の病気で、原因は私たちがあま
りにも多くの時間を家の中で過
ごし、太陽の光を浴びず、新鮮な
空気を吸わないまま過ごしてい
るという、自然でも、正常でもな
いことである。」
メラシーン・マーチン
(James Cook University 2019)
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自分ができること、自分の行動がどのような影響を与えるか図3.6

エネルギー

ゴミ

食べ物

飛行回数を少なくする

リフューズ・リデュース・
リユース・リペア・

リパーパス・リサイクル
の５Rの実施

使い捨てのプラスチック
を使わない

家庭での食材の
無駄を減らす

地産の食材を食べる

食べるお肉の量を
減らす

車を使わない

住まいの省エネを
実現する
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Box 3.1 
エコラベル

エコラベルは、製造工程で発生する汚染や廃棄
物を削減するように生産者に促すことで循環型
経済を推進するものだ。

消費者がエコラベル製品を購入することに関心
があることを、お店に示すことが重要である。そ
れぞれのエコラベルについて詳しく知りたい方は

インターネットで エコラベル・インデックス（こ
こをクリック）を調べてみよう。ここには、199カ
国、25業種にわたる、463件のエコラベルの情
報が掲載されている。

「成功とは日々繰り返される小
さな努力の積み重ねである」
ロブ・コリアー

「それは、市民が行えるとても
小さなことである。しかし、それこ
そが世の中に変化を生み出すの
だ。私が行っている小さなことと
は木を植えることである。」
ワンガリ・マータイ
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3.4.2	
変化のための人生設計

日々の選択はとても大切だ。
その中で私たちは同時に、普段利用する交通手段や住
んでいる場所（地理的な位置や、住居の種類など）を含
む環境と市場に、大きな影響を与える選択もしている。 
私たちは、自分たちの意思決定が循環型経済の原則に
合致し、主要な市場を変えるのに役立つものであるこ
とを確認する必要がある。あらゆる日常の意思決定は、
最終的に何年先も残りつづけうる大きな影響を環境に
及ぼすのだ。（図3.5）もしも、物を買う際に、製品の生
産と配送の各段階における環境への影響を考慮した
上で買うことができれば、私たちは排出量の多い企業
や、有害物質を含む製品、廃棄されることを前提に設
計された製品を支持することを避けることができる。

持続可能な製品を生産する企業を支援し、使用済み
製品（電池や電子製品など）の廃棄やリサイクルを適
切に管理し、グリーンプロジェクトに取り組む倫理的な
企業への投資、エネルギーに前向きな住宅の購入や建
設、スロートラベルの採用（例えば、飛行機ではなく、陸
路で移動する）をすることによって私たちは、経済を直
線的なものから循環的なものに変え、市場を変革させ、
そして、世界を変えることができる。

「COVID-19の後、今までと同じものはないだろう。し
かし、人生はより良いものになるはずだ。私たちは、考
え、振り返る時間があった。もしかしたら、私たちが今
まで必要だと信じていたものの多くは必要ないものか
もしれない。もしかしたら、私たちはより親密な関係、
時間、創造性で人生を豊かにすることができるかもし
れない。もしかしたら、私たちは私たちの人生で本当に
大切なもの「安全であることと自由であること」に気づ
くかもしれない。COVID-19に打ち勝った時、私たちは
このように得た成果を危険にさらしてはいけない。私た
ちは、私たちの環境とそれを支えるシステムを安定させ
るために、できることをしなければいけない。私たちは
暮らしを変えることで、どうやって自然を取り戻せるか、
考える必要がある。」ーインガー・アンダーセン (TIME 
2020)
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生活の選択 環境的影響 環境的影響を減らす方法

どこで暮らし、どれくらいのエネルギーを家が
消費するか

•	職場や娯楽施設から離れた場所に住んでいる場
合、環境に大きな影響を与える可能性がある。交通
機関の利用によるCO2排出は、気候変動に寄与し
ているからだ。(Neves	and	Brand	2019).

•	住まいは、冷暖房や照明・家電製品のためにエ
ネルギーを消費し、お金も消費する。エネルギ
ー消費によるCO2排出は地球温暖化に貢献す
る。(Renewable	Energy	Policy	Network	
for	the	21st	Century	2019)

•	職場や娯楽施設の近くに住むことで自転車や徒歩
などの交通手段を利用することができる。遠方に
住む必要がある場合は、燃費のよい中古車や、排
気ガスを出さない電気自動車を購入することも検
討しよう。

•	すべての電球を発光ダイオード（LED）に交換す
る。エネルギー効率の良い冷蔵庫を購入する、断熱
性の高い窓ガラスを使用する。電気ヒートポンプを
設置する。近隣の地域冷暖房システムに接続する。
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生活の選択 環境的影響 環境的影響を減らす方法

どう移動するか、どう運転するか •	2010年以降、SUVは排出量第二位の部門として
世界全体のCO2排出量の増加に寄与している。
電力部門に次いで2番目に多く、重工業、トラック、
航空の分野を上回っている。(国際エネルギー機関
2019年)

•	新車と中古車の二酸化炭素排出量の比較するの
は、非常に複雑だ。新車を買うより、古い車をよく
維持して走らせたほうが、特に燃費の良い車であ
れば、古い車でもしっかり整備して走らせた方が環
境にとって良い場合もありうる。すでに所有してい
る車の寿命を延ばす、または中古車を購入する、ド
ライバーや消費者としての正しい情報を収集し、（
インターネットを使うなど）そして最終的には責任
を持って古い車を処分すること。このような取り組
みはすべて、二酸化炭素排出量を減らすことができ
る。（カーバイヤーラボ2018）。

•	あなたの暮らしの状況に応じた、最も燃費が良く
最も汚染量の少ない乗り物を購入しよう。多くの小
さな乗用車は４－５人を乗せることができ、これは
SUVと同等である。

•	マーケットリーダーになり、電気自動車を購入
する。	これにより、電気自動車の普及が加速
し、バッテリー	充電インフラの成長を促進する
（Acaroglu	2019）。
•	新車に使われている金属、鉱物、プラスチックは、そ
の抽出と生産に多くのエネルギーを必要とする。所
有する自動車の寿命を延ばせば、新しい自動車の
生産に伴う排出物や環境への影響を回避すること
ができる（ナショナルジオグラフィック2019c）。
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生活の選択 環境的影響 環境的影響を減らす方法

どこに投資するか •	収益性の高い企業の多くは、いまだに直線型経済
モデルに基づいている。広告や政治献金などを通
じて、このモデルを推進しているのだ。このことが
環境悪化の継続につながってしまう（Acaroglu	
2019）。

•	COVID-19パンデミックは、私たちの経済に大き
な衝撃を与えている。先行きは不透明だが、その
分、より良い世界を作り直すことが求められてい
る。COVID-19パンデミック以前の道を歩み続け
れば、同じように持続不可能な結果を招くことにな
る。

•	大手投資会社は、顧客のために最高のリターンを
得て、彼ら自身は高い手数料を得ることを望んでい
る。彼らは、顧客の資金を、持続可能性を達成する
ための長期的なビジョンで投資していないかもし
れない。

•	顧客は、子供の教育や老後のために、倫理的に管
理されたファンドや環境・持続可能な開発志向の
ファンドに資金を投じるべきである。そうすれば、
やがて世界は直線的な経済モデルから脱却してい
くだろう。

•	グリーン投資は、環境の持続可能性を基盤にした
経済が将来のトレンドを変えるため、パンデミック
からのより良い回復を導くことができる	(世界銀行
2020）。

•	投資をしている場合は、その運用に積極的に参加
しよう。たとえリターンが多少低くても、倫理的あ
るいは環境的な投資への希望を示すことで、あな
たのお金を管理する個人または会社を導いてく。
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一度に全部やろうとする必要はない！まずいくつかや
ってみて、徐々に取り組みを増やしていこう。私たち
は長期的な変化を求めているので、生涯にわたって
これらの行動と選択を続けることができるかが重要
であることを覚えておいてほしい。しかし、ほとんどの
変化は、お金を節約したり、生活をより健康にするこ
とで、あらゆるベネフィットをもたらす。また、真の意
味での市場の変化につながるよう、スケールアップし
ていくために、自分の行動を他の人と共有することを
忘れないでほしい。具体的には、従来のコットンバッ
グは、十分な回数使用された場合に限り、プラスチッ
クバッグよりも環境負荷が低くなる（純コットンバッ
グの場合、およそ7000回）(Bisinella et al.2018）
。

5R（リフューズ、リデュース、リユース、理パーパス、リ
サイクル。特に最初の2つは重要。）は常に頭の片隅
に置いておきたいものだ。あなたの小さな行動がや
がて は、あなたの周りに大きな影響を与えることが
できる。 次のセクションでは 若いインフルエンサー
やリーダーを紹介する。

3.5  
世代を超えて行動を広げる：
インフルエンサーになるには

あなたは他の若者だけでなく、子どもたちやご両
親、より広い社会に影響を与える可能性がある

（Khamis, Ang and Welling 2017）。自分自身
の権利を知り、自分自身を教育して、ソーシャルメデ
ィアのプラットフォームや地域の会合で発言すること
で、世代を超えて知識と情熱を広げることができる。

（AIESEC International 2016）。年上の世代と
議論を交わすことで、私たちの共通の未来に対する
意識を高めることができる。

できるだけシンプルに

www.youtube.com/watch?v=4YZH-18-UJ0&feature=youtu.
be

資源を消費する仕事に就いている多くの大人が環
境問題に関心を持てば、影響を与えられる可能性が
ある。家族と会話をすることで、持続不可能な消費パ
ターンを変え、気候変動に対する意識改革に貢献す
ることができる（Suki 2013）。対話は、若い世代と
年配の世代の両方を環境問題に対してともに学ぶよ
うにさせるのに役立つ。今後30年間（およそ1世代）
は、私たちの未来にとって非常に重要だ。そのため、
私たちは世代間の関係を構築する必要がある。
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16歳のスウェーデンの学生、グレタ・トゥンベリさんは、
「#FridaysForFuture」というムーブメントを立ち
上げた。彼女は政治家や意思決定者に、自分の家が火
事になったときと同じように、気候変動に警鐘を鳴ら
してほしいと考えているのだ。グレタさんはスウェーデ
ン国会の前での座り込みをたった一人で始めた。しか
し、運動が始まって以来、彼女は世界中の多くの若者
を動員している（McFall-Johnsen	2019）。

1992年、12歳のカナダ人少女、セヴァン・カリス＝
スズキさんが、リオデジャネイロへの旅費を調達した
12〜13歳のグループ「環境少年団（Eco）」を代表し
て国連環境開発会議（リオ・アースサミット）で演説を
行った。今日、彼女は「自分のしていることがよくわかり
ました。私はメッセージにとても集中していましたし、
グレタもそうだと思います。彼女は自分の言っているこ
とを正確に理解しているし、私も経験したことだから、
その経験を完全に理解しています」と語る（ウェストン
2019）。

気候変動ストライキ参加者に向けて講演するグレタ・サンバーグ氏 
デンバーのシビック・センター・パークにて。

「年配の方、若い方、地域の方
とお話をすることで
アイデアやインスピレーションを
得ることができます。」
高橋恵子

若者は、環境問題に焦点を当てた教育経験を促進
し、若者のための機会を作り、メンターとして活動す
るために、年上の世代にサポートを求めることができ
るはずだ。例えば、学校や組織によっては、メンター
プログラムを設けているところもある。
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現代の若者は、環境情報を入手しやすく、上の世代
よりも情報を共有する能力が高い（Proctor and 
Kitchen 2015）。さらに、自分たちの周りで起きている
変化をよりよく理解するために、市民科学者として自ら
率先して環境を監視することができる（付属書2参照）
。私たちは皆、環境保護に対して大きな責任を負ってい
る。1988年以降に生まれ、「ミレニアル世代」とも呼ば
れる今日の若者たち（Hertsgaard 2011）は、前の世
代が残した環境の悪化と長い付き合いをすることにな
りそうだ。

この状況は将来の世代も同様だ。彼らの生活はさまざ
まな要因によって形作られるが、今日の消費パターン
が大きな役割を果たすだろう。大気汚染、淡水の質と
利用可能性の低下、土地と土壌の劣化、激しい砂嵐と
海洋ゴミ、海洋の酸性化とサンゴ礁の消失、天然資源
の枯渇、生物学的多様性の喪失などが私たちが残すか
もしれない問題の一部である。

ツイッターの影響パターンの分析によると、個人は、
特定の分野に精通していなくても、さまざまなトピッ
クでインフルエンサーになることができる（Cha et 
al.2010）。有名人は，何百万人ものファンを説得して，
自分の行動を変える（例えば，プラスチックの消費を減
らす）ことができる（McCarthy and Sanchez 2019
）。

高橋 敬子 - 
教育を通じて人々に力を与える

youtube.com/watch?v=0Dw-KMosacg&feature=youtu.be

敬子さんは教育者であり、研究者でもある。東京・池袋
の地域コミュニティで活動している。子どもや若者の
好奇心に刺激され、まだ学生だった2006年に環境教
育プロジェクトを開始。そのプロジェクトは、「持続可
能な開発のための教育（ESD）」へと変化した。高橋さ
んは知識を伝えるだけでは不十分であり、行動しなが
ら学ぶことが行動様式を変えるために最も重要な方
法だと信じている。そうして初めて、変化を生み出すこ
とが可能になるのだ。

「絶望に屈しない。私たちが行
動するために必要な希望を探し
求めなければならない。
その希望は、今日の会話から始
まるのだ。」
キャサリン・ヘイホー
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友人と一緒に、学校と家庭でゴミを分別するこ
とになった。そのことに目を付けた学校の校長
や理事が私たちの活動に賛同し、ごみゼロ運動
が始まった。社会的なメディアを活用した啓発
活動により、町内の多くの人がゴミを分別して
くれるようになった。ソーシャルメディアを活用
した啓発活動をぜひ試してみて欲しい。
#bustthewaste

世代を超えて行動を広げる：100万本のマングロー
ブを植えるために若者や子どもたちをどう巻き込む
か

オマーンのBader	Al	Balushiさんが始めた100万
本のマングローブを植える活動は、地域レベルまで拡
大した。バーダー氏は、世代を超えてこの取り組みの
精神的支柱として知られている。このような生態系の
重要性を認識し続けるために、若者や子どもたちを巻
き込む活動をしている。マングローブ林は、生態系サ
ービスを提供するため、沿岸地域にとって重要である
（Fellerら。2017）。

www.youtube.com/
watch?v=Ln_40TkYWskwatch?v=Ln_40TkYWsk
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44.7%
確実に可能だ

10.8%
おそらく
無理だろう 

43.1%
おそらく可能だろう

1.3%
絶対無理だ

3.5.1	
若者の多くが、インフルエンサーやリーダーになるこ
とができると思っている

GEO-6ユース調査では、回答者の88％が、自分が他の
人に行動を促すことができると考えていることが示され
た（図3.7）。また彼らは、コミュニケーション、教育、持
続可能な消費、個人のライフスタイルの変更、キャリア
を通じた変革の担い手、同調圧力の適用、集団行動や
パートナーシップを通じて、他者を勇気づけることがで
きると考えている（図3.8）。

プロアルツォ：世代を超えた芸術活動

www.youtube.com/watch?v=EDR4wntiNCo&feature=youtu.
be

プロアルツォ（社会芸術振興）は、芸術と創造性がいか
に環境保全と社会的結束の強化に貢献できるかを実
証している。これは	スペインの非営利団体で、あらゆ
る年齢層の人々が集まり、過剰人口と結びついた過剰
な消費パターンの結果（例えば、大量の廃棄物の発生
など）に注目している。プロアルツォは、専門家やボラ
ンティアによる海岸や海の清掃活動を行い、その日の
「収穫物」を使ってアートを制作している。

若者は周囲の人々に影響を与え、行動を起こさせるこ
とができるのか？人々に影響を与える能力に関する若
者自身の認識。
出典：GEO-6 for Youth 調査

図3.7



世界の若者は、環境改善のために行動を起こすことを、どのように実施しようと考えているか。
出典：GEO-6 for Youth 調査
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3.5.2 
どうやってインフルエンサーになることができるか

ソーシャルメディアは、仲間を鼓舞するための理想的な
プラットフォームだ。影響力のある人になるのは簡単で
ある。まずは、自分のニッチを見つけることから始めよ
う。入手可能な情報をもとに、自分の興味と取り組みた
い環境問題を特定しよう。
 
飛行機のパイロットが飛行中に「良い知らせと悪い知ら
せがあると告げる話がある。良い知らせは、予定より早
く進んでいること。悪い知らせは、どこに向かっているの
か分からないことだ」。パイロットが行き先を知らない
飛行機には、誰も乗りたくないものである。
 
この話は、パイロットがインフルエンサーであると考え
ることができる。パイロットの技術的な知識によって、飛
行機を目的地まで飛ばすことができるはずだ。パイロッ
トは、離陸から着陸までの飛行経路を選択しなければ
ならない。同様に、他者に影響を与えるためには、自分
の行動がフォロワーにどのような影響を与え、どのよう
に導くかを明確にする必要がある。つまり、コンテクスト
戦略を立てる必要があるのだ。オンラインやオフライン
のイベントに参加し、あなたが知りたいと思うタイプの
人々が集まる場所に頻繁に足を運ぶことで、ネットワー
クを拡大することができる。聞き上手になり、質問をし、

自分の存在をアピールし、つながった人たちのフォロー
アップをしよう。

「どのようにインフルエンサーになるのか」
– ルシア・ムサウ

www.youtube.com/watch?v=Jhcmq-KiYrE&feature=youtu.
be

ルシア・ムサウさんはラグジュアリーPRコンサルタン
トであり、ケニア・ナイロビ出身の受賞歴のあるファッ
ション/ライフスタイルブロガーだ。ルシアは、ケニアで
最初のブロガーの一人である。彼女は現在、持続可能
なファッションの提唱者であり、繊維産業における衣
類の入れ替えやリサイクル素材を推進している。彼女
はクリエイティブな思想家であり、起業家でもあり、ナ
イロビのブティックPR会社であるアフリカン・エリー
ト・グループ社の創設者でもある。
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3.6 
より良い世界を作ろう

前章で述べたように、現在進行中のCOVIDパンデミッ
クは、現在の環境問題をより複雑にしている。パンデミ
ックからの回復が弾力的で耐久性のあるものであるこ
とが極めて重要である。このパンデミックによって、私た
ちは、廃棄物の激増によって引き起こされた新たな問
題を含め、環境破壊的な慣習を反省する時間を得られ
た。私たちは、これらの反省をもとに、より強靭な世界を
目指して、より良いものを作り上げていかなければなら
ない。

この危機は、気候変動や生物多様性の損失といった
地球環境の緊急事態が、いかに壊滅的な社会的・経
済的被害をもたらすかを私たちに教えてくれた(OECD 
2020b）。世界各地でロックダウンが実施される中、経
済をシャットダウンすればあらゆる環境問題の解決に
つながるように思えた。しかし、温室効果ガスの排出が
減り、大気汚染や水質汚染が減り、長い間見られなかっ
た場所で動物が再び見られたことは事実であっても、こ
れらの改善のほとんどすべてが長期的な影響を及ぼす
ことはないようだ（Le Quéré et al.2020）。もし、経済
活動が以前と同じように再開され、より持続可能な道

へと変化することがなければ、これらの改善はすぐに消
えてしまうだろう。

私たちは、徐々に迫ってきている地球規模の問題に直
面している。この問題は、現在の危機よりももっと悲惨
な影響を及ぼすだろう。UNEPの事務局長であるイン
ガー・アンダーセンが2020年の世界環境デーに想起
したように、「3つの惑星の危機が、私たちが知ってい
る地球上のすべての生命に影響を与えている。それは
気候変動の危機、自然と生物多様性の危機、そして汚
染と廃棄物の危機である。この3つの危機は、私たち
の持続不可能な消費と生産によって引き起こされ、人
間の存在する自然の基盤を蝕んでいるのだ。壊滅的な
COVID-19パンデミックは、明らかにこれらの危機と密
接に関連している」（Andersen 2020）。この危機から
回復するために、私たちはより持続可能な道を選択す
る必要があり、「より良い復興」をする必要があるのだ。

「より良い復興」というコンセプトは、津波や地震など
の物理的な災害からの復旧を指す言葉として使われ
始めた。（国連災害リスク軽減事務局2015）。この用語
は、COVID-19パンデミックからの持続可能な復興と
いう意味で使われており、経済的利益だけでなく、人類
と他の種の幸福度を高めるための社会的・環境的改
善にも焦点が当てられているCOVID-19の基本である
回復はまた、人、動物、環境の最適な健康を達成するた

めに、複数の分野にまたがる共同作業である「ワンヘル
ス」アプローチでもある。(これについては、第1章のボッ
クス1.1参照）。

より持続可能で包括的な復興を実現するためには、私
たち全員がより良い復興に向けて共に取り組む必要が
ある。国によって異なるとはいえ、この取り組みには次の
ようなものがある。

•	幸福と包括性に焦点をあてる
•	長期的なGHGs排出量の削減目標を設定
•	気候変動に対するレジリエンス（回復力）の強化
•	自然を基盤とした解決策を含む、生物多様性の損
失を回復させ、生態系サービスを回復させるため
の政策を立案すること。

•	循環型経済への取り組み強化
•	行動変容のきっかけとなるイノベーションの促進

私たちは今、私たちの社会を定義するシステム、行動、
原則を再考するまたとない機会に直面している。したが
って、私たちの地球と環境への配慮を中核に据えた批
判的な自己反省プロセスに取り組むことが不可欠だ。
世界が壊滅的なパンデミックの影響から回復するにつ
れ、こうした破壊的なパターンから、より環境的に持続
可能な実践へとシフトし始めよう。
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国連事務総長のアントニオ・グテーレス国連事務総長
は、気候変動に関連する6つのアクションを提案しまし
た。その中には、クリーンでグリーンな移行を通じた新
たなグリーン雇用の創出や、化石燃料の使用停止など、
復興に向けた6つのアクションが含まれている。
クリーンでグリーンな移行を実現し、化石燃料への
補助金を廃止することだけでなく、また、国際社会が
協力して、誰一人取り残さないアクションが必要とな
る。COVID-19危機からの回復を支援するために各
国政府が計画している刺激策や経済対策は、このグリ
ーンな移行に投資し、包括的で、貧困層を支援し、ジェ
ンダーに対応したものである必要がある (Guterres 
2020a; 2020b）。

これらの目標を効果的に達成し、「より良い社会を築く」
ためには、共に協力することが唯一の方法である。私た
ち若者は、声を上げ、革新的なアイデアを披露し、気候
に関する議論に参加し、ライフスタイルを変え、市場や
政策を変える機会がある。
私たちはすでに気候変動対策の最前線にいるのだか
ら、集団行動とアクティビズムによって、より大きなスペ
ースを獲得すべきである。この章で紹介するアクション
やイニシアチブは、あなたがどのように気候変動に貢献
できるかを知る上で、とても役に立つ。

個人的な取り組み個人の生活様式／
変革の主体者であること

仕事を通して

コミュニケーション 教育

持続可能な消費

集団行動 / 
パートナーシップ
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私たち一人ひとりは、考え、行動し、創造し、行動を導く
という何かを変える力を持っている。若者は、地球を守
る強力な集団的勢力になることができて、地球を守るこ
とができる（Velasquez and LaRose 2015）。一緒
に行動することで、解決策を見いだし、自然資源の悲劇
的な乱用を回避するために、私たちの行動ははるかに
効果的になる。ひとりの声は変化をもたらすことができ
る。12億の声が集まれば、革命を起こせる。

“私は、幼少期を過ごした地域の
リーダーたちに連絡を取ったこと
がある。
その地域の自然環境の状況につ
いて連絡した。彼らもまたキャン
プ場周辺の環境の状態について
心配していた。

また、キャンプは地元の人たちの
ビジネスにもなるため、サイトや
環境にも気を配っていた。地域社
会は、他の地域に根差した活動
に貢献することを望んでいる。
ワークショップ、清掃活動、自然
観察会などである。私たちはキャ
ンパーたちのライフスタイルを私
たちの行動によって変えたいと思
っている。
#bringbackthegreen”	

3.7 
団結しよう!
集団行動の作り方

「チームワークとは共通のビジョ
ンに向かって協力する能力であ
る。その個人の成果を組織的な目
標に向けさせる能力 それは一般
的な人々が一般的でない結果を
達成するための燃料である。」
アンドリュー・カーネギー
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3.7.1 
いざ、行動しよう!

真の変化を起こすために、自分は無力だと感じていない
か？
一人の人間の声には世界を動かす力はないと思いこん
でいないか？

もし、何百人、何千人もの人々が
声をあげたらどうだろう？共に行動することで
私たちの望む未来をつくる力になるのだ。
集団や組織で行動することに興味はあるけれど
何から始めたらいいのかわからない？私たちは
初心者の方でも、経験者でも、政府・社会に影響を与え
ることができる取り組みに参加するためのステップを用
意した。マレーシアのサバ州出身のシャフィカ・アディン

さんは、ボルネオ・サイ・アライアンス、マレーシア
自然保護協会、ギボン保護協会1StopBorneo 
Wildlifeでボランティア活動をしてきた。ボルネオ・
ライノ・アライアンスでのインターン中に、個人的な
立場から同団体を支援するようになった。その後、他
の自然保護団体でボランティアをするようになる。
シャフィカさんが他の人に伝えたいことは

「自然への冒涜をやめてください！」。
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投票。 環境政策がしっかりしている候補者に投票する。選挙に参加することは、候補者とその綱領への支持を表明す
る正式な方法だ。投票によって、市民は将来のリーダーを選び、政府の意思決定に影響を与えることができる（Green 
2012）。選挙は、彼らの生活の質に影響を与えることができる。若い世代の有権者は、自分たちの将来を決めるために
投票する必要がある。

公共イベントへの参加。 パブリック・フォーラム、市民相談会、公開討論会などの公的なイベントに参加して,あなたの
街、都市、地域、国、世界の関心事をよりよく理解することができる。この機会を利用して、自分自身にとっての懸念を表
明し、解決策について意見を交換することができる（Taft and Gordon 2013）。非暴力による抗議行動、デモ、ストラ
イキも、自分のメッセージを伝え、同じ考えを持つ人 と々出会うためのインパクトのある方法だ。

レベル 1
初心者

レベル2 ボランティア活動への参加。 ボランティア活動に参加する。ボランティア活動は、対人関係や社会的なスキルを身に
つけるのに役立つ。また、仕事の経験を積んだり、人脈を作ったりするのにも役立つ（Perry and Thomson 2015）。
例えば、NPOや他の地域団体、環境教育活動などのボランティアに参加するのもいいだろう。研修プログラムに参加し
て、十分な理解を持ち、公共的な事柄に真の影響を与えることができるようにし、できるだけ多くの思考ツールを自由
に使って批判的に考えることができるようにする。市民教育の構成要素には、市民としての知識、市民としてのスキル（
政治制度に関する知識）、市民としての気質が含まれる（Hatcher 2011）。

環境問題を強く訴える政党に入ろう。 政治に参加することは、自分の意見を表明する強力な方法だ。また、政治家や
その他の影響力のある人たちを紹介することもできる。若者を政党に参加させることは、若者の声のプラットフォーム
を提供し、彼らの関心をより広く反映させることで、民主主義の強化につながる（Taft and Gordon 2013）。政党に
参加することは、政治的な意思決定に参加し、自分の地域が直面している環境問題に対する具体的な解決策を提案
するための素晴らしい方法である。



119119

3 共感から行動に

レベル3 
レジェンド

立候補して、イニシエーターになろう。 あなたは、自分のコミュニティ内でも、外でもさまざまなレベルで新しい行動を
起こす責任を負うことができる。

ソーシャルメディア、地元のラジオ、プレス、特別イベントなどのコミュニケーションツールを効果的に使いながら、仲間
内でメッセージを広めるキャンペーンを実施し、自分たちの権利についてよりよく知るよう促す。

専門知識を共有し、行動を拡大するためのキャパシティ・ビルディング・プログラムを立ち上げる。 ケルシー・ジュリ
アナは、気候変動に対処するために、このような活動を行った。

率先して、自分の所属するコミュニティの集団行動をデザインする。 エクアドル、サラヤクのキチュワ族コミュニティ
の一員であるGuardians of the Jungleのニナ・グアリンガさん（24歳）は、その感動的な一例だ。

あなたの国は、国連総会への代表団に若者の代表を置くことの重要性を理解する必要がある（国連経済社会局
2019）。そのようなポジションが確立されたら、選考プロセスを開始する必要がある。
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3.7.2 
もし若者が彼らが住む国の規則や政策に影響力を持
てると考えているならば、彼らはどのようなアクショ
ンを取るだろうか？

よりよい環境政策の導入に影響を与えることができる
と思う場合、どのような行動をとればいいか？GEO-6 
for Youth 調査では、この質問をした。図 3.9 は、地域
別の結果を示している。回答は、各地域の政治的、文化
的、社会的、経済的状況を反映している。ヨーロッパと
北アメリカでは、投票やロビー活動が政策や政府の行
動に影響を与えるもっともよいの手段であると考え、ア
フリカ、アジアと太平洋、西アジア、ラテンアメリカでは、
意識向上や教育が政策転換に役立つと考える人が大
半を占めた。また、持続可能なライフスタイルの実践な
ど、環境と集団のための行動も重要だと考えている。



世界の若者が自国のルールや政策に影響を与えるために考えている行動（地域別）。
出典：GEO-6 for Youth 調査

図3.9

環境活動への取り組み、政策立
案者への影響力を高めるための
団体行動を組織する。

政策立案への参画、評価、
モニタリング

意識改革、アウトリーチ、教育、
トレーニング、アドボカシー

北アメリカ アフリカヨーロッパ 西アジアラテンアメリカ アジアと太平洋

ロビー活動、投票

ストライキ、抗議、請願、行進、
選挙運動
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若者には影響力がある

世界人口の16%を占める12億人の若者たちは、変化
を生み出す最前線にいる（国連2017、国連2018).政
府、企業、市民団体は、国、そして地球規模の環境問題
を解決するために、若者と提携し、関与する必要があ
る。

Pocholo Espina - Green Entrepreneur　ポ
チョロ・エスピナ　グリーン起業家

ポチョロさんは、フィリピン出身の若き起業家です。
彼は、再利用可能な製品を提供することで、持続可能
な生活についての認識を高め、行動を促すために自分
のビジネスを始めることで、気候変動対策を一歩先に
進めようとしている。2016年、彼は再利用可能なスト
ローからスタートした。現在ではバッグ、コップ、食器な
ど美容製品、そして漁網を再利用したビキニまで取り
扱っている。

https://youtu.be/ovZSBG9EXD4 

3.8
結論

持続可能な世界の実現に向け、若者たちが重要な役割
を果たすことがわかった。共感から行動へ 問題を理解
し 問題を理解し、一人ひとりが行動し、ライフスタイル
を変えることは、それが集団で行われれば、より重要で
インパクトがある。世界の若者は、環境問題を解決する
力を持っている。力を合わせて自分たちのスキルや知識
を活かして、環境保護への意識を高め、環境と持続可能
な経済を実現するための政策を提唱し環境保護に貢献
することができる。歴史的に、雇用の創出は人々の生活

を向上させることを目的として行われてた。しかし、経済
活動の中には、環境を破壊してしまうものもある。

今、世界の若者ができる最も重要なアクションは、持続
可能な方法で生活し、循環型経済への移行を呼びかけ
ることである。環境に配慮した仕事は、やがて循環型経
済にも貢献、ひいては持続可能な世界の実現につなが
る。Covid19パンデミックで雇用が失われ、世界的に経
済が衰退していく中、循環型経済の原則に基づく経済
復興は長期的なグリーンな移行を実現し、最終的には
私たちが望み、また達成しようと決意すべき変革をもた
らしてくれるだろう。
あなたの行動が、私たちの地球の未来を決めるの
だ。#live green、#your future will be green! 
#work green でどんな仕事でも、どんなときでも、グリ
ーンなライフスタイルを実践しよう。

次の章では、新たな雇用機会について見ていく。この章
では循環型経済という観点からグリーン・ジョブの概念
を紹介し、どのようにほぼすべての仕事をグリーン化す
ることができるかを紹介する。
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循環型経済の第一歩は 若い世代と大人の世代

エコラベルは生産者を〜推奨する 共同で活動をすること

私には〜に影響を与える力がある 拒否すること

その挑戦を知ることは 製造工程で発生する廃棄物を少なくするために

私の小さな活動は〜になる その解決への第一歩である

〜によって規則と政策を変えることができる 大きな利益

チェックポイント 4

この当てはめ問題は、本稿をインタラクティブ版で体験できる。

点と点を結ぼう
世界中の人々が直面している環境
問題について、左の列の文章と右の
列の文章を照らし合わせてあなたの
知識を試してみよう。
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4.1 
あなたのキャリア選択の問題－違う考え方をしよう！

これまでの章で明らかになった課題を踏まえ、自分の
キャリアが、すべての人にとってより持続可能で健康
的、かつ安全な世界の実現にどのように貢献できるか
を考えることが重要である。COVID-19パンデミック
は、キャリアパターンを変貌させ、何百万人もを失業さ
せたが、グリーン経済へのシフトは、2030年までに世
界中で何百万もの異なる新しい仕事を生み出し、新し
いキャリアパスをもたらす可能性がある。これまで以上
に、将来必要となる教育、スキル、適正について適切な
判断をすることが、持続可能で充実したキャリアにつ
ながる可能性があるのだ。今回のパンデミックで強く
気付かされた教訓は、ひとつの出来事が私たちの知る
世界を変えてしまう可能性があるということである。私
たち若者は、この勢いに乗って、雇用市場を従来の産
業やビジネス手法から、循環型システムや環境に配慮
した手法に移行させるための正しい行動を始めるべき
である。私たちが力を合わせることで、私たち自身や子
どもたち、そして未来の世代のために、より健全で安全
な、より環境に優しい世界を築くことができるのだ。パ
ンデミック以前から、食料生産、製造、輸送、エネルギ
ーの生産と使用において、根本的に前向きな変化が起
こっていた。このような変化を以前の状態に戻してはい

けない。むしろ、より環境的に持続可能な未来を実現
するために、こうした前向きな変化を踏まえて、食料生
産、製造、輸送、エネルギーの分野を評価し、再構築す
ることが不可欠である。復興に向けた取り組みの中で、
各国政府や国際機関は、パンデミックが雇用に与える
影響に取り組んでおり、グリーン復興対策においても
雇用の問題を考慮しなければならないことは明らかだ。

「より良い復興」を目指す中で、エネルギー、食料、健
康など様々な分野で新たなグリーン雇用が生まれるだ
ろう。本章では、このような持続可能な世界を実現する
ために、どのようなキャリアパスを設計すればよいかを
考える。本章の第4.2節では、このような未来で活躍す
る可能性のあるグリーンな仕事「green job」、技術の
変化、そして第3節で見たような循環型経済がどのよ
うに仕事の種類を変えうるのかに注目している。第4.3 
節では、ほとんどすべての仕事がグリーン（あるいはよ
りグリーンな）仕事になり得ることを示す。第4.4 節で
は、本章で紹介したいくつかのアイデアをまとめ、将来
への展望を述べる。

	

知っているだろうか？
	
•	世界の雇用市場の若者（15～24歳）の数
は、2017年から2030年の間に4180万人増
加すると予想されている。アフリカ、アジア、太平
洋地域の出身者は、2030年までに世界の若年
労働力の77％を占めることになる（国際労働機関
［ILO］2017）。
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4.2 
環境に優しく働く 

4.2.1	
グリーン・ジョブと循環型経済

たとえ、長年にわたり何が起きているのかを理解して
いた人は僅かだったとしても、資源とエネルギーの使
用方法は、過去 250 年間、特に第二次世界大戦以
降、大きく変化してきた。環境と、多くの場合、人間の健
康は前例のない規模で損なわれてきた。（Thompson 
2019）。かつて、人々は主に太陽、風、水、バイオマス（
木材）をエネルギー源として頼っていた。その後、石炭、
石油、ガスを燃料として大量に使用するようになり、そ
れに伴って新しい技術の進歩も起きた。産業革命以降
の技術の進歩は、プラスとマイナスの両面の影響を及
ぼしている。世界の高度経済成長と雇用の創出を可
能にし、また増大する人口に対して大量の製品供給を
達成した。その一方で、高い生産レベルを維持するた
めの製造と資源の採取は、大規模な汚染と廃棄物を
発生させた。現在、多くの科学者は、人類が地球の様
相を変えた「人新世」の地質時代に入ったと訴えてい
る（Gabrielli 2015; Meyer 2019）。ほんの数年前
に予測されていた以上に、いくつかの「プラネタリー・
バウンダリー」を超えてしまったリスクは高まっており、

取り返しのつかない環境破壊につながる可能性がある
（Lenton et al.2019）（第1章、ボックス1.3参照）。
今こそ、より循環的な方法で資源を利用することが求
められている（第3章3.2節「直線的経済から循環的経
済へ」参照）。循環型経済では、製品が耐久的、再利用
的、あるいは完全にリサイクル可能になり、大気汚染、
淡水不足と淡水汚染、土壌と土地の劣化、生物多様性
損失、海洋に対する人間の影響、気候変動などといっ
た環境問題への対処につながる（Ellen MacArthur 
Foundation and Material Economics 2019）。私
たちは創造性を発揮し、より臨機応変に対応する必要
があるのだ。このパンデミックは、私たちが創造性を発
揮し臨機応変に対応できることを示した。家に閉じこ
もっていた多くの人々は、日々の生活の中で循環型経
済を実践し、より住みやすい空間を作り、自分自身を楽
しませ、新しいビジネスを始めた（例：昔から持ってい
たものを再利用、別目的で再利用、またはリサイクルす
る）。また、グリーン・ジョブは、循環型経済の実現にも
貢献する。国際労働機関(ILO)は、グリーン・ジョブを「
製造業や建設業などの伝統的な部門、または再生可
能エネルギーやエネルギー効率などの新しく出現した
グリーン部門で、環境の保全と回復に役立つ働きがい
のある人間らしい仕事」（ILO 2016）と定義している。

「「グリーン・ジョブ 」は...エネル
ギーと原材料の消費を減らし、温
室効果ガスの排出を抑え、廃棄物
と汚染を最小限にし、生態系を保
護・回復し、企業やコミュニティが
気候変動に適応できるようにす
る。さらに、グリーン・ジョブは働き
がいがあり人間らしい仕事でなけ
ればならない...グリーン・ジョブが
グリーン経済への移行を促すこと
も重要である。”」
国際労働機関[ILO] 2018a
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グリーン・ジョブには、次のようなものがある:	
•	エネルギーや原材料の効率化
•	温室効果ガス（GHG）の排出抑制
•	廃棄物や汚染の最小化
•	生態系の保護と回復
•	気候変動の影響への適応支援”

グリーン・ジョブは、以下のことにつながります:
•	エネルギーと原材料の消費を削減する	
•	企業とコミュニティが気候変動に適応できるよう
にする

•	私たちのニーズを満たしながら経済成長を実現す
る

Take(採掘)-Make(製造)-Waste(廃棄)で構成さ
れる直線型経済モデルから、リサイクル、再利用、再
製造、レンタル、長期耐久性ある商品経済への移行
は、2030年までに約600万人の雇用を創出する可
能性がある。これは、鉱業や製造業から、耐久性のあ
る製品の設計、廃棄物管理（リサイクル）、サービス（
修理、レンタル）への雇用のシフトを意味する。（ILO 
2018a）

「・・・仕事の世界の観点から、国
や地域によって、女性や世界で最
も脆弱な人 -々移住労働者、若者、
障害者、貧困層、先住民族、部族
民、その他の脆弱な人口集団-が、
環境悪化への関与が最も低いに
もかかわらず、特に環境悪化のリ
スクと被害にさらされることから、
環境の持続可能性の達成は社会
正義の問題である」
ILO 2018a
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表 4.1 は、循環型経済への移行によって最も影響を
受ける可能性のある産業を示したものである。雇用が
増加する可能性のあるものは左の列に、減少する可能
性のあるものは右の列に示している。今後10年間の雇
用需要は、現在COVID-19によって影響を受けている
ように、多くの未知の要素によって影響を受けることを
覚えておかなければならない（European Strategy 
and Policy Analysis System, 欧州戦略・政策分析
システム 2019）。未知の要素は次のようなものであ
る。

•	気候変動に対処するかどうか
•	第4次産業革命（第4章2.2節）が進行する中で、技
術革新がどの程度の早さで採用されるか

•	地政学的な不確実性
•	グリーン経済や循環経済への移行がどの程度
の早さで行われるか（Doyle	and	Chestney	
2018;Gregory	2019）

•	野生生物の違法貿易や自然との関係全般にどのよ
うに対処するか

 

雇用需要が最も増加すると見込まれる産業 (絶
対数)

雇用需要が最も減少すると見込まれる産業（絶対
数）

分野 雇用（百万人） 分野 雇用（百万人）
建設 6.5 石油精製 -1.6
電気機械器具製造 2.5 原油採取及び原油採取に関する

サービス
-1.4

銅鉱石・精鉱の採取 1.2 石炭による発電 -0.8
水力発電 0.8 石炭及び褐炭の採掘、泥炭抽出 -0.7
野菜、果物、木の実の栽培 0.8 雇用者のいる個人事業主 -0.5
太陽光発電 0.8 ガス製造、幹線によるガス燃料の

供給
-0.3

自動車及び二輪車を除く小売業、
個人及び家庭用品の修理

0.7 天然ガスの抽出、天然ガス抽出に
関するサービス（測量を除く）

-0.2

循環型経済への移行により最も影響を受ける可能性のある産業
出典: 日本貿易振興機構(ジェトロ)ILO 2018a, p.44

表4.1
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循環型経済に移行すれば、製品や産業プロセスへのデ
ザイン変更の必要性から、新たな雇用が生まれること
になる（Ellen MacArthur Foundation and IDEO 
2018）。循環のデザインは、採掘された資源の価値と
用途を増大させ、環境への影響を劇的に低減すること
ができる。Box	4.1 とBox	4.2 では、スマートフォン
や衣料品を生産するために資源を持続可能性を考え
ずに使用すると、環境問題につながる可能性があるこ
とを示している。 

「グリーン政策のすべての雇用の
次元、特に...循環型経済政策と社
会経済動向との幅広い相互作用
に関して定量化するために、さら
なる研究が必要である。」
OECD, 2017a

「デザインは、循環型経済の中心
に位置しています。製品、ビジネス
モデル、都市、そして過去何世紀
も続いた直線型のシステムなど、
すべてを再設計する必要がある。」
エレン・マッカーサー財団 2017a
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トフォンに含まれる多くの有害物質を取り除くこ
とは、消費者だけでなく、労働者の健康と安全も
守ることにつながるだろう。「有害なサイクル」を永
続させることなく、より安全なサイクルを可能にす
るだろう。利用者は、スマートフォンに使用されて
いる材料の採掘、抽出、精製が行われている過酷
な状況や、地域の生物多様性への影響など、これ
らの活動が環境に与えであろう影響について、あ
まり知らないのである（Business Today 2017; 
Kara 2018）。

 Box 4.1 
スマートフォンを作るために使われる材料

2007年から2017年の間に70億台以上のスマ
ートフォンが作られた（Jardim 2017）。2018
年だけでも約14億6000万台になる（Holst 
2019a）。世界には30億人以上のスマートフォ
ンユーザーがいる。中国、インド、米国が最も多
く、それぞれ1億人を超えている。スマートフォン
の利用者数は今後数年で数億人増加し、発展
途上国や新興国で最も増加すると予想されて
いる（Holst 2019b; Poushter, Bishop and 
Chwe 2018）。

スマートフォンのすべて（生産、使用、廃棄）は、環
境と人間の健康に重大な影響を及ぼす。スマー
トフォンの生産は非常にエネルギー集約的であ
り、そのエネルギー消費量は増加傾向にあります

（Jardim 2017）。スマートフォンには、重要な
原材料、紛争鉱物、多くの有害なものが含まれて
いる（Gabbatis 2019; European Parliament 
2017; Chen et al.2018; Jha 2018）。スマー
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図4.1は、あるスマートフォンの機種に含まれる材
料を示している。破損したスマートフォンを修理で
きないと仮定すると、私たちはどうしたらよいのだ
ろうか。捨てるべきだろうか？それとも、引き出し
に入れたままにしておくのか？もしあなたが「循環
型」あるいは「グリーン」携帯電話を購入したらど
うだろう。使い終わったら解体できるように設計さ
れ、別の携帯電話や別の製品に安全に再利用で
きる材料で作られているとしたら？モジュール式の

「環境配慮型」製品は、壊れても欠陥のある部分
だけを交換したり修理したりすればよいように作
られている。持続可能性は、私たちが購入する多
くのものの製品ライフサイクルに組み込むことが
できる（Mutingi, Dube and Mbohwa 2017）
。製品を長期間使用することで、資源の無駄や廃
棄を回避し、企業はコストを削減することができ
る。スマートフォン（およびその他の電子製品）の
場合、国はその製造に使用する材料の輸入量を
大幅に減らすことができ、これらの製品の修理、再
利用、改造、目的を変えた再利用のために新たな
雇用が創出される（European Economic and 
Social Committee,欧州経済社会委員会 2019

）。スマートフォン業界は徐々に変化している（State of 
Green 2017a; Apple 2019）。環境的に持続可能な

（HYLA Mobile Company 2019）、倫理的に生産さ
れた（FairPhone 2019）端末を開発する企業の例が
すでにある。あなたは、この変化を促進する運動の一部
になることができるかもしれない。
  



モジュール式デザイン技術や生命・
材料科学技術はスマートフォンのよ
うなより環境にやさしい循環型製品
を作成するためのデザイン戦略を開
発している新しい分野の例である。

原原料料元元素素のの
合合計計価価値値
11..0033ドドルル

アアルルミミニニウウムム 31.1 g

炭炭素素 19.9 g

トトーータタルル
129.0 g

酸酸素素 18.7 g

鉄鉄 18.6 g

シシリリココンン 8.1 g

銅銅 7.8 g

ココババルルトト 6.6 g

そそのの他他 4.9 g ニニッッケケルル 2.7 g

112299  ググララムム:: 
6,16GBモデルの iPhoneを構成する原料

図4.1     ススママーートトフフォォンンのの原原料料

ククロロムム   4.9 g 

水水素素 5.5 g

スマートフォンの原料
出典：911metallurgist in von Kessel (2017)

図4.1
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図4.2は、ファッション産業がより循環型になり、「
ゆりかごから墓場まで」モデル（服は作られ、数回
着て捨てられる）から「ゆりかごからゆりかごまで」
の作り方へ移行する可能性を示している。例え
ば、衣服は堆肥化や再利用が可能な繊維で作ら
れ、何度も着用され、もし適切に廃棄されなけれ
ば、再利用や修理をしてさらに衣服や他の品物を
作ることができるのである。

Box 4.2 
より循環的なファッション産業の可能性

2008年の世界のファストファッション市場は
210億ドルであったが、2018年には350億ドル
になっている。2028 年には 440 億ドルに成長
すると予想されている（O’Connell 2019）。
ファストファッション産業は、環境と天然資源の両
方に対して非常に破壊的である（Reichart and 
Drew 2019; UNEP 2019b）。2019年に購入
されたTシャツの約5枚に1枚は、その年の内に埋
立られている（Constable 2019）。ファストファッ
ションは、消費者が最新のスタイルを求めている
ため、多くの場合、生産から消費まで迅速に衣服
が移動する。ファストファッションの服は傷みやす
い生地で作られているため、消費者は服をより多
くそしてより頻繁に購入する（Still 2017）。



繊繊維維生生産産
・織り手/編み手
・工場の管理者
・材料エンジニア

デデザザイインン
・グラフィックデザイナー
・機能性衣料
・研究員

製製造造
・排水管理
・バイオポリマー研究

小小売売
・Higgs社のMSI

(素材の指標点数)
・在庫管理
・シニアバイヤー

使使用用段段階階
・消費者需要
・消費量を減らす
・リユースと修理

消消費費者者のの責責任任
• 自然素材の分解！

リリユユーースス

ダダウウンンササイイククルル
アアッッププササイイククルル

流流通通
・輸送での再生可能エネルギー
・サプライチェーンの分析官

繊繊維維栽栽培培
循環型経済への移行を進める従来の農
家が責任を持って栽培した繊維

オーガニックコットン、竹、トウモロ
コシ、大豆、リヨセル、バナナの葉、
パイナップル

単一栽培を減らす！
化学物質汚染を減らす！
水消費量を減らす！

食糧生産; 綿花の種を油として利用する

ライフステージ
服が使われるまでの仕事

一方向の消費
リユース
リサイクル

フファァッッシショョンン
産産業業

おお墓墓

Figure 4.2 – Circular Ecconomy

ゆゆ
りり

かか
ごご

繊繊維維ががリリササイイククルル
さされれるる
ハードウェアの
再利用

循環するファッション業界図4.2
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興味深いことに、パンデミックによって壊滅的な打撃を
受けたビジネスの一部は、ファストファッションの小売店
や大量生産された倫理的でない原材料の商品を扱うな
ど、持続可能でない行動に主眼を置いたものだった。ファ
ストファッションの企業は、世界の工場を閉鎖し、多くの
実店舗を閉じなければならず、ファストファッションの商
品の世界輸送はほぼ完全に停止した。前向きに考える
ならば、あなたはファッション業界の仕組みを変え、直線
型モデルから循環型モデルへと移行するのを促すことが
できる。ファストファッションの買い控えや身につける素
材について賢くなること、あるいはファッション業界自体
でグリーン（または「持続可能」または「倫理的」）な仕事
に就くことができる（パナ2018）。図 4.2 は、より循環型
のファッション産業で必要とされる仕事の種類を示した
ものである。例えば、新しい素材を設計し、布を生産する
工場（および素材を廃棄または再利用する産業）を構築
するために、科学者やエンジニアが必要とされるだろう。
デザイン、生産、流通の一連の流れに沿って商品を移動
させるために、再生可能なエネルギーが使用されるだろ
う。服をデザインする人、素材を織る人、編む人、小売店
の店員は、サステナブルな商品をサステナブルなパッケ
ージで販売する必要があるのだ。

循環型経済はゆっくりと進行している（Centre for 
European Policy Studies,欧州政策研究センター 
2018）。企業、組織、政府が循環型経済の実現に注力
するために、7つの鍵となる要素（4つの中核的な要素と
3つの有効な要素）が必要である（UNEP 2019a）（図
4.3）。しかし、多くの種類の活動も循環型経済に貢献
する可能性がある。

「デジタル技術は、最近の進歩に
伴って仮想化、非物質化、透明性、
フィードバックに起因する知性を
根本的に高め、循環型経済への移
行を支える力を持っている。」
エレン・マッカーサー財団 2017c

「世界は、今成長して、後で汚染
を取り除くだけでは遅すぎるの
だ。今こそ、クリーンに成長し、グリ
ーン化する時である。SDGsは、す
べての人のための人間らしいやり
がいのある仕事と環境の持続可
能性を結びつけるというねらいを
明確に持っている。」
ILO 2018a



そして、間接的な循環型雇用
も忘れてはいけない。間接的
な仕事もまた、忘れてはならな
い。これらは直接的に循環する
仕事をサポートする 仕事であ
る。例えば、教師、宅配便、ジャ
ーナリスト、などなど。

hover	for	more	info

循環型経済の主要な要素
出典：UNEP（2019a）

図4.3

実現可能化要素 中核要素

共同価値創造のためにコラボレーションする:
ネットワーキング

 

7つの鍵となる要素

サプライチェーン全体、
組織内部、公共部門と連携し、透明性を高め、

共同事業を拡大する。

再生可能資源の優先
確実に再生可能、再利用可能、無害な資源が材料やエ
ネルギーとして効率的に利用されるようにする。

すでに製造されたものの維持と向上
資源が使用されている間は、維持、修理、
改良を行い、資源を最大限に活用する。
また、場合によっては、返品の取り組みで、
資源に第二の人生を与える。

廃棄物を資源として使う
廃棄物の流れを二次資源の源として活用し、
回収して再利用・再資源化する。

ビジネスモデルの再考
より大きな価値を創造する機会を検討し、
製品・サービス間の相互作用に基づく
インセンティブを調整する。

未来のためにデザインする
設計プロセスにおいてシステムの観点から適切な

材料の使用、適切な耐用年数、
将来の使用を考慮した設計を行う。

デジタル技術を導入する
デジタル、オンラインプラットフォーム、

テクノロジーを通じて、資源使用の追跡と最適化、
サプライチェーン内のつながりの強化を図る

インサイトを提供する。
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4.2.2	
グリーン・ジョブの台頭：技術と教育	

「今まさに、未来の仕事は形作られている- たとえ
それがどのようなものであるか、そのすべてに対して
どのように準備すればよいのか、まだわからなくと
も。」（Danger 2019; Elizondo 2019）。情報化さ
れた世界はすでに幅広いデジタルスキルを必要と
し、COVID-19のパンデミックはこの傾向をさらに強
めた。
1990年代半ばごろに始まったデジタル革命によっ
て第四次産業革命が起きた（Rideout 2017; Marr 
2018; Xu et al.2018)世界がこの第四次産業革命
に適応するにつれ、多くの人々の仕事が変化している

（McKinsey and Company 2017a; Climate-KIC 
2018）。私たち全員が 技術革命の影響を受けるだろ
う（International Institute for Environment and 
Development Environment and Development 
[IIED] 2017）。

特にCOVID-19のパンデミックは、「仕事をする場所」
の変遷を加速させた。業界にもよるが、テクノロジーを
フルに活用し、従業員を100％リモートワークの状態
に移行させ、オンラインミーティングを行うことで、無
駄な通勤や移動を回避している企業もある。 
- 不必要な通勤や出張を回避したことで、一部の企業
では、従業員の生産性が向上しただけでなく、従業員
が十分に休息し、また、従業員の精神的な健康状態に
も良い影響を及ぼしている。しかし、パンデミックが収
まったからといって、私たちは本当に従来の職場に戻
り、何度も出張して会議をする必要があるのだろうか。
本当に必要なのだろうか？私たち全員にとってより良
い中間地点を見つけられないだろうか？

男女格差が徐々に縮まっているため、仕事の世界も変

化している（ILO 2019a;
WEF 2019）。これまで女性の割合が少なかった仕事
にも、より多くの女性が就くようになった。(例えば変化
の激しいエネルギー部門において）。これらの女性は、
企業が高いレベルのイノベーションに到達し、包括的
な解決策を見出すのに役立つ（IEA 2019a）。
しかし、いくつかの職種における女性の割合について
は、まださらなる進展が必要であり、例えば、管理職や
指導的地位における女性の割合は増加する可能性が
あり、賃金格差は縮小する可能性がある（McKinsey 
and Company 2018; Zahidi 2019; Institut 

「 物理的領域、情報的領域、生
物学的領域の境界線を横断する
テクノロジーの融合が特徴だ」
(Schwab 2016)

「変化の力は3つの主要な側面
に影響を与えている。。仕事そのも
の、仕事をする人、そして仕事をす
る場である。」
Deloitte Insights 2019
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national de la recherche agronomique [INRA] 
2018a;)。化学工学業界は、インスピレーションを与
える教師が、若い女性をその分野での質の高い仕事
に導くことができることを示した。 (Business First 
Family 2019).

COVID-19の感染拡大は、
「4. 質の高い教育をみんなに」(SDGs)を確保する必
要があることが明らかになった。また、パンデミックの
ような緊急事態においても、生徒によって技術へのア
クセスや学習手段が異なることを考慮する必要があ
る。

図4.4に示すような環境に配慮した仕事への移行の
ために、若者は「グリーン」な知識、技能、コンピテンシ
ーを必要とする。UNEP は、Youth and Education 
Alliance (YEA!) および Higher Education 
Sustainability Initiative (HESI) と共に、大学、政
府、若者運動のパートナー、民間部門と協力して、デジ
タル技術を労働者にもたらすための支援を行ってい
る。高等教育機関に対しては、すべてのコースにサステ
ナビリティの授業を追加し、学生に発展的な学習やス
キルアップの方法を提供するよう求めている。グリーン
経済への移行において、スキルのミスマッチは大きな
問題点として指摘されています。グリーンな仕事の条
件を満たすには、持続可能な開発目標（SDGs）の環
境的側面も知らなければならない。
 (第2章2.3.1節参照）

「若者のためのディーセント・ジョブ」は、2016年に
開始された国連のイニシアチブで、若者のためのデ
ジタルスキル、質の高い実習生、若者のためのグリー

ン・ジョブ、農村経済における若者、若者のインフォー
マル経済からフォーマル経済への移行、脆弱な状況
にある若者、若者の起業、そして自営業に焦点を当て
ている（United Nation 2019a）。このプログラムは、

「SDGs 8」の目標8.5「2030年までに、若者や障害
者を含むすべての女性と男性のための完全で生産的
な雇用とディーセントワーク、および同一労働同一賃
金を実現する」の達成に貢献している。「特に発展途上国の新しい世代

が、明日の実社会で成功するため
のスキルを身につけられるために、
もっと多くの施策がなされなけれ
ばならない。この点で、正規教育の
達成度を高めることは、あらゆる
段階の教育を受けた若い男女に、
第4次産業革命時代の雇用市場
で求められるようなスキルを提供
するには必要だが十分ではない。
」
World Economic Forum, 2019
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	 知ってますか？
	
•	毎年1億3,500万トン以上の瓦礫を陸地に運ん
でいる米国では、建設・解体廃棄物が最も大きな
割合を占めている。(EPA	2003）	建設・解体廃
棄物が環境に与える影響は、驚くべきものだ。

•	2017年において、データサイエンティストは
もっとも過酷な仕事の一つである。(Forbes	
2017).

•	映画業界は、無駄な素材が多いと批判される
ことが多い。Paramount	Pictures	(Noah	
2014)	は、Allocco	Metal	Recycling(NY
のリサイクルサービス)	によって鋼材の100%を
リサイクルし、回収した。総量は450,000ポンド
と推定され、映画政策の中で約45,000ドルを
取り戻した（O´Brien	2014）。どうやら、映画製
作において「環境に配慮する」にはより多くのコス
トがかかるという神話は本当ではなさそうだ。

•	アプリケーションソフトウェア開発者は、現在、
最も困難な仕事のひとつである。だが、需要は多
い!	(Career	Cast	2018)

「政府機関、NGO、国際機関が
提供する技能訓練プログラムは、
技能の格差を埋め、若者に技能を
習得する機会を提供する重要な
手段である。対象を絞った職業訓
練プログラムが含まれ、また最近
では、効果的なコミュニケーション
と交渉、意思決定と問題解決、リ
ーダーシップ、個人の財務管理、批
判的思考などを中心としたライフ
スキルを若者に提供することを目
的とした訓練プログラムも増えて
いる。」
United Nations Department of Economic and Social 
Affairs [UN DESA] 2018



グリーン経済を支えるためには、科学技術や経
営に関する資格だけでなく、伝統的な専門技術
職や技術的な仕事を担う人々を含む熟練した労
働力が必要である。

グリーン・ジョブは
科学的な技能の
需要を増やす

環境に配慮した
技術的・工学的スキル

建築家と
プランナーのスキル

運用管理能力

システムスキル

複雑な問題解決スキル

モニタリングスキル

農業スキル

教育課程におけるスキル

基礎的なスキル;
複雑なものを含む

未来のグリーン・ジョブに必要なスキル
出典: Government of the United Kingdom 2011; Fedrigo-Fazio and ten Brink 2012; Consoli 2015; 
Vona et al. 2015; Maclean, Jagannathan and Panth 2018; Burger et al. 2019; Occupational Information Network (O*NET Online) 2019.

表4.4
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アグロエコロジーやアグロフォレストリー、生物多様性
の保全、グリーンルーフや都市農業、不要な消費の廃棄
物の削減、そして第四次産業革命の影響の削減など、持
続可能な開発、グリーン経済や循環型経済への移行、グ
リーンな仕事の機会といったテーマに関する新しい情報
は常にインターネット上で入手することができる。

多くのブログ、記事、レポート、ポッドキャスト、ビデオなど
が利用できる。

•	the	UNEP、FAO、	ILO、また他の国連機関と権
威

•	その他の国際的な団体(e.g.	OECD;The	
Forum	Network);

•	非政府団体	(NGOs)	the	International	
Union	for	Conservation	of	Nature	
(IUCN)、the	World	Economic	
Forum(WEF)	そして	the	World	Wide	
Fund	for	Nature	(WWF);

•	大学や科学機関のウェブサイト(e.g.	see	INRA	
2018b;	Africa	University	2019;	Qatar	
University	2019;	Ross	and	Kowarski	
2019;	U.S.	News	and	World	Report	
2019;	Woods	Hole	Oceanographic	
Institute	2019;	University	of	California	
Television	2019

•	国々の省庁その他の政府資料
•	YouTubeには、グリーン・ジョブをはじめ、思いつ
く限りのトピックの動画がアップされている。	

多くのウェブサイトが、グリーン・ジョブについて説明し、
その探し方を紹介している。中には、雇用主を紹介する
ものや、特定の求人情報を掲載しているものもある。
これらのサイトには、商業的な仕事と非営利団体

（Conservation Careersを含む）の両方が含ま
れている(Conservation Careers, Environment 
Jobs, Environmental Career Opportunities, 
EnvironmentalScience.org, the Global 
Recruitment Company, Green America, Green 
Choices, GreenJobs and LinkedIn.)。
国際的に展開しているサイト（Guardian JobsやNew 
Scientist Jobsなど）では、さまざまなカテゴリーの仕
事を紹介するだけでなくジョブリサーチや面接のアド
バイスを提供しているサイトもある。特定の国に焦点を
当てたサイトもあるが、環境志向の求人サイトは貴重な
情報源となる。たとえばConservation Careersは、世
界中の何百人ものプロの自然保護活動家へのインタビ
ューに基づき、「自然保護の職探しとキャリア探し」のた
めのガイドを無料でダウンロードできるようにしている

（Conservation Careers 2019）。
国際機関やNGOなどの非営利的なサイトで見つけた求
人には注意が必要だ。

応募者に金銭を要求する偽装採用詐欺が存在するから
だ（オックスファム2019や国連2019dでの警告を参照
のこと）。

一部の国では、若い人たち（そして年配の人たち）に対し
て、環境問題について学び、環境関連の仕事に就く準備
をするよう職業訓練などを通じて、グリーン・ジョブの雇
用市場に備えることを奨励している国もある（Maclean, 
Jagannathan and Panth 2017; Government of 
India 2019）。他の国では、公教育システムの中にこのよ
うな情報を見つけることが困難な場合がある（Trendov, 
Varas and Zeng 2019）。
GEO-6 for Youth調査（付属書1参照）に参加した若者
のうち、グリーン経済やグリーン・ジョブについて何らか
の知識を持っていたのは、わずか68％程度であった。約
32％はグリーン・ジョブについて何も知らず、学校、政府、
またはその他の情報源から、グリーン・ジョブを見つける
のに役立つ情報を持っていなかった。デジタルリテラシー

（または「e-literate」）があり、インターネットにアクセス
できれば、グリーン・ジョブやその他のトピックについて、
自分で多くのことを調べることができる。

世界の何百万人もの若者が、雇用市場で競争するため
に、基本的な（そしてより高度な）デジタルスキルを習得
するか、あるいはすでに持っているスキルを向上させる
必要がある（国連2019b）。特に、男女間のテクノロジー
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格差の問題の解消を進める必要がある（Gama 2018; 
Adams 2019）。忘れてはならないのは、雇用主が評
価するソフトスキルは、年齢に関係なく、家庭や学校、
前職で身につけたものであることだ（Whitman 2019
）。ソフトスキルには、適応性、自分自身や他人に対する
前向きな姿勢、チームで働く能力、時間管理のうまさな
どが含まれる（Dupuy et al.2018; Yate 2018; The 
Balance Careers 2019）。

さらに、例えば、大規模なオープンオンラインコース
(MOOC)(Bowden 2019; Open Learn 2019)を修了
するなどして、潜在的な雇用主の興味を引くような資格
を取得できるかどうかを調べてみよう。インターン、無給
の研修生、ボランティアとして働く機会も調べてみるのは
どうだろうか。

環境悪化を回避し、主要な生態系の保護と改善に関連
した繁栄のレベルに達するエコロジーを重視した社会
では、グリーン経済の利点として、質の高いグリーンキ
ャリアが含まれる(China Council for International 
Cooperation on Environment and Development 
2019).

「将来的に重要な仕事上のスキ
ルのトップ 10 のほとんどは、「ソ
フトスキル」と呼ばれる人間らしい
能力に重点が置かれています。こ
れは、共感力、社会性、感情的な
知性、そして、人間らしさといった、
体系化しにくい能力と特性、マイン
ドセット、判断力、デザインマイン
ド、センスメイキング、コラボレー
ション、コミュニケーションなどだ。
これらの能力は、トレーニングと実
践の両方、すなわち経験が必要で
ある。
このような環境では、労働者
の絶え間ないスキルアップが
ニューノーマルとなる。ソフト

スキルの5C、すなわち批判的
思考（Critical Thinking）、
創造性（Creativity）、好奇心

（Curiocity)、チェンジマネジメ
ント(Change management)、
協調(Collaboration)に関連する
能力が高く評価されるだろう。」
Whitman 2019
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https://youtu.be/tEy1KvGkV6I https://youtu.be/yDRX2iJNBwA

https://youtu.be/YO3iXAF8BVE https://youtu.be/WEBDJsucPvQ 

https://youtu.be/hNl3BKCSlpo https://youtu.be/HbXdbNd5urw 

「テクノロジー関連のスキルと非
認知ソフトスキルは共にますます
重要になりつつある。このスキルに
対して、政府、産業界、教育機関、
その他の関係者による革新的で
創造的なマルチステークホルダー
の協調による個人にとって最も有
用な新しいタイプの教育・トレー
ニングの提供の試みと投資の大き
な機会がある。」
world Economic Forum, 2018
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4.3 
全ての仕事が（より）グリーンになれるのか？

環境的に持続可能な世界を実現するために、すべての仕
事は最終的にグリーン、少なくともよりグリーンになる必
要がある。
自分のキャリアパスがその方向性かどうかを判断するた
めに、意図、アプローチ、そして環境へ与えるものの主に
3つのことに注目すると良いだろう。
情熱的な野生生物学者（意図）が、太陽光発電技術（ア
プローチ）を使って絶滅危惧種の研究と保護（環境へ与
えるもの）を行っていると想像しよう。
この意図、やりかた、結果に基づけば、彼らは間違いなく
グリーンな仕事をしている。環境面へ与えるものは、ある
仕事がグリーンであるか、またはグリーンになる可能性
があるかを判断する上で、おそらく最も重要な要素であ
る。
化石燃料やネオニコチノイド系農薬の生産に関わるよう
な、決してグリーンとは言えない仕事もあるが、多くの仕
事はグリーン、あるいは少なくとも「よりグリーン」なもの
になり得る。ヨーロッパ6カ国における最近の報告書で
は、これらの国々のグリーンとみなされる仕事はそれほど
多くないことがわかった。経済と現在の仕事のグリーン
化は、これまでのところ主に、既存の仕事の中で新しいグ
リーンスキルが使われることである（Cedefop 2019）。

何百万人もの労働者と企業にとって、グリーン・ジョブの
未来は現実のものとなるだろう。この技術革新が進むに
つれ …

「低炭素経済への移行は、新し
い 「グリーン 」な職業が生まれた
り、需要が高まったりすることで、
部門や職種を超えた構造的変化
を伴う。しかし、既存の職業の 「グ
リーン化 」が最も必要とされてい
る。このことは、カリキュラムの更
新や、教育・訓練段階での新しい
資格の取得が必須となる新しいス
キルセットが必要になることを意
味する。
これらの新しい「グリーンスキル」
は、非常に技術的で職務に特化し

たスキルから、資源の責任ある利
用といったより「ソフト」なスキルま
で、職種や階層、セクターを越えて
関連する可能性がある。経済の「
グリーン化」は、特にエネルギーや
資源の効率化、建設、製造などの
特定のセクターにおいてスキルの
ニーズを生み出すが、循環型経済
への移行は、全体に「グリーン」な
スキルのニーズを生み出す。」
world Economic Forum, 2018
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この変革の中で、私たちが「ロボット化」するのではない
かと危惧する人もいる（Schwab 2016）。また、第四次
産業革命と雇用のグリーン化は、イノベーションと進歩
の両方を達成し、ポジティブなものになると確信してい
る人もいる（Michalski et al.2017）。今後10年間で、直
線的な経済で働く労働者の数は、技術革新と世界経済
のグリーン化により、(場合によっては大幅に)減少すると
予想される（表4.1). 新技術によって、既存のどれだけの
仕事が（仕事の質と生産性の両方において）改善され、
いくつぐらいの仕事が（新技術も含むかもしれないが）グ
リーン化され、そしてどれだけの仕事がなくなるのかを知
ることは困難である。(ILO 2018a; WEF 2018).

図4.5は、特定のスキルがさまざまな分野で通用する
こと、そして多くの仕事をより環境に配慮したものにす
る可能性を示している。外側のリングは、9 つの伝統的
なキャリアパスを示している。内側の円の5つは、さまざ
まな職種の部門の例を示している。緑の部分は、イン
フラ、有形、無形、自然の4つのカテゴリーに分類され
ている。(American Geological Sciences Institute 
2019; Occupational Information Network 
[O*NET Online] 2019).

「デジタルと現実世界の境界線
が曖昧になりつつある中、牽引力
とスピードを増し、世界の仕組み
と生活が再設計、再構築、再発明
されている。」
world Economic Forum, 2018



9つの伝統的分野（外側の輪）と5つの職業
部門（内側の輪）、グリーンセグメントは4つ
のカテゴリーに分類されている：インフラ、
有形、無形、自然
出典: American Geosciences
Institute (2019). Adapted from

図4.5

伝統的な分野
法律、芸術、政策、、執筆、教育、医療、
科学、技術

いくつか

の仕
事
はよ
りグ
リー

ンになる
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4.3.1 
伝統的な仕事からグリーンで伝統的な仕事へ

既にグリーンな仕事（例えばナショナルジオグラフィック
2019に掲載されているもの）を見つけていても、あるい
はよりグリーンなものにできる仕事、職場、ビジネス（ヘ
イズ2019、マインドツールビデオ2019、ワード2019）
にいたとしても、あなたはグリーンで循環型の経済への
移行を支援することができる。音楽、法律、教育、その他
多くの分野を含め、従来のキャリアのほとんどは「グリー
ンになる」ことができる（Publicover et al.）

過去50年以上、弁護士は今日の社会を形成する
新しい環境法の制定に貢献してきた。これらの法律
は、確実に環境をより良くするために監視される必
要がある。それらの法律が、環境の目標を達成して
いない場合、弁護士はこれらの法律を形成し、変更
することもできる。また、人権弁護士は、移住を余儀
なくされ、天然資源を浪費している環境災害の影響
を受けている人 を々支援することができる。弁護士
は、環境の持続可能性を促進する新たな技術革新
のための特許の創出にも貢献することができる。し
かし、企業間の競争を制限するような特許の付与
によって、イノベーションが阻害されないように注意
する必要がある。環境犯罪を起訴する弁護士は、環
境破壊の原因となりうる人々を取り調べる。環境正
義、それはグリーンなことだろうか？もちろん、法律
の専門家が説明責任と一貫したガバナンスを考慮
する限りは、そうだ。
そうすることで、法律の適用に一貫性のなさから地
域社会に複雑なメッセージを送ることを避けること
ができるのである。ガバナンス・システムと環境管理
の詳細については、UNEP Environmental Rule 
of Law report (UNEP 2019c)をお読みくださ
い。

弁護士はグリーンになれるのか？



伝統的な教育手法、ジャーナリストとしての仕事、視聴
覚コンテンツのデザインによって、教育者は、彼らが共有
したいと感じたもののストーリーを作る手助けをする。
彼らに共通して持っているものの一つは、物語ることの
技術である。教育者は、環境問題に対する意識や知識を
高め、若い人たちに異なる考え方を教える上で重要な役
割を果たすことができる。循環型経済への移行に伴い、
教育やトレーニングのニーズは、そのニーズを規定する
仕事とともに進化していくだろう。教師（ストーリーテラ
ー）は、若い人たちがこの変化に対応できるよう、早い時
期に批判的思考の種を蒔き、将来の労働力を準備する
重要な役割を担うことになるだろう。

Green Teacherは、6歳から19歳までの若者の環境意
識を高めるために、学校内外の教育者を支援する非営
利団体である。もう一つの組織、Climate Trackerは、世
界中の8,000人以上の若い気候ジャーナリストを奮起
し、訓練し、指導してきた。

教育者やその他の語り手はグリーンになれるのか？

Sea Legacyは、ビジュアルストーリーテリングの力を
利用して、海洋種と生息地を保護し、持続可能な漁業を
促進するための解決策を示す。自然保護、写真、コミュニ
ケーションにおける経験とソーシャルテクノロジーを組
み合わせることで、海の健全な未来の構築に貢献してい
る。メディアネットワークを通じて、この組織は20億人以
上の人 を々刺激し、無関心を行動に変えてきた。このオン
ラインビデオを見て、#TurningTheTideにご参加くださ
い。
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ミュージシャンはエコになれるか？

音楽は、言葉の壁や地図上の境界線を超える力を持つ
ユニークなものである。音楽の力は、人間が感情を表現
する方法と生来的に同期しているのだ。しかし、グリーン
スピリットを持って音楽を活用するにはどうしたらいい
のだろうか？

Alex Paullinは自らを「音楽自然保護主義者」と呼んで
いる。2015年、彼は「コンサベーション・ミュージック」を
構築するための旅を始めた。彼のミッションは、「音楽の
触媒としての力を通じて環境教育を提供するミュージシ
ャンと若者ボランティアのグローバルなネットワークを
構築すること」である。コンサベーション・ミュージックの
理念である触媒としての力は、音楽が言語よりも多くの
脳の領域を活性化することを示す神経科学的な研究に
基づいている。コンサベーション・ミュージックは、「音楽
の持つ印象的、感情的、統一的な力が、人類、自然、社会
の調和に貢献する」というビジョンを持って、このミッシ
ョンに臨みたいと意図している。

エジプト人ミュージシャン、デザイナーのShady Ralab
は、廃棄物を楽器という宝物に変えてきた。「私の夢は、
ゴミ収集員として働く子どもたちを集め、ゴミから楽器を
作る方法を教え、バンドとして音楽を演奏することであ
る。このプロジェクトは、ゴミの革新的な利用を通じて子
どもたちに力を与え、アートと音楽を媒体として、地域社
会や家族、子どもたちの関係を育んでいくものだ。
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4.3.2 
課題をチャンスに変える

第1章では、若者にとって重要な環境課題を、食料システ
ム、エネルギーシステム、廃棄物システムの3つのテーマ
で取り上げた。第3章では、再びこれらのテーマを取り上
げ、これらの環境課題にどのように個々の行動で取り組
むことができるかを検討した。本章では、これらのテーマ
を再び取り上げ、これらの環境課題がどのようにチャンス
になりうるかに焦点をあてて見ていくことにしよう。

食料：シンプルな解決策も大きな影響につながる

「農業の労働力は世界的に高齢
化が進んでいるが、農村部の若者
の失業も深刻な問題だ...。農業は
人材が必要な成長分野だ。農業
は、世界最大の課題に取り組むた
めの鍵である。そして、イノベーシ
ョンとチャンスに満ちた分野でも
あるのだ。」
Farming First 2013

「アフリカの大部分では、農業は
イメージの問題を抱えている。アフ
リカの多くの人々にとって、農業は
貧困と同義語だ。だから、親が自
分の子どもに農作業をさせたがら
ないのも無理はない。しかし、状況
は変わり始めている。アフリカのミ
レニアル世代は、教育を受けた若
者は皆、専門的なデスクワークを
目指すべきだという考えを払拭す
るため、ますます多くの活動を展
開している。アフリカで大学を卒業
した後農業が大陸の長期的な経
済の可能性と成長の鍵を握ってい
ることを理解し、農業を職業に選
ぶ人が増えている。」
Farming First 2013
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“農業による食料生産は、持続可能な開発に到達
し、気候変動に対応するための闘いの最前線にあ
る（Searchinger et al.2018; Searchinger et 
al.2019)

「発展途上国や新興国の人口の
およそ5分の1は若者だが、世界
の多くの地域において、農業部門
は世代交代が間に合っていない。
農業は雇用機会の宝庫であるに
もかかわらず、若者が農業に従事
することは難しく、家族農業に伴
う重労働や報酬の低さから彼らは
農業を敬遠している。また、農業に
必要な資源やサービス、資金調達
の仕組みへのアクセスという点で
も大きな障壁に直面している。こ
のため、都市化の傾向が強まり、
新たな機会を求めて農村から移
動する若者が増えている。」
FAO, 2019a
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この戦いは、若者の協力なしには勝ち目がない
（Nyasimi and Kosgey 2017; Freeman and 
Mungai 2018）。農業従事者の高齢化が進む一方で、
世界の多くの地域で、農村部の若者（特に若い男性）
が農業に背を向け、より流動的な生活や都市での生
活を選択しつつある（Uraguchi and Alandu 2017; 
Schulz 2019）。同時に世界中で、数百万人の若者
が失業している(United Nations Department of 
Economics and Social Affairs [UN DESA] 2019
）。急速に変化する世界において、また適切な状況下
では、農業、漁業、養殖業（およびその他の種類の農
村部は、それ自体が満足できるグリーンな仕事を提
供し、環境的に持続可能な方法で地球に住む人を養
うことに貢献できる)（Gay 2017; Mukhebi 2017; 
Bezahler 2019; ILO 2018c; International Fund 
for Agricultural Development [IFAD] 2019

「現在、12億人の仕事が健全な
環境の効果的な管理と持続可能
性に直接依存している。特に、農
業、漁業、林業の仕事は空気や水
の浄化、土壌の更新と施肥、受粉、
害虫駆除、極端な気温の緩和、嵐
や洪水、強風からの保護などの自
然プロセスに依存する。環境の悪
化で、これらの生態系サービスと
それに依存する仕事が脅かされ
る。」
(ILO2018a)
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 デジタル技術は農業や農村部の雇用に新たな機会を
与えているが、先進国や途上国の一部では、インターネ
ットやブロードバンドへのアクセスに問題が残っている

（Radoš 2019; World Bank 2019）。アフリカでは、
農業における情報通信技術（ICTs）利用の障壁は、イン
フラ（45％）、文化的に適切かつ関連性のあるリソース
の利用可能性（22％）、情報源を見つける場所を知るこ
と、技術リテラシー、コスト（各11％）の3つが主要分野
だった（フリーマン2019年）。また、スマートフォン、リモ
ートセンシング（衛星画像）、ロボット、AIの利用により、
農業はより高度化している（De Clercq, Vats and Biel 
2018; Rotz et al.) 今後10年間、アグリフードシステム
には大きな変化が予想され、主にデジタル技術などのイ
ノベーションに加え、消費者が求める食品の種類の変
化、オンラインショッピングの影響、気候変動などの要
因によってもたらされる。（Trendov, Varas and Zeng 
2019）若者は、年配者よりも新しいアイデアを素早く理
解し、その新しいアイデアを導入したり試したりする用
意があることが多い。若者がデジタルリテラシーを持ち、
インターネットへのアクセスが良好であれば、伝統的な（
古い）農法と新しいやり方の橋渡しをすることができる。
しかし、思慮深い方法で世代を超えて知識を共有するこ
とは非常に重要である（FAO 2019a; Foote 2019）。
食品システム（農家、包装、取引、輸送）で働くとき、どの
ようにポジティブな変化をもたらすことができるかを決
めるのは、あなたの手にかかっているのだ！。いくつかの

簡単な行動は、農場そのものと食品流通の両方で、大き
な変化をもたらすことができる（Box 4.3）。農地の整備
方法を変えることで、雑草を抑制し、化学除草剤の使用
を減らす、または避けることができ、作物の収量を向上さ
せることができる（Oshunsanya 2013）。また、植え付
け日を変更することで、収量の増加につながることもあ
る（Wolf, Outtara and Supit 2015）。環境に配慮し
た農業とは、水、肥料、農薬（農業投入物）の使用量を減
らすことである。作物への灌漑は、世界の水使用量の70
％を占めている。灌漑を賢くスケジュール化することで、
膨大な量の水を節約することができる（Sun and Ren 
2014）。灌漑技術が不十分なため、私たちが食べる食
品には非常に大量の水（「バーチャルウォーター」）が含
まれている（Box 4.5）。農業は、より「土地効率的」（つま
り、今ある農地でより多くの食料を生産する必要がある）
かつ「水効率的」なものにならなければならない。

農業に使う土地には、それぞれ課題がある。1つのサイ
ズですべてに対応する」解決策はない（Riensche and 
Jakhar 2019）。しかし、農業が直面する「3つの課題」

（OECD 2019）、すなわち生産される食料の量と質の
向上、食料廃棄物の削減、そして農業をより環境的に持
続可能なものにするための方法について、世界のあらゆ
る地域から良いアイディアが生まれている。現在、温室効
果ガスの排出を減らし、気候変動に適応するための措置
を取りながら、農業が環境に与える影響を軽減する方法

「今日の農業は、農家が単に種
をまき、牛を飼い、魚を捕ることよ
りも、はるかに多くのことが必要
だ。70億人以上の人口に必要な
食料を生産するためには、生態系
全体と多くの関係者の協力が必要
だ。」
Farming First
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多くの食品が無駄にされているかを目の当たりに
しました。現在、FRNは230の大学で活動してお
り、300万ポンド以上の食品を回収して寄付して
いる。サイモンは問題を発見し、それに対処し、自
らのグリーンキャリアにつなげたのである。

Box 4.3 
Ben Simon: 不完全な生産物

毎年、米国で栽培される果物や野菜の 20%が、
見た目の問題で農場を離れられないでいる。これ
らの「見た目の問題」は、その品質、味、栄養価に
影響しない。これは直線経済的な考え方である。
ループを閉じて循環型経済へ移行するには、「廃
棄物になるはずのもの」を利用する方法を創り出
す必要がある。Imperfect ProduceのCEO兼共
同設立者であるベン・サイモンは、手頃で健康的
な食品を皆の手に届けるための新しい方法を見
つけた。2015年以来、彼は4000万ポンド以上の

「醜い」農産物を回収し、200万ポンド以上をフ
ードバンクや非営利団体パートナーに寄付し、1
万世帯の低所得者に毎週割引価格の農産物ボ
ックスを提供している。Imperfect Produceは、
農家から「醜い」廃棄物を買い取り、30～50パ
ーセントの割引価格で販売し、食品廃棄物を減
らし、顧客に手頃な価格の食品を提供している。
サイモンは、Imperfect Produceの前に、2011
年にFood Recovery Network（FRN）を共同
設立している。大学生だった彼は、食堂でいかに

がある（例：Farming First 2019b; UNFCCC 2019）
。FAOの新しい報告書「Youth in Motion for Climate 
Action！」では、農業が気候変動の影響に対処するため
の、若者に焦点を当てた、若者主導の方法について述べ
ている（FAO 2019b）。
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Box 4.5 
私たちはどれだけの水を摂取しているのだろう
か？

肉を食べる場合、その肉の元となる動物に食べさ
せた作物を育てるために使われた水も「食べて」
いることを忘れないでください（Mekonnen, and 
Hoekstra 2010; Harvard T.H. Chan School 
of Public Health 2019a）。もし肉は食べたく
ないが、それでもタンパク質が必要な場合はどう
すればよいのだろうか。多くの研究で、植物性タ
ンパク質が動物性タンパク質と同じくらい良いも
のであることが示されている（例：Harvard T.H. 
Chan School of Public Health 2019b）。一
部の人はすでに、植物由来の製品、培養肉、持続
可能な魚介類の代替品、または昆虫タンパク質の
生産など従来の肉のない食品産業に出会っている

（Reuters Plus 2018; CB Insights 2019）。

Box 4.4 
都市農業：食べ物だけでなく、雇用創出にもつな
がる

都市農業は、より良い都市環境の創造を助け、都
市生活者に新鮮で栄養価の高い食べ物を提供
する上で、重要な役割を担っている。また、都市に
新たな雇用をもたらす。バルコニー、 屋根、 中庭、 
あるいは放棄された都市空間を都市庭園に変え
ることは、 都市農家、 建築家、 造園デザイナー、 
エンジニア、 建設業者の仕事が生まれることを意
味する （Sprecht et al.2014; Baratta 2019; 
Molga 2019）。



生産に必要な
水の量(単位L)

牛肉の

卵
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豚肉 鶏肉
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それぞれの食材1kgを
生産するのに必要な水
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出典;Adapted from 
Mekonnen and 
Hoekstra(2010) and 
Armstrong(2017)

図4.6
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Box 4.6 
昆虫は我々の味方である

昆虫は「食物連鎖を支えている」（Addison 
2015）。昆虫がいなければ、地球の食糧供給は
さらに制限される。多くの昆虫は受粉媒介者で
あるため（第1章、ボックス1.5参照）、もし昆虫が
存在しなければ、作物は苦境に立たされるだろ
う。新鮮な果物や野菜を食べることができなく
なり、絹やハチミツといった製品も消えてしまう
だろう。この20年間で、ミツバチなどの受粉媒介
者の個体数は大きく減少している（Carrington 
2018; Vanderplanck et al.2019）。若者など
は、屋上やバルコニーにある自分の庭から始め
て、養蜂家になることを考えることができる。ミツ
バチの世話やハチミツの販売についてもっと知り
たい方は、以下の動画をご覧ください。

米国では、「Beescape」というオンラインツール
を使って、さまざまな花や木や殺虫剤による毒素
の量、野生のハチの営巣地がある場所などの情
報を共有することができる。

youtube.com/watch?v=eA9_UBPd_OA https://www.youtube.com/watch?v=gyFPD8mjpZE

小型のドローンを使って人工的に植物の受粉を
行うこともできるが、その利用はまだ広まってい
ない（Boffey 2018; Knight 2019）。
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廃棄物：明日の資源

リニア（「取る・作る・捨てる」）経済では、廃棄物はさまざ
まな方法で分類することができる。例えば、家庭廃棄物
は、液体、固体、有機物、リサイクル可能な物、有害な物
の5種類に分類することができる（4 Waste Removals 
2016）。これらの異なる種類の廃棄物は異なる方法で
処理することができるとしても、私たちは廃棄物の処理（
多くの場合、埋立地に持ち込むことを意味する）に焦点
を当てるべきではない。それよりも、それぞれの製品を
作るために使われた資源と、製品が廃棄物になっている
ことを意識することが必要である。循環型経済では、廃
棄物は別のプロセスの原材料になる。製品のライフサイ
クル全体（採掘、原材料の加工、製造、流通、最終処分
まで）で資源を効率的に使用することは、持続可能な開
発とグリーンで循環型の経済に到達するために非常に
重要なことだろう。資源フットプリントの報告書”Mind 
Your Step”（Friends of the Earth 2015）では、さま
ざまな製品の製造方法を考慮することで、土地と水の
使用量を大幅に削減できることがわかった。この調査で
は、典型的な革製ブーツと平均的なスマートフォンを生
産すると、それぞれ25,000リットルと13,000リットル近
くの水を使うことを明らかにしている（図4.6、図4.7）。毎
年、世界的に大量のモノが生産されるなかで、循環型デ
ザイン（「4.2.1」参照）や廃棄物管理の分野には、非常に
重要な仕事がある。リユースとリサイクルは、そのままで

は捨てられるかもしれないものを再利用する2つの方法
だが、私たちの目標は、ものを再利用する必要性をも完
全になくすことであるべきだ。一方、リユースの成功例と
して、「携帯型リサイクルプラント」であるTrashpresso 
machineがある（Nuñez 2018）。また、インドネシアで
は、「廃棄物をビジネスにする」若い起業家も出てきてい
る。賢い起業家によるいくつかの廃棄物リサイクルの取り
組みも、Box 4.7で紹介している。食品ロスの削減（Box 
4.8）は、より多くの資源を使わずに人々が食べる量を増
やすことにもつながる。また、食料を増産するための新た
な土地の必要性を減らし、農業に使用される「仮想水」
の量を減らすことができる。これは、三重の好結果だ
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綿のシャツ 

5500mm33  のの土土地地

革革ににすするる牛牛をを飼飼育育すするるののにに
必必要要なな土土地地

44..22mm33  のの土土地地

綿綿をを育育ててるるたためめにに必必要要なな土土地地

1組の革靴

1144,,550033LLのの水水

牛牛をを育育ててててななめめすすままででのの
過過程程でで使使うう水水

33,,990000LLのの水水

綿綿をを染染めめ、、洗洗浄浄すするる
たためめにに使使わわれれるる水水

	 知ってた?

•	革靴の製造には約14,500リットルから25,000
リットルの水が、Tシャツには約3,900リットルの
水が必要なのだ。

それぞれの食材1kgを生産するのに必要な水の量
出典: Bawden（2015）、Friends of the 
Earth（2015）より作成。

図4.7
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金金額額
(億ドル)

量量
(千トン)

金

プラスチック

銅

アルミニウム

鉄

パラジウム

銀

0.5

12,200

2,200

16,300

2,500

0.2

1.6

228

182

115

44

44

41

11

金金額額
(億ドル)

量量
(千トン)

金

プラスチック

銅

アルミニウム

鉄

パラジウム

銀

0.5

12,200

2,200

16,300

2,500

0.2

1.6

228

182

115

44

44

41

11

	 知ってた?

•	世界中で毎年5,000万トンのE-wasteが生み
出されている。その価値は620億ドル以上である

（ILO 2019b）。

e-wasteの採掘 
世界の e-waste に含まれる原材料の潜在的な
価値と量 2016
出典: Baldé et から引用。

図4.8

総合
66.8億ドル
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Box 4.7 
廃棄物リサイクルの先進的な取り組み

Bilikiss Adebiyi Abiola - WeCyclers
ナイジェリアのラゴスに拠点を置くWeCyclers
は、若いナイジェリア人女性、Bilikissによって設
立された。WeCyclersの廃棄物回収員は、自転
車を使って各家庭から廃棄物を回収している。ゴ
ミを回収した家庭にはポイントが与えられ、その
ポイントは商品と交換できるとともに、街のゴミ
問題解決にも貢献している。

Tom Szaky - TerraCycle
Tomは20歳のとき、廃棄物の回収とリサイクルを
行う小さな会社を設立した。現在、彼の会社は20
カ国以上で展開し、8000万人以上の人々を雇用
している。

Sifiso Ngobese - 
Unconventional Media Solutions
Sifisoは、3人の子どもを養うためにゴミを集めて
いた女性に触発され、南アフリカのヨハネスブル
グでこの会社を立ち上げた。Unconventional 
Media Solutionsは、非公式な廃棄物収集者に
仕事を提供し、彼らの副収入源となっている。



167

4 あなたのキャリア選択の問題－違う考え方をしよう！

Box 4.8 
食品ロスはどこで起きているのか?

食品ロスは、世界の食料安全保障の課題であ
る (MacArthur 2019)。食品廃棄物やロスを減
らす、あるいはなくすのに役立つ可能性のある解
決策、革新策、新技術についてさまざまな段階で
考え始めることができる。（Chapter 3, Section 
3.4.1）もしかすると次の素晴らしいビジネス（また
はアグリビジネス）のアイデアが見つかるかもしれ
ない。



農場でのロス　20% 農場での保存段階　20% 加工段階　5-20%

世界中の都市のゴミ(MSW)
20億1000万t

北アメリカ	
2億8900万t

ラテンアメリカ、
カリブ海地域	
2億3100万t

中東、北アフリカ
1億2900万t

ヨーロッパ、中央アジア	
3億9200万t

東アジア、太平洋地域
4億6800万t

南アジア
3億3400万t

サブサハラアフリカ	
1億7400万t

輸送段階　5-15% 店での販売　1-15%

食品ロスはどこで起きているか
出典: FAO (2019c); Hoornweg and Bhada-Tata (2012);Gill (2018); Yara (2018), ReFED (2019).

図4.8
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エネルギー 生活のために

私たちが今日行うエネルギーの選択は、経済的にも
環境的にも長い耐用年数を持つことになるだろう。世
界のエネルギーの分野は進化しているが、エネルギ
ーの生産と消費の方法は、依然として多くの環境破
壊を生み出している（BP 2019; IEA 2019b）。食料
や廃棄物のシステムと同様に、エネルギーシステムを
より循環させることは、大気の質を守り、気候を安定
させ、土地の劣化や生物多様性の破壊的な損失を減
らし、さらに海や淡水資源を守ることにつながる(the 
Introduction to Chapter 1)。

「エネルギーの生産と利用におけ
る対策により、約600万人の雇用
が失われる一方、約2400万人の
雇用が創出される。エネルギーミ
ックスの変化、電気自動車の利用
拡大の予測、既存および将来の建
物のエネルギー効率向上などのサ

「低炭素社会の実現に向けた経
済成長計画において、雇用の機会
は重要な課題である。多くの政府
は、まず排出量を削減し、国際的
な気候変動目標を達成するだけ
でなく、より広い社会経済的利益
を追求するために、再生可能エネ
ルギーの開発を優先している。」
International Renewable Energy Agency 
[IRENA], 2019a 

ステナブルな取り組みが世界中で
の約1,800万人の雇用機会をも
たらすだろう。」
ILO, 2018a 
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 知ってた

• 太陽光発電産業は再生可能エネルギー最大の
雇用者を抱える部門であり、全雇用の3分の1を
占め、オフグリッドソーラーの販売の増加は、これ
まで孤立していたコミュニティにおけるエネルギ
ーアクセスの拡大や経済活動の活発化につなが
る。

• 2018年、バイオ燃料の雇用は6％増の210万人
に達した。ブラジル、コロンビア、東南アジアなど
の地域では、燃料用のバイオマスを供給するため
の労働集約的なサプライチェーンがあった一方、
米国やEUでの作業はより機械化されていた。

• 水力発電は、自然エネルギーの中で最大の設備
容量を持つ。現在、210万人が直接雇用されてお
り、その3/4は運用・保守に携わっている。

• 再生可能エネルギー分野では、科学・技術・工
学・数学（STEM）職、非STEM技術職、事務職の
うち女性が32％を占めているのに対し、石油・ガ
ス産業では22％となっている。

     Source: IRENA 2019a; IRENA 2019b.

「23カ国は、再生可能エネルギ
ーの利用拡大、カーボンプライシ
ング、グリーン製品補助金、グリー
ン雇用などの政策をもとに、経済
成長とGHG排出量のデカップリン
グに成功した。持続可能な環境の
実現はディーセントワークの進展
と並行して達成することが可能で
ある。」
ILO 2018a

世界の温室効果ガス排出量を今すぐ削減し、平均気温
が1.5℃以上上昇するのを阻止するには、エネルギー
効率をさらに高め、化石燃料を地中に残し、電気自動
車に早く切り替え、再生可能エネルギーを利用する必
要がある。各国が化石燃料への依存を減らす方法は数
多くある（UNEP 2019d）。再生可能エネルギー産業
は急成長しており、再生可能エネルギーのコストは数
年前の予測よりも急速に低下している。現在、再生可
能エネルギーは世界的に化石燃料に次ぐ電力供給源
となっている。International Energy Agency（IEA 
2019c）によると、世界の発電に占める自然エネルギー
の割合は、現在から2024年の間に26％から30％に
増加すると予想されているが、この転換速度はまだ十
分ではない。この増加分の60パーセントを占めるのが
太陽光発電（PV）である。住宅、商業ビル、産業施設に
太陽光発電システムを設置することは、おそらく今後5
年間で本格化し、住宅に設置される太陽光発電システ
ムの数は、2024年までに倍以上の約1億個になると予
想される。
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持続可能なエネルギーの未来には、新しい発想が必要
である。化石燃料の使用をやめながら、世界のエネル
ギー需要の増加（2050年までに50％以上）に対応す
るために、若い頭脳が必要だ。
また、エネルギーはどこの誰にでも同じように使われ
るわけではないことも忘れてはいけない。このIn Plain 
Sight online video は、「明るい光があって人がいな
い場所と、人がいて明かりがない場所」を夜間の衛星
画像でうつしている。

	 知ってる？

• 世界の再生可能エネルギーは、2017年に1030
万人、2018年に1100万人に雇用を提供した
(IRENA 2019b)。

5000 1 000 1 500 2 000 2 500 3 00 3 500雇用者数(千人)

風力

液体バイオ燃料、
固体バイオマス、

バイオガス

水力
(大規模、小規模)

地熱

太陽光発電、
太陽熱冷暖房、
太陽熱発電

一般廃棄物・産業廃棄物

潮力、波力、海洋エネルギー

その他

1 514

93

34

28

1

8

1 148

807

780

344

290

Source: IRENA jobs database.

Note: Others includes jobs which are not technology specific.

3 365

1 931

雇用1030万人
((22001177年年))

世界の再生可能エネルギー産業での雇用 2017
出典; IRENA jobs database

図4.10
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4.3.3 
Young people as green entrepreneurs – be your 
own boss!

情報化時代は起業家時代でもあり、、、

、、、「才能が組織や国の重要な
差別化要因となる時代」 
(Prising 2016). 

今日、ビジネスのあらゆる場面で、革新的なアイデアを
導入する方法がある。新しいエネルギー効率の高いデ
バイスの設計や発売、「シェアリングエコノミー」への参
加の模索（BSR 2016、Gower 2018）、「アップサイ
クル（創造的再利用）」（Petro 2019）、「バーチャル化」

（Larsen and Makarios 2018）など、これまで以上
に簡単にビジネスを始めることができるようになった。
また、COVID-19によるパンデミックから私たちの仕事
の形態は変化し、
オンライン労働市場（Pelletier and Thomas 2018）
とシェアリングエコノミーの成長によって、フルタイムの
仕事が減り、フリーランサーや起業家が増え、より柔軟

風力

エネルギー貯蔵

太陽光エネルギーヒートポンプ

水力

バイオエネルギー

地熱エネルギー

再生可能エネルギー源(風力、太陽光、水力、バイオ、地熱) と技術(ヒートポンプとエネルギー貯蔵)
出典; SlideModel(2019)

図4.10
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に時間を使うようになった。COVID-19は、多くの人が
自分自身を再創造し、自宅で自分のプロジェクトを立ち
上げる機会を与えてくれた。
同じような考えや情熱を持つ人々が集まり、環境に良
い影響を与えるようなビジネスのアイデアを出し合う、
多くの可能性が広がっている。
社会起業は、自分の意見を伝え、社会に変化をもたら
す新しい方法となり得る（UN DESA 2019b）。あな
たや他の人の情熱が燃え上がれば、新しいグリーンジ
ョブを生み出すことができる。インスピレーションを得
るために、図 4.12 の地図上の例を見てください。例え
ばKhalid（図 4.13 参照）のように、あなたもグリーン
な仕事を見つけたり、作ったり、自分の仕事をよりグリ
ーンにすることができる。オランダのBoyan Slatさん
のショートキャリアを見てみよう。2011年、ボーヤン
は16歳のときに、プラスチック製のゴミを処理するア
イデアを思いついた。2011年、16歳だったBoyanは、
海からプラスチックのゴミを取り除くアイデアを思いつ
いた。2年後、彼はNGO「Ocean Cleanup」を設立し
た。Boyanのシステムの問題点は、1回目と2回目のミッ
ションで解決され、2019年の3回目のミッションで彼
のアイデアが機能することが示された（Boffey 2019）
。
若い女性が自分の組織を率いることを夢見る場合、性
別に基づく障壁に直面することがある。女性起業家に
とって、伝統的な性別の役割や文化的・社会的な態度

は、いまだに自分の道を見つける妨げになることがあ
る。歴史的に見ても、女性起業家は創業融資や資本を
見つけるのが難しく、自己資金に頼ることが多かった
のだ。多くの研究が、セクターや事業規模にかかわら
ず、担保要件や金利が高いなど、銀行による融資に性
別の差があることを指摘している（Halabisky 2017; 
Government of the United Kingdom 2019a）。

「若者に早い段階から起業を考
えるよう促すことは極めて重要
です。残念ながら、子供の頃から
定着した性役割意識の固定観
念が起業に踏み切る選択を含め
て男女のキャリア選択に永続的
な影響を与える可能性がありま
す。」 
(Government of the United Kingdom 2019a).

図4.13 世界各地で若者たちがプロジェクトを展開し

ている例。白い点をクリックすると各地域のプログラム
と対応するSDGsの目標が表示されます



世界中の若者によるグリーン起業プロジェクト図4.12



行動に移す

あなたのアクションは
どんなもの？

どんな目標を
選びますか？

パッション

あなたの情熱に
気づいていますか？

スキル

見つける

スキルと知識をどこで
見つけられますか？

情熱を実現するために
必要なスキルを
知っていますか？

行き先を
きめる

どうやってグリーンな職を見つけるか、創り出すか？ 5つの質問がその答えの助けになる図4.13
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4.4  おわりに

SDGsの達成のためには、環境と社会のための目標達
成のために行動しながら、若者の雇用機会を創出する
ことが必要不可欠である。若者の失業や不完全雇用、
働きがいのある仕事の必要性(特に農村部の若者の場
合)は、今後10年間で重要度を増す世界的な課題だ。
そして同時に、環境問題や気候変動は将来の雇用に対
する深刻な脅威となり、すでにある不平等をさらにひど
くする可能性がある。

直線型経済から循環型経済への移行は、今までに無
い仕事を作り出す。しかし、そこへ到達する前に、私たち
は変革に向けていくつか重要なステップを踏まなけれ
ばならない。エコ・イノベーションへの移行と支援・改善
を受けた教育(職業訓練を含む)を伴うグリーン・テクノ
ロジーの活用が極めて重要になる。質の高い教育とイ
ンターネットへのアクセスの不平等さは、COVID-19
のパンデミックを通して決定的かつ制限的な要因であ
ることが判明した。

適切なスキルと資源なしには、グリーンな仕事への移
行は達成されない。若者は良質な情報源にアクセスし、
このグリーン・ジョブの雇用市場において新しい知識、
スキル、コンピテンシーが必要とされていることを予測

しなければならない。未来の新しい仕事がどのようなも
のかわからないが、グリーン・ジョブのスキルを向上さ
せることで、若者は現在のスキルを将来の雇用市場に
合わせて適応する興味深い機会を得ることができる。

直線型経済から循環型経済への移行の中で、世界の
若者はイノベーションをお越し、インスピレーションを
与え、最も困難な環境問題を解決する方法を手にする
ことができる。読者の多くは今後数年のうちにキャリア
の洗濯をすることになるだろう。本章で紹介した持続
可能な資源利用、製品ライフサイクル設計、廃棄物管
理といった分野で活躍されることを切に期待する。その
上で、グリーンなキャリアの実現のためには以下のこと
を知るべきである。

• 新しいグリーンな経済と循環型経済ですでに存
在する、あるいはこれから生まれる雇用と起業の
機会

• グリーン経済や循環型社会の中に存在しうるが
まだ存在していない雇用や起業の機会

• これらの新しい雇用において優位に立つために
必要な教育、スキル、能力

• 必要な教育、スキル、能力を得る助けになる教育
機関

この変化のスピードと私たちの直面するリスクや不確
実性を考えると、将来解決しなければならない問題を
全て予測するのは不可能である。社会の福祉とイノベ
ーション主導の開発を優先する新しいタイプの循環型
社会と、SDGsの達成のためのさまざまな手法の駆使
を通じてこの世代の中で健全な地球と人々の状態が
可能になると望むことができる。あなたのグリーンな(あ
るいはグリーン化していく)キャリアの選択は、将来のみ
ならずあなたの家族の未来、ひいては私たち世界の未
来にも大きな影響を与えることだろう。
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私たちのキャリア選択は	 根強く残る環境問題の解決に役立つと同時に新たな
可能性が切り拓かれる

環境の保全と再生に貢献する働きがいのある人間ら
しい仕事である

新しい原材料の調達、製品ライフサイクルの設計、持
続可能な消費パターン、廃棄物削減が達成されるこ
とで来たる循環型経済における損失のループが解消
され利益率の向上につながる。

環境と私たちの消費パターンとの関連性を若者に理
解してもらうことができる

地球の未来に影響を及ぼします

新しいスキル、トレーニング、教育が必要である

循環型経済の構築によって

次の、4つの分野において新しいキャリアの
創出が期待され

グリーンジョブとは、

持続可能性について意識している教師は

新しい雇用に対応するためには

チェックポイント 5
このマッチ&ドロップクイズはインタラクティブ版で体験可能。

点と点を結んでください
世界中の人々の直面する環境問題
についての知識をチェックするため
に左の列の用語と右の列の記述を
結んでみてください。
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今後の展望

GEO-6 for Youthは、GEO-6 の主要報告書で強
調された急速に変化する環境問題について検討しま
した。特定された主要な課題は、食糧、エネルギー、
廃棄物システムが環境と健康に与える影響に関する
もので、今日の若者が直ちに警戒する必要があるも
のでした。私たちは、今日の若者として、革新的で環
境的に持続可能な解決策に取り組むことで、これら
の課題をチャンスに変える可能性と勇気と強さを持
っています。この課題の緊急性から、私たちの行動と
持続可能な思考を支える協力と連携が求められてい
ます。教育、ネットワーク、協力に努めることで、私た
ちの行動がこの共通の目的に向けられるようにする
ことができるのです。私たちは、故郷と呼べる唯一の
場所を失うわけにはいきません。

私たち以前の世代は、今日の環境破壊に大きく寄与
してきました。産業革命は、これらの世代に、生活、社
会福祉、経済を向上させる機会を提供しました。しか
し、この革命（とその後の金融成長重視）が地球の健
康と人々に与えた影響は、徐々に明らかになりつつあ
ります。私たちは、この革命が環境と人々の健康に与
えた有害な影響と、同じ道を歩み続けた場合に起こ

りうる災害について、これまで以上に意識するように
なっています。
 
この脅威は、COVID-19の大流行でさらに明確にな
り、人々の生活の多くの側面をかつてないほど破壊 
してしまいました。そして、自然や環境との関わり方 
をもう一度見直す必要性が強調されました。私たち
の世代は、雇用の不安、教育の崩壊、精神衛生上の
問題、パンデミックによる個人の自由の制限などから
大きな影響を受けています。しかし、このような困難
な時代だからこそ、若者が変革の担い手となる力を
見失わないことが重要かもしれません。

私たち若者は、現在、人類で最も大きく、最も多様な
世代です。私たちより前の世代は、私たちのように知
識を相互に結びつけ、伝達し、拡大する能力を持って
いませんでした。このため、私たちは持続可能な開発
への移行において中心的な役割を果たすことができ
ます。私たちには、若さという利点、膨大な人数、そし
て何よりも急速に進歩するテクノロジーとソーシャル
メディアの利点があります。私たちは、この速いペー
スの世界で、利用可能なツールを使うことで、目標を
達成することができます。この変革期における私たち
の決断と行動は、世界をより持続可能な未来へと変
化させ、形づくることができるのです。

このような未来において、私たちは経済的発展と社
会的福利を環境の持続可能性に依存させる必要が
あります。現在の経済モデルの欠点に対処するため
 
に、新しい循環型経済モデルの可能性を模索する必
要があります。特に、持続可能ではない（古い）やり
方に慣れてしまった人々やシステムにとって、変化は
容易ではありません。新しい世代である私たちは、環
境の持続可能性と持続可能なライフスタイルを通じ
て、社会の結束を高めることを軸とした未来を発見
し、創造することができるのです。

私たちは、一人ひとりの行動や選択から、環境的に
持続可能な世界をつくる可能性を持っています。そ
れが他の若者によって拡大化されたとき、私たちは
その影響を目にし始めることができるのです。すべて
の行動に価値があります。小さくても大きくても、シ 
ンプルでも複雑でも、個人でも集団でも。私たちは、
すでに成功している人たち、そしてまだ努力している
人たちと手を取り合い、誰一人として取り残されない
ようにしなければなりません。また、環境や持続可能
性に関する教育を率先して行い、母なる大地に起き
ている変化を把握できるよう、環境を観察することも
できます。私たちは、必要なスキルとイノベーションで
創造力を刺激し、光を広めていかなければなりませ
ん。この報告書で提示された課題は、未来の世代の
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ために地球の資源を保全しながら、健康な地球と健
康な人々を確保するための行動を描く機会を私たち
に与えてくれています。彼らの未来は、若者が今日以
降に行う決断と行動にかかっているのです!
 
今日の若者である私たちは、自分たち自身と、これか
ら生まれてくる世代に対して、このミッションに緊急
性を持って取り組む義務があります。地球はひとつの
大きなシステムであり、あなたが片方で行うことは、も
う片方にも影響を及ぼします。この世代は、かつてな
いほど多くの人とつながっているのです。お互いの違
いを受け入れ、境界線を減らし、より明るく、より環 
境的に持続可能な未来に向けて努力する世界市民
となりながら、自分たちの強みを発揮し続けようでは
ありませんか。
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Annex 1. 調査方法

3

1. データ収集

環境問題、持続可能性、望ましい未来、グリー
ン・ジョブ、環境活動などに関する若者の認識
を把握するためにオンラインアンケートを作成
しました。アンケートの対象は、全世界の18歳
から25歳までの若者です。質問項目はGEO-6 
for Youth の各章の執筆者によって作成されま
した。これらの質問は、まとめられ、テストを
重ね、アラビア語、中国語、オランダ語、英
語、フランス語、イタリア語、韓国語、ペル
シャ語、ロシア語、スペイン語の10か国語に翻
訳されました。アンケートはQualtricsを使用
してオンライン調査に変換されました。これら
は電子メールを通じて配布され、2018年12月
17日から2019年4月16日の間に、ウェブサイ
ト、ソーシャルメディアに掲載されました。

このアンケートの主な目的は世界中の若者たち
からリアルな知見や情報を得ることでした。ア
ンケートは研究のためではなく、    各章の執筆者
が若者の様々な視点や展望をより深く理解する
ために作成したものです。この結果は、若者の
視点や展望を完全に反映することを意図したも
のではなく、環境と持続可能性に関する重要な
概念を結びつけ、統合することを目的としてい
ます。

Annex 1. 調査方法
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Annex 1. Survey Methodologies

4

2. アンケート

環境問題、持続可能性、望ましい未来、グリー
ンな仕事、環境活動などに対する若者の認識を
理解するために、オンラインアンケートを実施
しました。アンケートは、世界中の18歳から
25歳までの若者を対象としています。一連の質
問は、GEO-6 for Youthの各章の執筆者によっ
て作成されました。これらの質問は、編集、テ
ストされ、10ヶ国語に翻訳されました。アラビ
ア語、中国語、オランダ語、英語、フランス
語、イタリア語、韓国語、ペルシャ語、ロシア
語、スペイン語です。アンケートはQualtrics
を使用してオンラインアンケートに変換されま
した。2018年12月17日から2019年4月16日
の間に、電子メールで普及させ、ウェブサイト
やソーシャルメディアに掲載した。

GEO-6 for Youthの調査 

世界中の若者（18-25歳）が参加する最も包
括的なグローバル調査にご参加いただき、あり
がとうございます。
このアンケートでは、あなたが望む未来の姿、
その未来が現実になる可能性、あなたが思い描
く仕事、未来の地球をより持続可能なものにす
るためにあなた自身が取ることのできる行動を
知りたいと考えています。このアンケートの結
果は、UNEPのGEO-6（Global Environment 
Outlook for Youth）が発行する電子書籍に
掲載される予定です。

• このアンケートは15～20分程度で終了しま
す。

• 回答結果は、高い機密性を持って扱われ匿名で
処理されます（回答者が別段の意思表示をした
場合を除く）。

• 参加は完全に任意であり、どの時点でも調査を
中止することができます。

• このアンケートに回答することにリスクはあり
ません。

• 本調査は2019年4月16日に締め切ります。

GEO-6 for Youthについて 

GEO-6 for Youthは、若者によって、若者のた
めに立ち上げられたプロジェクトです。私たち
は、環境の状態に関するハイレベルで科学的な
メッセージを、あなた（たち）にとって有益で
より刺激的なものに変換することを目的として
います。特に、2030年という時代を見据えて、
私たちの未来がどのようなものになるかを探り
ます（根本的な行動を起こした場合と起こさな
い場合）。世界的な若者・コミュニティの一員
であるあなたには、自分自身の未来を描き、そ
れに向かって努力する機会が与えられているの
です。

お問い合わせ

ご質問やご意見がございましたらご連絡くださ
い。
unenvironment-science-geohead@un.org     
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QQ11  あなたの年齢を教えてください。
£ 18    £ 19    £ 20    £ 21    £ 22 
£ 23    £ 24    £ 25

Q2 あなたの自認する性別は何ですか？

Q3 あなたの国籍は？

Q4 あなたがこれまでに修了した最高レベル
の学校、または取得した最高学位は何で
すか？

£ 高卒未満
£ 高卒
£ 大学准学士号
£ 大学学士号
£ 大学での学士号取得者
£ 修士号取得者
£ 博士号
£ その他

Q5 今後10～20年の間に、あなたに最も影響
を与えると思われる環境問題は何ですか
（最大3つ）？

£ 生物多様性の損失(種の絶滅など) 
£ 土地利用の変化（例：森林・湿地の農

地への転換）

£	大気汚染（例：大気中の粒子状物質濃度）

£	オゾン層破壊（オゾン層が変化すること）

£	気候変動（天候パターンの長期的変化）

£	淡水取水量（青色水の消費的利用）

£	海洋酸性化（溶存二酸化炭素によるも
の）

£	化学汚染（例：プラスチック、核廃棄
物、重金属、排出物など）

£	窒素およびリンの負荷（海洋および淡水系
へのリンの流入など）

Q6 持続可能な開発目標（SDGs）を
知っていますか？

£	間違いなく知っている
£	おそらくそう知っている
£	おそらく知らない
£	間違いなく知らない

Q7   では、2030年の未来の自分の生活を覗いてみ
ることを想像してみてください。あなたが望
む未来について考えるとき、どのようなこと
を思い浮かべますか？
あなたの望む未来の姿として、「持続可能な
開発目標」を3つ選んでください。

£	目標1：貧困をなくす
£	目標2：飢餓をゼロにする
£	目標3：健康で豊かな生活
£	目標4：質の高い教育
£	目標5：ジェンダーの平等
£	目標6：清潔な水と衛生設備
£	目標7：手ごろな価格とクリーンなエネルギー
£	目標8：ディーセント・ワークと経済成長
£	目標9：産業、イノベーション、インフラ
£	目標10：格差の是正
£	目標11：持続可能な都市とコミュニティ
£	目標12：責任ある消費と生産
£	目標13：気候変動への対応
£	目標14：水面下の生命
£	目標15：陸上での生活
£	目標16：平和、正義、強い制度
£	目標17：目標のためのパートナーシップ

Annex 1. 調査方法
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Q8   

___________________________________________ 
___________________________________________

Q9 2030年までに＜選択肢Q7＞が達成さ
れる可能性は高いと思いますか、低い
と思いますか？

£	非常に高い
£	高い
£	低い
£	非常に低い
£	わからない

Q10   持続可能な世界を実現するための仕
事（雇用機会）として、どのような
ものが考えられますか？いくつかご
提案ください。

£	職務例１ ______________________________ 
__________________________________________
£	職務例２______________________________ 
__________________________________________
£	職務例３ ______________________________ 
__________________________________________

Q11   あなたは将来、どのような仕事に就きた
いですか？

£	教育
£	産業
£	金融
£	農業
£	政府
£	研究・イノベーション
£	

Q12   "グリーン・ジョブとは、製造業や建設
業などの伝統的な分野、あるいは再生可
能エネルギーやエネルギー効率化などの
新しいグリーン分野で、環境の保全や回
復に貢献する正規的な仕事のことであ
る。" (国際労働機関）。
この定義によると、今後、グリーンジョ
ブの数は変化すると思いますか？

£	おそらく増加 
£	おそらく減少 
£	おそらく変わらない 

Q13   あなたの国では、グリーン・ジョブが利
用できることを知っていますか？

£	間違いなく知っている
£	おそらくそう知っている
£	おそらく知らない
£	間違いなく知らない

Q14.2 グリーン・ジョブについて、おそらく聞
いたことがないとのご指摘がありまし
た。その理由は何だと思われますか？

£	

£	

£	

£	

Q14.3  あなたは間違いなくグリーン・ジョブに
ついて、聞いたことがないとのご指摘が
ありました。その理由は何だと思われま
すか？

£	教育機関からの情報不足
£	政府からの情報不足
£	どこで情報が入手できるかわからない
£	その他_________________________________ 

_______________________________________

教育機関からの情報不足
政府からの情報不足
どこで情報が入手できるかわからない
その他_________________________________ 
_______________________________________

その他_________________________________ 
_______________________________________

あなたの希望する将来像について簡潔
に教えてください。（3文以内）
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Q15   あなたの国のグリーン・ジョブは、すべ
ての人が利用できるものですか？

£	間違いなくそう思う
£	おそらくそう思う
£	おそらくない
£	間違いなくない
£	わからない

Q16.2  あなたは、おそらくグリーン・ジョブは
利用できないと答えました。その理由は
何だと思われますか？

£	前教育でのトレーニングや情報不足
£	性別による差別
£	職業体験の不足
£	どこで探せばいいかわからない
£	その他_________________________________ 

_______________________________________

Q16.3  あなたは間違いなくグリーン・ジョブは
利用できないと答えました。その理由は
何だと思われますか？

£	前教育でのトレーニングや情報不足
£	性別による差別
£	職業体験の不足
£	どこで探せばいいのかわからない

£	その他_________________________________ 
__________________________________________

Q17  以下の機関について、あなたが環境
に最も良い影響を与えることができ
ると考えるのは誰か、順位をつけて
ください。

最も影響力のあるものを上に、最も影響力
のないものを下に動かして並べてくださ
い。

£	全国政府
£	地方政府
£	非政府組織（例：国連、セーブ・ザ・チルド

レンなど）
£	民間企業（企業、財団など）

£	地域団体（信仰団体、地域の非営利団体
など）

Q18   あなたは、環境問題への意識を高
め、持続可能な未来を実現するため
に、教育システムをどのように変え
ることができると思いますか？

___________________________________________
___________________________________________

Q19   ご近所や地域、都市の環境を改善するた
めに、あなたは近い将来、現実的に何を
始めたいとお考えですか？以下の環境シ
ステムのうち、少なくとも1つを参照し
てお答えください。

£	大気の場合: 
_______________________________________

£	淡水の場合:  
_______________________________________

£	生物多様性の場合:  
_______________________________________

£	陸の場合: 
_______________________________________

£	海洋の場合:  
_______________________________________

Q20   あなたは、仲間や周囲の人たちに、環
境を改善するための行動を促すことが
できると思いますか？もしそうなら、
どのように？

£	間違いなくできる。具体的に、  
_______________________________________

£	おそらくできる。具体的に、 
_______________________________________ 

Annex 1. 調査方法
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Q21   環境改善活動を行う上で、直面してい
る、または今後直面する可能性のある
課題は何だと思いますか？

___________________________________________
___________________________________________

Q22   あなたは、あなたの国の環境に関する政
府の既存の規則や政策に影響を与えた
り、変えたりすることができると思いま
すか？もしそうなら、あなたはどのよう
な行動をとりますか？

£	間違いなくできる。具体的に、  
_______________________________________

£	おそらくできる。具体的に、  
_______________________________________

£	おそらくできない。なぜなら、  
_______________________________________

£	間違いなくできない。なぜなら、  
________________________________________

Q23   電子ブック「Global Environment 
Outlook for Youth」では、若い人たち
の望む未来（写真を含む）や、サステナ
ビリティを推進する（若者の）取り組み
にスポットを当てます。掲載を希望され
る方は、その旨をご記入ください（採用
された場合、インタビューのご連絡をさ
せていただきます）。

£	はい 
£	いいえ、結構です

Q24.1  あなたは「GEO-6 for Youth」に掲載さ
れることを希望しています。あなたが望
む未来、あなたが関わっている取り組み
について教えてください。

___________________________________________
___________________________________________

QQ2244..22 メールを教えてください。
___________________________________________
___________________________________________

£	おそらくできない。なぜなら、  
_______________________________________

£	間違いなくできない。なぜなら、  
________________________________________

Annex 1. 調査方法
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3. Overview of Respondents

There were a total of 1,929 respondents, of 
which 1,475 answered at least one question. 
Responses were received from individuals 
between the ages of 18 to 25. 25-year-olds 
were the largest age group, constituting 12 
per cent of the respondents. 75 per cent of the 
responses in languages other than English were 
translated into English prior to analysis. 307 
responses were not translated due to limited 
time and resources, as well as unforeseen 
circumstances in the database. 

5 per cent of the respondents were from Africa, 
39 per cent from Asia and the Pacific, 4 per 
cent from Europe, 5 per cent from Latin America 
and the Caribbean, 8 per cent from North 

America, and 3 per cent from West Asia. (Please 
see [URL] for the list of countries corresponding 
to these regions.) 26 per cent did not mention 
their country. 42 per cent of respondents were 
female and 32 per cent were male. 1 per cent of 
the respondents did not mention their gender 
or indicated “other”, while 25 per cent did not 
respond to this question. 

30 per cent of the respondents had a secondary 
vocational degree, high school degree or 
less; 30 per cent had a college or university 
undergraduate degree; and 10 per cent had 
a master’s or doctoral degree. 29 per cent 
responded “other” or did not respond to this 
question. 

Annex 1. 調査方法

3. 回答者の概要

回答者総数は1,929名で、そのうち1,475名が少なく
とも1つの質問に回答しています。25歳は最も多い年
齢層で、回答者の12%を占めました。英語以外の言語
による回答の75%は、分析前に英語に翻訳されまし
た。307の回答は、限られた時間とリソース、およびデ
ータベースの予期せぬ状況により、翻訳されませんでし
た。

アフリカが5％、アジア・太平洋が39％、ヨーロッパ
が14％、ラテンアメリカ・カリブ海が5％、北米が8％、
西アジアが3％でした。26%は自国を挙げていません
でした。回答者の42%は女性で、32%は男性でした。
回答者の1%は性別を言わなかったか、「その他」と答
え、25%はこの質問に回答しませんでした。

回答者の30％が中等職業学位、高校卒業以下、30％
が大学学部卒業、10％が修士または博士号を持って
いました。29％が「その他」と回答、またはこの質問に
は回答していませんでした。
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図図11  GGEEOO--66  ffoorr  YYoouutthh調調査査回回答答者者のの概概要要  ((nn  ==  11,,992299))
Figure 5 – Annex
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4. 分析

各質問に対する回答を数値化しました（表1）。各設問の分析に
は、適切な方法を選択しました。

チャプター セクションまたは図 質問番号 分析対象となった回答数

2 Figure 2.1 5 1 029

Figure 2.4 7 981

3 Figure 3.4 19 917

Figure 3.6 20 693 

Figure 3.2 21 512

Figure 3.2 and 3.5 22 562

4 Section 4.2.2 13 856

Section 4.2.2 14.2 276 out 856

表1：GEO-6 for Youthの調査・回答状況
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5. Chapter 2

The questions in Chapter 2 were designed 
to understand youth’s perceptions about 
environmental issues that will impact them 
most (Question 5), their understanding of 
the Sustainable Development Goals (SDGs) 
(Questions 6, 7 and 8) and how the SDGs 
will affect their desired futures. To further 
understand their insights about the SDGs, 
Questions 5 and 8 were created as open-ended 
questions so that respondents could further 
elaborate on their answers. 

The data sets were first chec ed for consistency 
and missing information. Country names were 
checked for possible duplication, and officia  
names were matched with their common 
country names. Then countries were classifie  
into the following regions: (1) Africa, (2) Asia 
and the Pacific, ( ) West Asia, (4) Pan-European 
Region, (5) North America and (6) Latin America 
and the Caribbean.

For Questions 5, 6 and 7, the sum and 
percentages for all responses were calculated 
to obtain global trends. Subtotals of the 
responses were also computed by region and 
their corresponding percentages. The regional 
results were compared and checked to further 
understand the potential differences in the 
responses based on geographical location.  
Results were visualized using different types of 
charts.

For Question 8, a qualitative analysis was 
conducted on what youth envisions as a desired 
future. A selection was made based on the 
following criteria: one per region; creativity; 
and permission by the respondent to be in 
the e-book. In total, fi e desired futures were 
selected and shown in separate illustration 
boxes. 

5. チャプター２

第2章の質問は、自分たちに最も影響を与える環境問
題についての若者の認識（質問5）、持続可能な開発目
標（SDGs）についての理解（質問6、7、8）、SDGsが自
分たちの望む未来にどのように影響するかを理解する
ために作成されたものです。SDGsについての理解を深
めるため、質問5と8は回答者がさらに詳しく説明でき
るよう、自由形式の質問としました。

まず、データセットの整合性と情報の欠落をチェックし
ました。国名に重複がないかを確認し、正式名称を一
般的な国名と一致させました。国名は次の地域に分類
しました：(1) アフリカ、(2) アジア・太平洋、(3) 西アジ
ア、(4) 全ヨーロッパ地域、(5) 北アメリカ、 (6) ラテン
アメリカ・カリブ海地域。

質問5、6、7については、全回答の合計と割合を算出
し、世界的な傾向を把握しました。また、地域ごとに回
答の集計とその割合を算出しました。地域別の結果
は、地理的な位置に基づく回答の潜在的な違いをさら
に理解するために、比較・確認をしました。結果は、さま
ざまな種類の図を用いて視覚化されました。

質問 8 では、若者が望む未来として何を思い描くかに
ついて定性的に分析しました。選択基準は、地域ごとに
1つであること、創造性があること、回答者が電子ブッ
クに掲載することを許可していることです。合計で5つ
の望ましい未来が選ばれ、別々のイラストボックスで表
示されました。
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6. Chapter 3

To analyse the short-term actions youth is 
willing to take for the environment (Q19), 
a word frequency analysis was conducted 
by environmental systems: air, freshwater, 
oceans, biodiversity, land and oceans. First 
a list of frequently appearing phrases was 
extracted from the answers to Question 19 
in each category, on the basis of which the 
list of actions was refined. This analysis was 
developed by adopting the text mining in R, 
utilizing the text mining framework provided by 
the tm package. The answers were analysed 
to quantify the occurrence of each action in 
the refined list. The fi e most frequently cited 
actions for each environmental system were 
extracted and visualized. 

To determine whether young people felt they 
could encourage peers and others around them, 
responses to Question 20 were analysed in two 
steps. First the percentage of each response 
was calculated; then, based on the fact that the 
majority of respondents (88 per cent) believed 

they could have an influence, the responses 
were further analysed. In the second step, where 
young people shared their thoughts on how they 
could have an influence, c oss-tabulating and 
filtering analysis was performed. Suggestions 
were filte ed and word frequency was checked. 

Question 21 focused on the challenges faced 
by young people. All data were analysed to 
summarize their feeling about the challenges 
they face or might face in the future. At the end 
of this analysis, 14 different categories were 
identified. For each challenge, an answer among 
the different responses of the survey was 
chosen to describe broadly the common feeling 
of young people. 

Question 22 was intended to test respondents’ 
perceptions of their ability to change current 
policies and rules in their countries towards 
sustainability. The question consisted of 
selections (definitely/p obably “yes” or “no”) 
and descriptions of reasons for the selections. 

For each selection, the percentage of those 
responding “yes” or “no” was calculated.

Concerning the corresponding reasons in the 
open-ended part, a qualitative analysis was 
used. The reasons for “no” were organized into 
fi e categories which indicated the perceived 
challenges, and these were disaggregated by 
regions. The same process was used for “yes” 
responses in regard to perceptions of measures 
that might be effective towards changing the 
rules and policies. 

6. チャプター３

若者が環境のために取りたいと考えている短期的な行
動（Q19）を分析するために、環境システム別（大気、淡
水、海洋、生物多様性、陸上、海洋）に単語頻度分析を
行いました。まず、質問１９の回答から各カテゴリーの
頻出語句を抽出し、それをもとに行動リストを精選しま
した。この分析は、R言語のテキストマイニングを採用
し、tmパッケージが提供するテキストマイニングフレー
ムワークを利用して展開されました。回答は、洗練され
たリストにおける各アクションの発生を定量化するため
に分析されました。各環境システムで最も頻繁に引用
される5つのアクションを抽出し可視化しました。

若者が仲間や周りの人を行動力を促すことができると
感じているかどうかを判断するために、質問２０に対す
る回答を2段階で分析しました。まず、各回答の割合を
計算し、次に、回答者の大多数（88％）が、自分は影響
力を持つことができると考えているという事実に基づい
て、回答をさらに分析しました。第二段階では、若者が
どのように影響を与えられるかについて考えを述べ、ク
ロス集計とフィルタリングによる分析を行いました。提
案にフィルターをかけ、語句の頻度をチェックしました。

質問２１では、若者が直面する課題に焦点を当てまし
た。すべてのデータは、彼らが直面している、あるいは将
来直面する可能性のある課題について、彼らが感じて
いることを要約するために分析されました。この分析の
結果、14の異なるカテゴリーが特定されました。それ
ぞれの課題に対して、アンケートのさまざまな回答の中
から、若者の共通の感覚を大まかに表す答えが選出さ
れました。

質問 22 は、回答者が自国の政策やルールを持続可
能なものに変えていく能力について、どのように認 識し
ているかを問うものでした。設問は、「はい」「いいえ」の
選択項目とその理由を記述したものである。各選択肢
について、「はい」「いいえ」と回答した人の割合を算出
しました。

自由記述欄の対応する理由については、質的な分析が
行われた。「いいえ」の理由は、課題として認識されてい
ることを示す5つのカテゴリーに整理され、地域別に集
計されました。ルールや政策の変更に有効な施策の認
識については、「はい」と回答した場合と同様のプロセ
スを行いました。
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7. Chapter 4

The questions for Chapter 4 focused on green 
jobs. Their aim was to understand youth’s 
knowledge of the concept. To determine 
which sectors were selected for a future job, 
the responses were computed. Additional 
information from respondents who indicated 
“other” was checked to identify sectors not 
listed in the choices, but which were of interest 
to these young people. For Question 13, the 
sum and percentage of the responses were 
calculated to determine awareness of green 

jobs. Question 14.2 was a follow-up question 
for Question 13, particularly for the responses 
“definitely not” and “probably not.” From these 
answers, the sum and percentages of the 
corresponding reasons were used to verify the 
respective rankings. The questionnaire results 
provide a basic understanding of what young 
people look for in a career and the desired 
sectors. The questions on accessibility and 
awareness of green jobs were aggregated 
to give a global scope and were not further 
analysed.

7. チャプター4

第4章では、「グリーン・ジョブ」に焦点を当てた質問を
行いました。その目的は、若者のグリーン・ジョブに関す
る知識を理解することでした。将来就きたい職業として
どの分野が選ばれたかを調べるため、回答を集計しま
した。「その他」と答えた回答者の追加情報を確認し、
選択肢にない分野でも、その若者たちが興味を持つ
分野を特定しました。質問１３については、回答の合計
と割合を算出し、グリーン・ジョブの認知度を調べまし
た。質問１４.２は、質問１３のフォローアップの質問で、
特に「間違いなくない」と 「おそらくない」の回答につい
てです。これらの回答から、該当する理由の合計と割合
を用いて、それぞれの順位を検証しました。アンケート
結果からは、若者がキャリアに求めるものや、希望する
部門についての基本的な理解が得られます。グリーン・
ジョブの利用可能度や認知度に関する質問は、グロー
バルな範囲を示すために集計され、さらなる分析は行
われませんでした。
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市民科学とは、科学や研究にボランティアを参加
させることです。それは一般市民による自然界に
関連するデータの収集と分析です。市民科学は、
一般的にデータ収集を行いますが、質問の公開、
プロジェクトの立案、データの解釈などといった
ことも含みます。（Blaney et al.2016）

市民科学プロジェクトのボランティアへの参加の
度合いや参加するために必要なスキルや知識は研
究の範囲によって異なります。基本的なデータ収
集の知識を必要とするプロジェクトもあります
が、ボランティアのトレーニングは最小限か全く
必要ないプロジェクトもあります。（UNEP 
2019a）。若者は図1に示したどのレベルにおい
ても、市民科学に参加することができます。

AAnnnneexx22　　環環境境監監視視活活動動にに若若者者をを参参加加ささせせるる

Level 4 究極の市民科学
• 共同科学 - 問題定義、データ収集と分析

Level 3 参加型科学
• 問題定義とデータ収集への参加

Level 2 分散型インテリジェンス
• 市民が基本的な情報の解釈者
• ボランティアによる発想

Level 1 クラウドソーシング
• 市民が主体的なセンサーに
• ボランティアによる情報処理

図図11  市市民民科科学学ののレレベベルル（（参参加加のの深深ささ別別））
Source: GEO-6, p. 600
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New technologies for use in citizen science 
have become accessible and affordable in 
recent years. Smart sensors, mobile phones, 
internet access, cloud computing and the 
capability of creating a simple desktop or 
mobile app-based data entry system, whose 
data is geo-located, is revolutionizing the 
process of initiating citizen science projects 
while ensuring data accuracy at minimal costs 
(UNEP 2019a).

Coupling of citizen science with new emergent 
technologies, and the possibility of involving the 
world’s youth, due to their geographic spread, 
offers unprecedented opportunities to collect 
and analyse environmental data and to inform 
the public about environmental issues (UNEP 
2019a). 

Young people can become involved in citizen 
science in a variety of ways. As a start, they 
can access a number of different websites. 
Websites such as www.scistarter.org can 
provide anyone with the opportunity to become 
a volunteer and contribute to thousands of 

ongoing projects and communities of citizen 
scientists around the world. For those wishing 
to learn more, or to become involved in citizen 
science, Table 1 provides information on 
data access and volunteering opportunities. 
Volunteers can in due time progress to 
designing and undertaking their own citizen 
science projects, based on the environmental 
monitoring requirements and using guidelines 
such as those highlighted in GEO-6 (United 
Nations Environment Programme [UNEP], p. 
601).

According to the UNEP Measuring Progress 
report (UNEP 2019b), of the 93 environment-
related SDGs indicators there are 20 (22 
per cent) for which good progress has been 
made during the last 15 years. If this progress 
continues, it is likely that the targets of these 
SDGs will be met. However, for the other 78 per 
cent of the environment-related SDG indicators, 
either there are not sufficient data to assess 
progress (62 per cent) or it is unlikely that the 
target will be met without upscaling action 
(16 per cent). According to that report, either 

there are either no data or no progress towards 
the 12 SDG targets related to the state of the 
environment (UNEP 2019b, p. 7)

Citizen science presents numerous benefits for 
youth by creating job opportunities in designing 
systems for data collection and analysis, based 
on new emerging technologies; increasing 
their scientific literacy and engagement; and 
understanding of the environmental issues in 
their area or region (UNEP 2019a). Enhanced 
collection of data by young people will greatly 
contribute to bridging gaps in environmental 
data, so that we can better monitor the changes 
our environment. If we understand what is 
happening in our environment, we will be in a 
better place to champion changes in policies 
and in our way of life. 

近年、市民科学に利用できる新しい技術が身近にな
り、価格も手ごろになってきました。スマートセンサー、
携帯電話、インターネットアクセス、クラウドコンピュー
ティング、そしてデータが地理的に配置されているシン
プルなデスクトップまたはモバイルアプリベースのデー
タ入力システムを作成する機能は、最小限のコストで
データの正確性を確保しながら市民科学プロジェクト
を開始するプロセスに革命をもたらしています (UNEP 
2019a）。
市民科学を新しい出現技術と結合し、地理的な広がり
から世界の若者を巻き込む可能性は、環境データの収
集と分析、環境問題についての一般市民への情報提供
という前例のない機会を提供するものである(UNEP 
2019a)。

若者は、さまざまな方法で市民科学に参加することが
できます。手始めに、さまざまなウェブサイトを利用する
ことができます。www.scistarter.org などのウェブサ
イトでは、誰でもボランティアとして、世界中の何千もの
進行中のプロジェクトや市民科学者のコミュニティに
貢献する機会を得ることができます。もっと知りたい、
あるいは市民科学に関わりたい人のために、表1はデ
ータアクセスとボランティア活動の機会に関する情報
を提供しています。ボランティアは、環境モニタリングの
要件に基づき、GEO 6（国連環境計画[UNEP]）で強
調されているようなガイドラインを使用して、独自の市

民科学プロジェクトを設計し、実施することができるよ
うになります。(国連環境計画[UNEP]、p. 601)。

UNEP Measuring Progress報告書（UNEP 
2019b）によると、環境に関連するSDGs指標の93項
目のうち、過去15年間に良好な進捗があったのは20
項目（22％）です。
この進捗が続けば、これらのSDGsの目標が達成さ
れる可能性が高い。しかし、残りの78％の環境関連
SDGs指標については、進捗を評価するための十分な
データがない（62％）か、アップスケーリングアクション
なしに目標を達成する可能性は低い（16％）です。その
報告書によると、環境の状態に関連する12のSDGs目
標に対して、データがないか、進捗がないかのどちらか
です。（UNEP 2019b, p.7)

市民科学は、新しい新興技術に基づくデータ収集と分
析のシステム設計における雇用機会の創出、科学的リ
テラシーと関与の増加、地域や領域の環境問題の理解
など、若者にとって多くの利益をもたらします。(UNEP 
2019a）若い人たちによるデータ収集の強化は、環境
データのギャップを埋め、私たちの環境の変化をよりよ
く監視することに大きく貢献します。私たちの環境に何
が起こっているのかを理解すれば、より良い方法で、政
策や生活様式を変えることができるようになります。
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Programme Region Description Website

UNEP Environment Live グローバル 世界、地域、国の環境データを国連が公開しているプラッ
トフォーム

https://environmentlive.unep.org

SciStarter グローバル 市民科学プロジェクトに関する情報、動画、ブログなど
を集積しています

www.scistarter.com

Data Observation
Network for Earth

グローバル 複数のデータ源（市民科学データを含む）からデータにア
クセスするためのフレームワークを提供します

www.dataone.org

CitSci.org グローバル 市民科学者のために、研究プロジェクトの開始プロセス、データ
収集プロセスの管理、分析など、研究プロセス全体をガイドする
ツールを提供しています

www.citsci.org

iSpot グローバル 市民科学者と生物学の専門家をつなぐことで、誰もが自然界の
あらゆるものを識別できるよう支援することを目的としたウェ
ブサイト

www.ispotnature.org

eBird グローバル 鳥の分布と生息数に関するリアルタイムのデータを含む、鳥の観
察に関するオンラインデータベース

www.ebird.org

GLOBE グローバル 国際的な科学・教育プログラム。世界中の学生や一般市民に、
データ収集や科学的プロセスに参加する機会を提供し、地球シ
ステムおよび地球環境の理解に有意義に貢献する機会を、世界
中の学生および一般市民に提供します

  www.globe.gov 

表1　市民科学プロジェクトとウェブサイトの例

Source: GEO-6, p. 602.
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GEO-6 for Youth: Abbreviations and Acronyms 

5 Rs Refuse, Reduce, Reuse, Repurpose and Recycle
CBD Convention on Biological Diversity 
Cedefop European Centre for the Development of Vocational Training
CEO Chief Executive Office
CH4 Methane
CO Carbon monoxide
CO2  Carbon dioxide
CO2 eq Carbon dioxide equivalent
CSA Community Supported Agriculture
ECO Environmental Children’ Organization
ESD Education for sustainable development
EPA Environmental Protection Agency
FAO Food and Agriculture Organization of the United Nations
FRN Food Recovery Network
GBR   Great Barrier Reef
GDP Gross domestic product
GEO-6 Sixth Global Environment Outlook (2019)
GESAMP Joint Group of Experts on Scientific Aspects of Marine 

Environmental Protection
GHG Greenhouse gas(es)
GNH Gross National Happiness (Index)
Gt Gigatonne

HESI Higher Education Sustainability Initiative
ICTs Information and communication technologies
IDB Inter-American Development Bank
IEA International Energy Agency 
Ifad International Fund for Agricultural Development
IIED International Institute for Environment and Development
ILO International Labour Organization
INRA Institut national de la recherche agronomique (National 

Institute for Agricultural Research, France)
IPBES Intergovernmental Science-Policy Platform on Biodiversity 

and Ecosystem Services
IPCC  Intergovernmental Panel on Climate Change
IRENA International Renewable Energy Agency
ISWA International Solid Waste Association 
IUCN International Union for Conservation
LDN Land Degradation Neutrality
LED Light-emitting diode
MOOC Massive open online course
MPA Marine protected area
N2O Nitrous oxide
NGO Non-governmental organization
NO Nitric oxide
NOAA United States National Oceanic and Atmospheric Administration
OECD Organization for Economic Co-operation and Development
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PV Photovoltaic
SDGs Sustainable Development Goals
SO2 Sulphur dioxide
SO3 Sulphur trioxide
STEM Science, technology, engineering and mathematics
SUVs Sport utility vehicles 
UN United Nations
UNCCD United Nations Convention to Combat Desertificatio
UN DESA United Nations Department of Economic and Social Affairs
UNDP United Nations Development Programme
UNEP United Nations Environment Programme
UNESCO United Nations Educational, Scientific and Cultural 

Organization
UNFCCC United Nations Framework Convention on Climate Change
UNHCR United Nations High Commissioner for Refugees
UNICEF United Nations Children’s Fund
USD United States Dollars
USGS United States Geological Survey
VOCs Volatile organic compounds
WEF World Economic Forum
WHO World Health Organization
WWAP United Nations World Water Assessment Programme
WWF World Wide Fund for Nature
YEA! Youth and Education Alliance
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Glossary

In the definitions belo , words in italics are 
defined elsewhere in the glossary.

Acidification
A change in natural chemical balance caused 
by an increase in the concentration of acidic 
elements. Also see ocean acidification.

Acid rain (or acid deposition)
Precipitation (e.g. rain, snow, fog, hail) with 
acidic components that falls to the ground from 
the atmosphere. 

Adaptation
There are two main responses to climate 
change: mitigation and adaptation. Adaptation 
seeks to lower the risks presented by the effects 
of climate change.

Aerosols
Aerosols are minute solid or liquid particles 
suspended in the atmosphere. They have an 
important influence on the planet s climate 
system. 

Agricultural inputs
These can be inputs consumed by crops (e.g. 
seeds, crop protection and water) or capital 
inputs, ranging from nylon netting and stakes, to 
ploughs, tractors and other equipment.

Agrifood
Related to commercial production of food by 
farming.

Agroecology
Ecological approach to agriculture that views 
agricultural areas as ecosystems. 

Agroforestry
Growing trees and shrubs around or among 
crops, or on pastureland. 

Algae
Members of a group of predominantly aquatic 
organisms capable of photosynthesis. Algae 
have important ecological roles as producers 
of oxygen and as the food base for almost all 
aquatic life.

Ambient air pollution
Air pollution in outdoor environments. Poor 
ambient air quality occurs when pollutants 
reach high enough concentrations to affect 
human health and/or the environment.

Anthropocene
Term used to designate a new geologic epoch 
(following the most recent one, the Holocene) 
characterized by significant changes in Earth’s 
atmosphere, biosphere and hydrosphere due 
primarily to human activities.

Anthropogenic
Originating in human activity.

Aquifer
An underground layer of water-bearing rock.
Artificial intelligence (AI
Intelligence demonstrated by machines.

Biochemical
Relating to chemical processes and substances 
that occur within living organisms.
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Biodiversity (contraction of “biological 
diversity”)
The variety of life on Earth. 

Biomass
Organic material above and below ground and in 
water, both living and dead. 

Biosphere 
The part of Earth and its atmosphere in which 
living organisms exist, or that is capable of 
supporting life. 

Black carbon
Carbon formed through incomplete combustion 
of fossil fuels, biofuels and biomass. It warms 
the planet by absorbing sunlight and re-emitting 
heat to the atmosphere, and by reducing albedo 
(the ability to reflect sunlight) when deposited 
on snow and ice.

Bleaching (of coral reefs)
When water is too warm, corals will expel the 
algae living in their tissues, causing the coral to 
turn completely white. When a coral bleaches, 
it is not dead. Corals can survive a bleaching 
event, but they are then under more stress and 
subject to mortality.

Blue economy
There is no one definition, but blue economy” 
generally refers to sustainable use of ocean 
resources for economic growth, improved 
livelihoods and ocean ecosystem health.

Business as usual
A scenario for future patterns of activity that 
assumes there will be no significant change i  
people’s attitudes and priorities, and no major 
changes in technology, economics, or policies.

Carbon dioxide (CO2)
A naturally occurring gas that is a by-product 
of burning fossil fuels and biomass, and of land 
use change and other human activities. 

Carbon dioxide equivalent (CO2 eq.)
Unit of measurement that indicates the global 
warming potential of greenhouse gases. 

Circular design
Refers to the creation of products and services 
that no longer have a life cycle with a beginning, 
middle and end.

Circular economy
An approach to industrial processes and 
economic activity that would enable the 
resources used to maintain their highest value 
for as long as possible. 

Citizen science
Collection and analysis of data relating to the 
natural world by members of the general public, 
typically as part of a collaborative project with 
professional scientists.

Citizen scientist
A member of the general public who collects 
and analyses data relating to the natural world, 
typically as part of a collaborative project with 
professional scientists.

Climate change
The UN Framework Convention on Climate 
Change defines climate change as “a change of 
climate which is attributed directly or indirectly 
to human activity that alters the composition of 
the global atmosphere, and which is in addition 
to natural climate variability observed over 
comparable time periods.”
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Conflict minerals
Minerals mined in conditions of armed conflic
and human rights abuses, which are sold or 
traded by armed groups.

Contaminant
A polluting or poisonous substance.

Critical raw materials
Raw materials that are economically and 
strategically important for key sectors in certain 
countries. 

Decent jobs
Productive jobs in conditions of freedom, equity, 
security and human dignity. 

Desalination plants
Plants where salt and impurities are removed 
from seawater. 

Desertification
Land degradation in arid, semi-arid and dry 
sub-humid areas. The causes include climatic 
variations and human activities.

Digital technologies
Technologies that convert information into a 
digital (computer-readable) format.

Digitalization
The integration of digital technologies into 
everyday life. 

Earth System
A complex social-environmental system of 
interacting physical, chemical, biological 
and social components and processes that 
determine the state and evolution of the planet 
and life on it.

Eco-innovation
Innovation resulting in significant progress 
towards sustainable development.

Ecological
Relating to or concerned with the relation of 
living organisms to one another and to their 
physical surroundings.

Ecosystem
A dynamic complex of plant, animal and 
microorganism communities and their non-living 
environment, interacting as a functional unit.

Ecosystem services
The benefits humans obtain from the natural 
environment and from properly functioning 
ecosystems. They include provisioning services, 
such as food and water; regulating services, 
such as flood and disease control; cultural 
services, such as spiritual, recreational, and 
cultural benefits; and supporting services, such 
as nutrient cycling that maintain the conditions 
for life on Earth. 

El Niño
An oceanic event that has a great impact on the 
wind, sea surface temperature and precipitation 
patterns in the tropical Pacific cean. Its 
climatic effects are experienced throughout the 
Pacific egion and in many other parts of the 
world. 
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Empathy
The ability to understand and share the feelings 
of others.

Endangered species
Species that face a very high risk of extinction in 
the wild. 

Energy footprint
An environmental footprint whose calculation is 
focused on energy consumption. 

Environmental footprint
The effect that a person, organization, activity, 
etc. has on the environment, such as the 
amount of natural resources used and the 
amount of harmful emissions.

Ethical
Related to moral principles.

Eutrophication
Process through which freshwater or marine 
systems become overloaded with nutrients, 
leading to increases in plant growth and 
changes in ecosystem structure and function. 
Also see hypoxia.

E-waste
Electrical and electronic equipment that is no
longer considered to be of value and has been
disposed of.

Extinction
The dying out of a species.

Fast fashion
Inexpensive clothing produced rapidly by mass-
market retailers to respond to the latest trends.

Fertilizers
Chemical or biological nutrients added to soil or 
land to increase its fertility.

Food chain
A series of organisms, each of which is 
dependent on the next as a source of food. 
A food chain can also mean the series of 
processes by which food is grown or produced, 
sold and eventually consumed.

Forced displacement
Refers to the situations of people who leave 
or flee their homes due to conflict, violence  
persecution and human rights violations.

Fossil fuels
Coal, natural gas and petroleum products 
formed from decayed animals and plants that 
died millions of years ago.

Fourth Industrial Revolution (also called 
“Industry 4.0”)
A fundamental change in the way people live, 
work and relate to one another, made possible 
by technological advances that are merging 
the physical, the digital and the biological. The 
Second Industrial Revolution (approximately 
1870-1914) was a period of rapid industrial 
development following the first Industrial 
Revolution (see below). It was characterized by 
mass production and the use of electricity. The 
Third Industrial Revolution was characterized 
by the beginning of digital technologies (see 
above). 

Freshwater
Naturally occurring water which is not salty. 

Functional diversity
Variability in the things organisms do.
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GDP
See gross domestic product.

Gender gap
Difference in the condition or position of women 
and men in society. Also see pay gap.

Gender technology gap
Refers to deficiencies in wome ’s and girls’ 
technological training or women’s under-
representation in the technology workforce.

Genetic diversity
Variability in organisms’ genetic material, which 
determines their inherited characteristics.

Global warming
The unusually rapid increase in the planet’s 
average surface temperature over the past 
century, mainly due to greenhouse gases 
released by the burning of fossil fuels.

Green economy
There is no one definition. In general, this term 
refers to a resilient economy that provides 
improved well-being and social equity for all 
within the ecological limits of the planet. 

Greenhouse gases (GHG) emissions
Greenhouse gases (GHG) are gaseous 
constituents of the atmosphere, both natural 
and anthropogenic, that absorb and emit thermal 
radiation. The greenhouse effect is caused by 
high concentrations of greenhouse gases in the 
atmosphere. 

Green jobs
Jobs that contribute to preserve or restore the 
environment, whether in traditional sectors 
such as manufacturing and construction, or in 
new, emerging green sectors such as renewable 
energy and energy efficienc .

Gross domestic product (GDP)
The value of all final goods and services 
produced in a country in one year. 

Groundwater
Water that flows or seeps downward and 
saturates soil or rock. 

Habitat/habitat degradation
The natural home or environment of animals, 
plants and other organisms. Habitat degradation 

means the processes that make habitats less 
suitable or less available to these organisms.

Household air pollution
Household or indoor air pollution refers to 
chemical, biological and physical contamination 
of indoor air, which may result in adverse health 
effects. The main source of indoor air pollution 
in developing countries is biomass smoke.

Human health
Health encompasses physical, mental and 
social well-being.

Human well-being
The extent to which people have the ability to 
live the kinds of lives they have reason to value. 
It is also defined as the opportunities they have 
to pursue their aspirations. Basic components 
of human well-being include security, meeting 
material needs, health and social relations.

Hydrological cycle
The continuous circulation of water in the Earth-
atmosphere system. 
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Hydrosphere
The total amount of water on the planet.

Hypoxia
Oxygen deficiency in a biotic envi onment (the 
living things in an ecoystem). A “dead zone” 
is an area in a water body where the oxygen 
required to support life has been depleted due 
to the presence of excessive nutrients, along 
with other factors. 

Industrial Revolution
The transition to new manufacturing processes 
in Europe and the United States between 
approximately the mid-18th and mid-19th 
centuries. It is sometimes referred to as 
the “First Industrial Revolution” (see Fourth 
Industrial Revolution).

Informal and formal economy
The informal economy is usually characterized 
by small-scale activities that are not registered, 
taxed or monitored by any form of government 
authority. The hundreds of millions of women 
and men who work in this sector often are 
poorly paid and carry out dangerous work. A 

high percentage of informal employment is in 
emerging and developing countries.

International organization
An organization established by treaty or other 
instrument governed by international law that 
includes more than one government among its 
members.

Invasive species
Introduced species that have spread beyond 
their area of introduction (and, rarely, native 
species whose populations have recently 
expanded). They are often associated with 
negative impacts on the environment and 
human health.

Land cover
The physical coverage of land, usually 
expressed in terms of vegetation cover or lack 
of it. Land cover is influenced y (but not the 
same thing as) land use.

Land degradation
Long-term loss of ecosystem function and 
services, caused by disturbances from which 
the system cannot recover unaided.

Land grabbing
Acquisition of (often large tracts of) land that 
may be in violation of human rights; may not 
be based on free, prior and informed consent 
of affected land users; and may not take 
into proper account social, economic and 
environmental impacts.

Landfill
A site where waste materials are disposed of.

Land use
The use of land for different human purposes 
or economic activities. Types of land use 
include agriculture, industrial use, transport and 
protected areas.

Land use change
Conversion of land for human use. It is a driving 
force behind serious losses of biodiversity.

Linear
In a linear economy raw materials are used to 
make a product, and after its use most waste is 
thrown away.



216216

Annex2: 環境監視活動に若者を参加させる

27

Mangrove
A tree or shrub that grows in chiefly t opical 
coastal swamps that are flooded at high tide. 
Mangroves typically have numerous tangled 
roots above ground and form dense thickets.

Massive open online course (MOOC)
An online course aimed at unlimited 
participation and open access via the Internet.

Microbead
A microscopic plastic sphere. 

Microplastics
Microscopic plastic fragments.

Mitigation
Climate change mitigation refers to efforts to 
reduce or prevent greenhouse gas emissions. 

Neonicotinoid
A neurotoxic class of insecticide used for crop 
protection. Neonicotinoids cause serious harm 
to birds, as well as to pollinators and other 
insects. 

Nitrogen and phosphorous loading
The quantity of these nutrients entering an 
ecosystem at a given time.

Non-governmental organization (NGO)
An entity established under national law as a 
not-for-profit o ganization, operating at the sub-
national, national, regional or international level.

Novel entities 
Man-made substances, including those which 
are toxic. The effects of these substances, 
which can remain in the environment for a very 
long time, are potentially irreversible.

Ocean acidification
Around a quarter of the carbon dioxide (CO2) 
emitted to the atmosphere is dissolved in the 
oceans. The resulting increase in acidity makes 
it hard for organisms such as corals and some 
shellfish to grow and survive. 

Online labour markets
Online labour markets make it possible for 
people from around the world to find jobs 
offered by a global pool of potential employers. 

Organic agriculture (or “organic farming”)
Crop and livestock production that sustains 
the health of soils, ecosystems and people by 
relying on ecological processes, biodiversity 
and cycles adapted to local conditions instead 
of using synthetic inputs such as fertilizers, 
insecticides and herbicides.

Ozone layer
A region of the atmosphere situated at an 
altitude of 10–50 km above Earth’s surface 
which contains diluted ozone (O3), a naturally 
occurring gas (also see tropospheric ozone). 
At this level (the stratosphere) the ozone layer 
filters out ult aviolet (UV) radiation from the 
sun. If this layer is depleted, increasing amounts 
of UV radiation will reach ground level. This 
can cause a high incidence of skin cancer in 
humans, as well as damage to terrestrial (land) 
and marine biological systems.

Ozone-depleting substances (ODS)
Substances that deplete the ozone layer.

Particulate matter (PM)
Tiny solid or liquid particles suspended in the 
air.
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Pastureland
Land covered with grass or other low plants 
suitable for grazing animals such as cattle or 
sheep.

Pay gap
Difference in average earnings between women 
and men.

Pesticides
Substances, made up of chemical or biological 
ingredients, intended to repell, destroy or control 
any pest or regulate plant growth. The most 
commonly applied pesticides are insecticides to 
kill insects, herbicides to kill weeds, rodenticides 
to kill rodents, and fungicides to control fungi, 
mould, and mildew.

pH
A measure of the acidity or alkalinity of a 
solution.

Photosynthesis
A chemical reaction that takes place inside a 
plant, producing food for the plant to survive.
For photosynthesis to take place, plants need to 

take in carbon dioxide (from the air), water (from 
the ground) and light (usually from the sun).

Planetary boundaries
A framework designed to define a sa e 
“operating space” for humanity.

Poaching
Killing animals illegally.

Pollinators
Pollinators (e.g. bees and butterflies) visi  
flowers o harvest their nectar and pollen. They 
transfer pollen and fertilize flowers as they go 
from plant to plant

Primary energy
Energy embodied in natural resources (e.g. 
coal, crude oil, sunlight or uranium) that has 
not undergone any anthropogenic conversion or 
transformation.

Product life cycle
The product life cycle begins when raw 
materials are extracted and continues until the 
materials from the product are reused, recycled, 
recovered or discarded. 

Rainforest
An area of tall, mostly evergreen trees and a 
high amount of rainfall.

Recycling
Conversion of waste into useable material.

Remote sensing
Collection of data about an object from a 
distance. 

Renewable energy sources
Energy sources that do not rely on finit  
(exhaustible) stocks of fuels. Hydropower, 
biomass, solar, tidal, wave and wind are 
renewable sources.

Renewables
Renewable energy sources (above) are often 
referred to as “renewables”.

Repurposing
Using something for a purpose other than the 
one for which it was originally intended



218218

Annex2: 環境監視活動に若者を参加させる

29

R-value
In building and construction, a measure of how
well a two-dimensional barrier (e.g. a layer of
insulation, window, wall or ceiling) resists the
conductive flow of heat.

Robotics
A branch of science and engineering that deals 
with the design, construction, operation and use 
of machines that can substitute for humans and 
replicate human actions.

Sea level rise
Trends in the rise of the surface of the sea 
relative to land level.

Sharing economy
A peer-to-peer-based activity for obtaining, 
giving or sharing access to goods and services, 
coordinated through community-based online 
services.

Socioeconomic
Related to a combination of social and 
economic factors.

Soft skills
Personality traits, including communication 
skills, empathy, good time management, and 
teamwork and leadership abilities.

Solar photovoltaic (SV)
Method of generating electric power by using 
solar cells to convert energy from the sun. 

STEM  
A term used to group together science, 
technology, engineering and mathematics.

Sport utility vehicle (SUV)
A category of motor vehicle that combines 
features of passenger cars and off-road vehicles 
(e.g. raised ground clearance and four-wheel 
drive). SUVs are typically fuel inefficient

Sustainable development
Development that meets the needs of the 
present generation without compromising the 
ability of future generations to meet their own 
needs.

Synergies
Synergies arise when two or more processes, 
organizations, substances or other agents 
interact in such a way that the outcome is 
greater than the sum of their separate effects.

Synthetic fertilizers
“Man-made” inorganic compounds used as 
fertilizers. They are  usually derived from by-
products of the petroleum industry.

Tailpipe emissions
Chemicals (many of which are toxic) emitted by 
a vehicle’s exhaust pipe.

Tipping point
The critical point in an evolving situation that 
leads to a new and sometimes irreversible 
development.

Toxic cycle
Recycling of toxic substances in new products.
Transformational (or transformative) change
Process whereby long-term positive results are 
achieved.



219219

Annex2: 環境監視活動に若者を参加させる

30

Trifecta
A triple win.

Tropospheric ozone (or “ground-level ozone”)
Ozone (O3) is a gas that exists in two layers of 
the atmosphere: the stratosphere (see ozone 
layer) and the troposphere (at ground level and 
up to 15 km). Tropospheric ozone is harmful 
to human and ecosystem health. It is a major 
component of urban smog.

Ultraviolet (UV) radiation 
A form of electromagnetic radiation that comes 
from the sun and some man-made sources 
(e.g. tanning beds). Two types of UV radiation 
contribute to skin cancer: UV-A is associated 
with skin ageing, and UV-B with skin burning.

Upcycling
Upcycling (which can also be referred to as 
“creative reuse”) is the process of transforming 
by-products, waste materials, and useless 
or unwanted products into new materials or 
products of better quality. This is the opposite 
of downcycling, which involves converting 
materials and products into new materials of 
lower quality. 

Urban agriculture (or “urban farming”, “urban 
gardening”)
Cultivating, processing and distributing food 
in and around urban areas. It can involve fruit 
and vegetable production, animal rearing, 
aquaculture, agroforestry, beekeeping and 
horticulture. 

Virtual water
The volume of water used to produce various 
consumer products.

Vocational training (or “vocational and 
technical education”, “VTE”)
Education that prepares people to work as 
technicians or in jobs such as tradesman or 
artisan. It is also sometimes referred to as 
“career and technical education”. In a changing 
job market, the distinction between this and 
other types of secondary or higher education are 
becoming less distinct.

Volatile organic compounds (VOCs) 
Chemical compounds that easily become 
vapours or gases. They are released from 
burning of fuel such as gasoline, wood, coal or 

natural gas. They are also released from many 
consumer products. Human health risks depend 
on the concentrations in the air and how often 
they are eathed in. 

Waste management
The collection, transport, disposal, recycling and 
monitoring of waste. This term is most often 
used in relation to waste material resulting from 
human activities, which is managed to avoid 
adverse health and environmental effects. 

Wildlife conservation
The protection of wild species and their habitats 
to prevent these species’ extinction. 
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Acidification
A change in natural chemical balance caused by an 
increase in the concentration of acidic elements. Also 
see ocean acidification.

Acid rain
Precipitation (e.g. rain, snow, fog, hail) with acidic 
components that falls to the ground from the 
atmosphere.

Adaptation
There are two main responses to climate change: 
mitigation and adaptation. Adaptation seeks to lower 
the risks presented by the effects of climate change.

Aerosols
Aerosols are minute solid or liquid particles suspended 
in the atmosphere. They have an important influence on 
the planet’s climate system.

Agricultural inputs
These can be inputs consumed by crops (e.g. seeds, 
crop protection and water) or capital inputs, ranging 
from nylon netting and stakes, to ploughs, tractors and 
other equipment.

Agrifood
Related to commercial production of food by farming.

Agroecology
Ecological approach to agriculture that views 

agricultural areas as ecosystems.
Agroforestry
Growing trees and shrubs around or among crops, or 
on pastureland.

Algae
Members of a group of predominantly aquatic 
organisms capable of photosynthesis. Algae have 
important ecological roles as producers of oxygen and 
as the food base for almost all aquatic life.

Ambient air pollution
Air pollution in outdoor environments. Poor ambient 
air quality occurs when pollutants reach high enough 
concentrations to affect human health and/or the 
environment.

Anthropocene
Term used to designate a new geologic epoch 
(following the most recent one, the Holocene) 
characterized by significant changes in Earth’s 
atmosphere, biosphere and hydrosphere due primarily 
to human activities.

Anthropogenic
Originating in human activity.

Aquifer
An underground layer of water-bearing rock.

Artificial intelligence
Intelligence demonstrated by machines.

Biochemical
Relating to chemical processes and substances that 

occur within living organisms.

Biodiversity
The variety of life on Earth.

Biomass
Organic material above and below ground and in water, 
both living and dead.

Biosphere 
The part of Earth and its atmosphere in which living 
organisms exist, or that is capable of supporting life.

Black carbon
Carbon formed through incomplete combustion of 
fossil fuels, biofuels and biomass. It warms the planet 
by absorbing sunlight and re-emitting heat to the 
atmosphere, and by reducing albedo (the ability to 
reflect sunlight) when deposited on snow and ice.

Bleaching
When water is too warm, corals will expel the algae 
living in their tissues, causing the coral to turn 
completely white. When a coral bleaches, it is not dead. 
Corals can survive a bleaching event, but they are then 
under more stress and subject to mortality.

Blue economy
There is no one definition, but “blue economy” generally 
refers to sustainable use of ocean resources for 
economic growth, improved livelihoods and ocean 
ecosystem health.

Business as usual
A scenario for future patterns of activity that assumes 
there will be no significant change in people’s attitudes 
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and priorities, and no major changes in technology, 
economics, or policies.

Carbon dioxide
A naturally occurring gas that is a by-product of 
burning fossil fuels and biomass, and of land use 
change and other human activities.

Carbon dioxide equivalent
Unit of measurement that indicates the global warming 
potential of greenhouse gases.

Circular design
Refers to the creation of products and services that 
no longer have a life cycle with a beginning, middle and 
end.

Circular economy
An approach to industrial processes and economic 
activity that would enable the resources used to 
maintain their highest value for as long as possible.

Citizen science
Collection and analysis of data relating to the natural 
world by members of the general public, typically 
as part of a collaborative project with professional 
scientists.

Citizen scientist
A member of the general public who collects and 
analyses data relating to the natural world, typically 
as part of a collaborative project with professional 
scientists.

Climate change
The UN Framework Convention on Climate Change 

defines climate change as “a change of climate which 
is attributed directly or indirectly to human activity 
that alters the composition of the global atmosphere, 
and which is in addition to natural climate variability 
observed over comparable time periods.”

Conflict minerals
Minerals mined in conditions of armed conflict and 
human rights abuses, which are sold or traded by 
armed groups.

Contaminant
A polluting or poisonous substance.

Coronavirus disease 2019
Illness caused by a novel coronavirus, ‘severe acute 
respiratory syndrome coronavirus 2’ (SARS-CoV-2), 
which was first identified amid an outbreak of 
respiratory illness cases in East Asia. The outbreak was 
first reported to WHO on 31 December 2019. On 30 
January 2020, WHO declared the COVID-19 outbreak 
a global health emergency and the following March a 
global pandemic, WHO’s first such designation since 
declaring H1N1 influenza a pandemic in 2009. 

Critical raw materials
Raw materials that are economically and strategically 
important for key sectors in certain countries.

Decent jobs
Productive jobs in conditions of freedom, equity, 
security and human dignity.

Desalination plants
Plants where salt and impurities are removed from 
seawater.

Desertification
Land degradation in arid, semi-arid and dry sub-humid 
areas. The causes include climatic variations and human 
activities.

Digital technologies
Technologies that convert information into a digital 
(computer-readable) format.
Digitalization
The integration of digital technologies into everyday 
life.

Earth System
A complex social-environmental system of interacting 
physical, chemical, biological and social components 
and processes that determine the state and evolution 
of the planet and life on it.

Eco-innovation
Innovation resulting in significant progress towards 
sustainable development.

Ecological
Relating to or concerned with the relation of living 
organisms to one another and to their physical 
surroundings.

Ecosystem
A dynamic complex of plant, animal and microorganism 
communities and their non-living environment, 
interacting as a functional unit.

Ecosystem services
The benefits humans obtain from the natural 
environment and from properly functioning ecosystems. 
They include provisioning services, such as food and 
water; regulating services, such as flood and disease 
control; cultural services, such as spiritual, recreational, 
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and cultural benefits; and supporting services, such as 
nutrient cycling that maintain the conditions for life on 
Earth.

El Niño
An oceanic event that has a great impact on the wind, 
sea surface temperature and precipitation patterns 
in the tropical Pacific Ocean. Its climatic effects are 
experienced throughout the Pacific region and in many 
other parts of the world.
Empathy
The ability to understand and share the feelings of 
others.

Endangered species
Species that face a very high risk of extinction in the 
wild.

Energy footprint
An environmental footprint whose calculation is 
focused on energy consumption.

Environmental footprint
The effect that a person, organization, activity, etc. has 
on the environment, such as the amount of natural 
resources used and the amount of harmful emissions.

Ethical
Related to moral principles.

Eutrophication
Process through which freshwater or marine systems 
become overloaded with nutrients, leading to increases 
in plant growth and changes in ecosystem structure 
and function. Also see hypoxia.

E-waste 
Electrical and electronic equipment that is no longer 
considered to be of value and has been disposed of.

Extinction
The dying out of a species.

Fast fashion
Inexpensive clothing produced rapidly by mass-market 
retailers to respond to the latest trends.

Fertilizers
Chemical or biological nutrients added to soil or land to 
increase its fertility.

Food chain
A series of organisms, each of which is dependent on 
the next as a source of food. A food chain can also 
mean the series of processes by which food is grown 
or produced, sold and eventually consumed.

Forced displacement
Refers to the situations of people who leave or flee 
their homes due to conflict, violence, persecution and 
human rights violations.

Fossil fuels
Coal, natural gas and petroleum products formed from 
decayed animals and plants that died millions of years 
ago.

Fourth Industrial Revolution
A fundamental change in the way people live, work and 
relate to one another, made possible by technological 
advances that are merging the physical, the digital 
and the biological. The Second Industrial Revolution 

(approximately 1870-1914) was a period of rapid 
industrial development following the first Industrial 
Revolution. It was characterized by mass production 
and the use of electricity. The Third Industrial 
Revolution was characterized by the beginning of digital 
technologies.

Freshwater
Naturally occurring water which is not salty.

Functional diversity
Variability in the things organisms do.

Gender gap
Difference in the condition or position of women and 
men in society. Also see pay gap.

Gender technology gap
Refers to deficiencies in women’s and girls’ 
technological training or women’s under-representation 
in the technology workforce.

Genetic diversity
Variability in organisms’ genetic material, which 
determines their inherited characteristics.

Global warming
The unusually rapid increase in the planet’s average 
surface temperature over the past century, mainly due 
to greenhouse gases released by the burning of fossil 
fuels.

Green economy
There is no one definition. In general, this term refers to 
a resilient economy that provides improved well-being 
and social equity for all within the ecological limits of 
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the planet.

Greenhouse gases emissions
Greenhouse gases (GHG) are gaseous constituents of 
the atmosphere, both natural and anthropogenic, that 
absorb and emit thermal radiation. The greenhouse 
effect is caused by high concentrations of greenhouse 
gases in the atmosphere.

Green jobs
Jobs that contribute to preserve or restore the 
environment, whether in traditional sectors such as 
manufacturing and construction, or in new, emerging 
green sectors such as renewable energy and energy 
efficiency.

Gross domestic product
The value of all final goods and services produced in a 
country in one year.

Groundwater
Water that flows or seeps downward and saturates soil 
or rock.

Habitat/habitat degradation
The natural home or environment of animals, plants 
and other organisms. Habitat degradation means the 
processes that make habitats less suitable or less 
available to these organisms.

Household air pollution
Household or indoor air pollution refers to chemical, 
biological and physical contamination of indoor air, 
which may result in adverse health effects. The main 
source of indoor air pollution in developing countries is 
biomass smoke.

Human health
Health encompasses physical, mental and social well-
being.

Human well-being
The extent to which people have the ability to live 
the kinds of lives they have reason to value. It is also 
defined as the opportunities they have to pursue their 
aspirations. Basic components of human well-being 
include security, meeting material needs, health and 
social relations.

Hydrological cycle
The continuous circulation of water in the Earth-
atmosphere system.

Hydrosphere
The total amount of water on the planet.
Hypoxia
Oxygen deficiency in a biotic environment (the living 
things in an ecoystem). A “dead zone” is an area in a 
water body where the oxygen required to support life 
has been depleted due  to the presence of excessive 
nutrients, along with other factors.

Industrial Revolution
The transition to new manufacturing processes in 
Europe and the United States between approximately 
the mid-18th and mid-19th centuries. It is sometimes 
referred to as the “First Industrial Revolution” (see 
Fourth Industrial Revolution).

Informal and formal economy
The informal economy is usually characterized by 
small-scale activities that are not registered, taxed 
or monitored by any form of government authority. 
The hundreds of millions of women and men who 

work in this sector often are poorly paid and carry 
out dangerous work. A high percentage of informal 
employment is in emerging and developing countries.

International organization
An organization established by treaty or other 
instrument governed by international law that includes 
more than one government among its members.

Invasive species
Introduced species that have spread beyond their 
area of introduction (and, rarely, native species whose 
populations have recently expanded). They are often 
associated with negative impacts on the environment 
and human health.

Land cover
The physical coverage of land, usually expressed in 
terms of vegetation cover or lack of it. Land cover is 
influenced by (but not the same thing as) land use.
Land degradation
Long-term loss of ecosystem function and services, 
caused by disturbances from which the system cannot 
recover unaided.

Land grabbing
Acquisition of (often large tracts of) land that may be 
in violation of human rights; may not be based on free, 
prior and informed consent of affected land users; and 
may not take into proper account social, economic and 
environmental impacts.

Landfill
A site where waste materials are disposed of.

Land use
The use of land for different human purposes 
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or economic activities. Types of land use include 
agriculture, industrial use, transport and protected 
areas.

Land use change
Conversion of land for human use. It is a driving force 
behind serious losses of biodiversity.

Linear
In a linear economy raw materials are used to make a 
product, and after its use most waste is thrown away.

Mangrove
A tree or shrub that grows in chiefly tropical coastal 
swamps that are flooded at high tide. Mangroves 
typically have numerous tangled roots above ground 
and form dense thickets.

Massive open online course
An online course aimed at unlimited participation and 
open access via the Internet.
Microbead
A microscopic plastic sphere.

Microplastics
Microscopic plastic fragments.

Mitigation
Climate change mitigation refers to efforts to reduce or 
prevent greenhouse gas emissions.

Nature-based solutions
Nature-based Solutions are actions to protect, 
sustainably manage and restore natural and modified 
ecosystems in ways that address societal challenges 
effectively and adaptively, to provide both human well-

being and biodiversity benefits.

Neonicotinoid
A neurotoxic class of insecticide used for crop 
protection. Neonicotinoids cause serious harm to birds, 
as well as to pollinators and other insects.

Nitrogen and phosphorous loading
The quantity of these nutrients entering an ecosystem 
at a given time.

Non-governmental organization
An entity established under national law as a not-
for-profit organization, operating at the sub-national, 
national, regional or international level.

Novel entities 
Man-made substances, including those which are toxic. 
The effects of these substances, which can remain in 
the environment for a very long time, are potentially 
irreversible.

Ocean acidification
Around a quarter of the carbon dioxide (CO2) 
emitted to the atmosphere is dissolved in the oceans. 
The resulting increase in acidity makes it hard for 
organisms such as corals and some shellfish to grow 
and survive.

Online labour markets
Online labour markets make it possible for people from 
around the world to find jobs offered by a global pool 
of potential employers.

Organic agriculture

Crop and livestock production that sustains the health 
of soils, ecosystems and people by relying on ecological 
processes, biodiversity and cycles adapted to local 
conditions instead of using synthetic inputs such as 
fertilizers, insecticides and herbicides.

Ozone layer
A region of the atmosphere situated at an altitude 
of 10–50 km above Earth’s surface which contains 
diluted ozone (O3), a naturally occurring gas (also see 
tropospheric ozone). At this level (the stratosphere) the 
ozone layer filters out ultraviolet (UV) radiation from the 
sun. If this layer is depleted, increasing amounts of UV 
radiation will reach ground level. This can cause a high 
incidence of skin cancer in humans, as well as damage 
to terrestrial (land) and marine biological systems.

Ozone-depleting substances
Substances that deplete the ozone layer.

Particulate matter
Tiny solid or liquid particles suspended in the air.

Pastureland
Land covered with grass or other low plants suitable for 
grazing animals such as cattle or sheep.

Pay gap
Difference in average earnings between women and 
men.

Pesticides
Substances, made up of chemical or biological 
ingredients, intended to repell, destroy or control any 
pest or regulate plant growth. The most commonly 
applied pesticides are insecticides to kill insects, 
herbicides to kill weeds, rodenticides to kill rodents, and 
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fungicides to control fungi, mould, and mildew.

pH
A measure of the acidity or alkalinity of a solution.

Photosynthesis
A chemical reaction that takes place inside a 
plant, producing food for the plant to survive. For 
photosynthesis to take place, plants need to take in 
carbon dioxide (from the air), water (from the ground) 
and light (usually from the sun).

Planetary boundaries
A framework designed to define a safe “operating 
space” for humanity.

Poaching
Killing animals illegally.

Pollinators
Pollinators (e.g. bees and butterflies) visit flowers to 
harvest their nectar and pollen. They transfer pollen 
and fertilize flowers as they go from plant to plant.
Primary energy
Energy embodied in natural resources (e.g. coal, crude 
oil, sunlight or uranium) that has not undergone any 
anthropogenic conversion or transformation.

Product life cycle
The product life cycle begins when raw materials are 
extracted and continues until the materials from the 
product are reused, recycled, recovered or discarded.

Rainforest
An area of tall, mostly evergreen trees and a high 
amount of rainfall.

Recycling
Conversion of waste into useable material.

Remote sensing
Collection of data about an object from a distance.

Renewable energy sources
Energy sources that do not rely on finite (exhaustible) 
stocks of fuels. Hydropower, biomass, solar, tidal, wave 
and wind are renewable sources.

Renewables
Renewable energy sources (above) are often referred 
to as “renewables”.

Repurposing
Using something for a purpose other than the one for 
which it was originally intended

R-value
In building and construction, a measure of how well 
a two-dimensional barrier (e.g. a layer of insulation, 
window, wall or ceiling) resists the conductive flow of 
heat.
Robotics
A branch of science and engineering that deals with the 
design, construction, operation and use of machines 
that can substitute for humans and replicate human 
actions.
Sea level rise
Trends in the rise of the surface of the sea relative to 
land level.

Sharing economy
A peer-to-peer-based activity for obtaining, giving or 

sharing access to goods and services, coordinated 
through community-based online services.

Socioeconomic
Related to a combination of social and economic 
factors.

Soft skills
Personality traits, including communication skills, 
empathy, good time management, and teamwork and 
leadership abilities.

Solar photovoltaic
Method of generating electric power by using solar 
cells to convert energy from the sun.

STEM  
A term used to group together science, technology, 
engineering and mathematics.

Sport utility vehicle
A category of motor vehicle that combines features 
of passenger cars and off-road vehicles (e.g. raised 
ground clearance and four-wheel drive). SUVs are 
typically fuel inefficient.

Sustainable development
Development that meets the needs of the present 
generation without compromising the ability of future 
generations to meet their own needs.

Synergies
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Synergies arise when two or more processes, 
organizations, substances or other agents interact in 
such a way that the outcome is greater than the sum of 
their separate effects.

Synthetic fertilizers
“Man-made” inorganic compounds used as fertilizers. 
They are  usually derived from by-products of the 
petroleum industry.

Tailpipe emissions
Chemicals (many of which are toxic) emitted by a 
vehicle’s exhaust pipe.

Tipping point
The critical point in an evolving situation that leads to a 
new and sometimes irreversible development.

Toxic cycle
Recycling of toxic substances in new products.

Transformational change
Process whereby long-term positive results are 
achieved.

Trifecta
A triple win.

Tropospheric ozone
Ozone (O3) is a gas that exists in two layers of the 
atmosphere: the stratosphere (see ozone layer) and 
the troposphere (at ground level and up to 15 km). 
Tropospheric ozone is harmful to human and ecosystem 
health. It is a major component of urban smog.

Ultraviolet (UV) radiation 
A form of electromagnetic radiation that comes from 

the sun and some man-made sources (e.g. tanning 
beds). Two types of UV radiation contribute to skin 
cancer: UV-A is associated with skin ageing, and UV-B 
with skin burning.

Upcycling
Upcycling (which can also be referred to as “creative 
reuse”) is the process of transforming by-products, 
waste materials, and useless or unwanted products 
into new materials or products of better quality. This is 
the opposite of downcycling, which involves converting 
materials and products into new materials of lower 
quality.

Urban agriculture
Cultivating, processing and distributing food in and 
around urban areas. It can involve fruit and vegetable 
production, animal rearing, aquaculture, agroforestry, 
beekeeping and horticulture.

Virtual water
The volume of water used to produce various consumer 
products.

Vocational training
Education that prepares people to work as technicians 
or in jobs such as tradesman or artisan. It is also 
sometimes referred to as “career and technical 
education”. In a changing job market, the distinction 
between this and other types of secondary or higher 
education are becoming less distinct.
Volatile organic compounds
Chemical compounds that easily become vapours or 
gases. They are released from burning of fuel such 
as gasoline, wood, coal or natural gas. They are also 
released from many consumer products. Human health 
risks depend on the concentrations in the air and how 
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